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プロローグ



　窓から、朝のまぶしい光が差し込んできている。

　外では元気いっぱいな蝉せみたちの合唱が響き、どこからか子供たちの声も聞こえてくる。今は夏休み中だろうに、ずいぶん早起きだ。ラジオ体操にでも行っているのだろうか。

「お、いい感じだ」

　フライパンの上で、鮭さけがいかにも美お味いしそうな色に焼けている。ほうれんそうのおひたしと、あさりの味み噌そ汁しるも既にできている。あとは甘い卵焼きを作って、納豆を用意すれば完かん璧ぺきだろう。

「さてと」

　コンロの火が消えていることを確認してから、キッチンを出る。

　狭い廊下を少し歩いてから、バスルームのドアをノックする。

「そろそろ朝飯できるぞー。冷める前に出てきてくれ」

「あ、ちょうどよかったわ」

　ドアの向こうから、こもった声が聞こえてきた。

「ちょっとお願いがあるの。洗濯機の上にタオルがあるから、それ取ってくれない？」

「ああ、はいはい」

　俺おれはドアを開けて、脱衣所の中に入る。狭い脱衣所の隅にある洗濯機の上に置かれていた白いタオルを手に取った。そして、浴室のほうへ向き直る。

「おーい、これでいいんだろ？」

　俺が声を掛けると、浴室の戸の磨すりガラスに肌色のシルエットが映った。中折れ式の戸がわずかに開いて、ひょこっと彼女が顔を出した。

　ぽたぽたと水滴がしたたる長い髪と、むき出しの華きや奢しやな肩が戸の向こうから見えている。

「あ、これこれ。ありがとう。いつも戸のそばに置いてるんだけど、今日はうっかりしてて」

「すぐに飯だぞ。早く上がってきてくれよ」

「わかってるわよ」

　笑いながら頷うなずいて、鳴なる神かみかなみは浴室の戸を閉めた。

　俺も回れ右して、脱衣所から出て行く。

　さあ、朝飯の仕上げをさっさとしてしまおう。

　その前に、湯上がりのかなみのために冷たいお茶を用意しておくのも忘れずに。





「うん、美お味いしい」

　かなみは、鮭さけのバター焼きを満足そうに食べながら言った。



    

  
    
      



    

  
    
      　リビングのテーブルの向かい側に座っている彼女は、湯上がりでまだ湿っている髪を後ろでまとめて結い上げ、ピンクのタンクトップ一枚という涼しげな格好だ。

「ホント、あなたは料理だけは文句のつけようがないわね」

「料理だけって……」

「朝からこんな手の掛かった料理なんて、普通作らないわよ」

「別に、たいして手は込んでないぞ。世の中の主婦の皆さんなら、たいていこのくらいは作れるって」

「それは、あたしへの挑戦と受け取っていいの？」

「す、すみません」

　俺おれは箸はしを止めて、素直に頭を下げる。

　かなみは基本的になんでもできるのだが、なぜか例外的に料理だけはダメなのだ。包丁の扱いは危なっかしいし、味付けをさせると「凄すごく辛い」か「凄く甘い」のどちらかになってしまう。意地っ張りなかなみも、自分の料理下べ手たは認めて、我が家の食事はすべて俺に任せてくれている。

「まったく……あなたは一言多いのよ。あ、起きてきたわよ」

「え？　ああ、本当だ」

　このリビングから玄関へ通じるドアは、うちでは常に開け放ってある。ドアを開けて出入りすることができない同居人がいるからだ。

　いや、正確には――

「おはよう、ヨタハチ」

　にゃーん、と一声鳴いて一匹の三毛猫が俺の足下にすり寄ってくる。

　彼女の名前はヨタハチ。我が家の同居猫である。どういうわけか、玄関で寝るクセがあり、朝飯の匂においを嗅かぎつけると起きてくるのだ。

「はいよ、おまえの分だ」

　キャットフードが入った容器をヨタハチの前に置いてやる。すぐに、猫はがつがつと勢いよく食い始める。あっという間に食べ終えると、ぷいっと部屋の隅へ移動してつまらなそうな顔をして座り込んでしまう。

「愛想がいいのは飯をもらうときだけかよ……」

「あなた、猫にまで都合よく使われちゃってるのね。すっかりナメられてるじゃない」

「無愛想な猫の扱いには慣れてるよ」

「へえ、どこの誰のことを言っているのかしら？」

　最後の一口を食べ終え、かなみは箸を置いた。ぴしり、という音が妙に殺気をはらんで聞こえたのは気のせいではあるまい。

「あ、あくまで猫の話だって。気にしないでくれ」

「……まあいいわ。ごちそうさま、美お味いしかったわ」

「おそまつさまでした」

　俺おれが頷うなずくと、かなみは食器をまとめて立ち上がった。

「あ、食器は置いといていいよ。俺が洗っとくから」

「いいわよ、これくらいあたしも自分で……」

「いや、いいって――あっ」

「あ」

　かなみが食器を持ち上げようとした手に、俺の手が重なってしまう。

　柔らかな彼女の手の感触と、ほのかなあたたかさが伝わってくる。

「…………」

　俺はそのまま、かなみの手をぎゅっと握りしめる。かなみも、かすかに頬ほおを赤く染めて、軽く握り返してきた。

「……って、朝からなにしてるのよ、バカ」

　かなみは、空いているほうの手で俺の胸をとんと突いた。それでも、彼女も握っている手を離そうとはしない。

「ちょっと、このままじゃなにもできないでしょ」

「そうだな」

　名な残ごり惜しかったが、俺はかなみから手を離す。

　かなみはこちらを見ずに、俺の分とまとめて食器を手に持ち、キッチンのほうへ歩いて行った。

「…………」

　まだかなみの熱がかすかに残っている手を、軽く二度三度と握ってみる。

　今までなら、下へ手たにかなみの手に触れたりなどしたら、殴る蹴けるの暴行を受けた上、電撃でトドメを刺され、雨の降る寒い夜に人里離れた山中に埋められていただろう。

　だけど、今は――

「人生、わからないもんだよな、ヨタハチ」

　いつの間にか足下にいたヨタハチに、笑いかけてみる。

　しかし、愛想の悪い三毛猫は俺を無視してあくびなどしていた。

　まあ、猫には関心のないことか。

　キッチンのほうからじゃーじゃーと勢いよく水を流している音が聞こえてくる。食器を割らずに洗い終えてくれるといいんだが。

　さて、朝飯が終わったばかりだけど、昼飯のメニューを考えようかな。

　今日も暑くなりそうだし、冷やし中華なんていいかもしれない。細切りにしたハムとキュウリと錦糸卵、あとは刻みのりを載せて、ひんやりした麺めんをつるつるといただく。うん、想像しただけでつばが出てくる。

　きっと、かなみも喜んでくれるだろう。

　かなみとの暮らしが始まって、既に一週間。

　もしかすると、俺たちは一度しかない特別な夏を過ごしているのかもしれない。



    

  
    
      
１章　二人のささやかな夏



　神しん堂どう祐ゆう貴きと鳴なる神かみかなみは、一週間も二人きりでの暮らしを続けている。

　もちろん結婚したわけでも、愛が盛り上がって若い二人が一秒たりとも離れたくなくなってしまったというわけでもない。

　理由はごく単純である。

　俺おれたちは、隠れているのだ。

　ここは、西日本のとある地方都市である。町から一歩外に出れば、周囲はひたすら田畑と山が広がっている。要するに、田舎町ということだ。

　俺たちが住んでいるマンションは町の中心部に近いところに建っている。十一階建ての新築で、シックな外見は古い町並みにはあまりマッチしていない。土地は安そうだが、建物には相当な金がかかっているだろう。基本的に分譲で、お値段は安くない。ただ、不景気のせいかあまり売れていないようで、入居者はかなり少ないようだ。

　俺たちも一週間暮らしていて、他の住民を見かけたことはほんの数回しかない。どこからどう見ても未成年である俺とかなみが二人で暮らしていることが周囲に知られるとまずいので、できる限りマンションの住民と顔を合わせないように行動しているというのもあるけれど。

　隠れて生活するというのは、言うまでもないが楽しくはないし、なかなか面倒なことでもある。

　それでも、そうせざるをえない。

　俺とかなみがこそこそと身を隠しているのは、そう指示されたからだ。うちの残念な母親、神しん堂どう里り菜なに。

　一週間前のことを思い出す。

　久しぶりに――約一年ぶりに再会した母、神堂里菜は不敵な笑みを浮かべてこう言った。

「反撃はね、準備を整えてからやるものなのよぅ」





　夏休みを利用してヒメ神ガミたちとともに遊びに行った無人島で、襲撃だの誘拐だのと、とんでもないトラブルが立て続けに起きてしまい、俺たちは旅行途中で引き上げることになってしまった。

　神堂家所有の客船、ブルーウィンド号での帰路――

　さらなる大きなトラブルが起きたのは、その船上だった。

　俺の従姉いとこである神しん堂どう千ち華か――千ち華か姉ねえの唐突なヒメ神たちへの宣戦布告。

　千華姉が持っていた、人の魂の奥底に眠る願望を呼び覚ますという『失墜の星ダウン・フオール』の能力。

　その能力によって、風かざ間まハルカは影カゲヒメの――他人からの憎悪を求めてしまう悲しい本性を呼び起こされ、俺おれに憎まれるためにかなみの命を狙ねらった。かなみこそが、俺にもっとも愛されているヒメ神ガミであり、彼女を殺すことで俺から最大の憎しみを得られると信じて。

　ハルカは、かつては影カゲヒメとして俺やかなみと戦ったことがあった。だが、春の新入生歓迎パーティの際の戦いでかなみに敗れ、それ以来は影ヒメとしての本性を抑え込み、俺たちと騒がしくも楽しい学園生活を送っていた。俺に調教されたがるという、多少変態じみた行動には手を焼かされたけど。

　それでも、ハルカが影ヒメであることも忘れそうなくらい、彼女は穏やかに生きていてくれたのに。

　千ち華か姉ねえの『失墜の星ダウン・フオール』がハルカを狂わせてしまった。

　影ヒメに戻してしまった。

　ハルカはかなみに真剣で斬きりかかり、かなみは船の上から嵐で荒れる海へと叩たたき落おとされた。

　俺がすぐに海に飛び込んで、なんとかかなみを助けることはできた。

　だが、他のヒメ神たちや俺の双子の妹の貴き理り、メイドや妹の警護部隊であるＧガールズたちが乗った船とはぐれてしまったのだ。

　太平洋の海上、嵐の海でボートも浮き輪もなしで、しかも海へ落とされて気を失っていたかなみを抱えての水泳と、状況は最悪だったのだが、よく助かったものだ。我ながら、ひどい目によく遭う割に悪運だけは強い。毎度助かってしまうから、またひどいトラブルに遭遇してしまうのだけれど、死ぬよりはマシか。

　とにかく、かなみを抱えて近くの島へ泳ぎ着いたものの、気絶してしまった俺を救ったのが――一年以上も失しつ踪そうしたままだった母親だった。

　神しん堂どう里り菜なは俺とかなみを自分のセーフハウスへ連れて行って手当てを施し、かなみを助けた後の記憶を失っていた俺に事情の説明をしてくれた。

　ブルーウィンド号は無事に港に着き、ヒメ神たちが日本へと戻ったことも。

　その話を聞いた俺には、やるべきことは一つしかなかった。迷いはなかった。

　ヒメ神たちとこれからも関かかわっていくと決めた俺に、他に道があったはずもない。

　桃もも女じよに戻り、ヒメ神たちに会う――それが俺の選択だった。





　俺とかなみが運び込まれた母のセーフハウスは、オーストラリアのシドニーにあった。俺たちを見つけた島の近くにもアジトがあったらしいが、あまり近いと千華姉に見つかるかも――という理由でそこに連れて行かれたそうだ。

　かなみがハルカに峰打ちをくらったケガもさほど問題なさそうだったので、母親はすぐに次の行動に移った。

　俺たちを連れて、日本に戻ったのである。

　ただし、直接桃女に向かったのではない。

「里り菜なさんは、いろんなところに家を持っているんですね」

　西日本の、ある地方都市にあるセーフハウスに到着すると、かなみは感心したように言った。

「なによぅ。また、里菜さんだなんて他人行儀な。ババァでいいって言ってるのにぃ」

「だ、だからそれは無理ですって」

　母がさらりと言った言葉に、かなみの顔がひきつってしまう。

　かなみは俺おれに対しては遠えん慮りよも容赦もないが、年長者への礼儀や常識は心得ている。さすがに、人様の母親をババァなどとは呼ばない。ちなみに、俺が母をババァなどと呼んだら自動的にあの世に送られることだろう。なんて不公平な。

　もっとも、母をババァと呼べない理由は他にもある。一応、母は三十八歳という年齢なのだが、知らない人が見たら二十代――下へ手たをすると、息子である俺より年下だと勘違いする。それくらい、若く見えてしまう容姿なのだ。不思議ではあるけど、俺はもうすっかり慣れてしまっているので、特に疑問にも思わないが。

　母は、２ＬＤＫのセーフハウスを一通り案内してからリビングのソファに腰を下ろした。俺とかなみは、その対面の床に座る。

「見てのとおり、最低限、必要な物は揃そろえてあるから。なにかほしかったら、適当に自分らで買っといてぇ。この近くに大きなショッピングモールもあるから。最近は田舎でも、たいていの物は売ってるのよぅ。それとこれが、当座の生活費ね」

　そう言って母はリビングの中央のテーブルに、ぽんと分厚い封筒を置いた。

「しばらくここから動いちゃダメよぅ。千ち華かは、海に落ちたくらいでユウとかなみちゃんが死ぬとは少しも思ってないでしょう。あちこちに網を張って捜さがし回ってるでしょうねぇ。空港や駅、高速道路、金融機関とかに近づくとすぐに見つかるわよぅ」

「まるで逃亡犯だな……」

　逃げ隠れしなくてはいけない身という意味では、たいして変わらんか。

　千ち華か姉ねえも、あれで神しん堂どう家けの人間だ。メイドやヒメビトたち以外にも部下を抱えているだろう。ヒメ神ガミに宣戦布告した以上、かなみと俺を見つけるために部下を動かしている可能性は低くない。

「まあ、あまり細かいことを言う必要もないわよねぇ。ユウには逃げ方も隠れ方もちゃんと教えてあるし、どうとでもするでしょ」

「息子にそんなこと教え込んでる母親っていうのも、どうなんだろうな」

「その家には特有の教育方針ってものがあるのよぅ。ま、あんたらはここでじっとしてなさい。めんどくさいことは考えずに、普通に暮らすことね」

「同い年の男の子と一緒に暮らすって時点で普通じゃないんですけど……」

　かなみがぽつりとつぶやいた。まったくもってそのとおりだが、そこはスルーしないと、話が始まらない。

「母さんはどうするつもりなんだ？」

　俺おれの問いに、母はにやりと口元を曲げた。

「私は桃もも女じよを調べてくるわ。もう神しん堂どう千ち華かとヒメ神ガミたちはみんな、桃女に着いてるだろうからねぇ。校内の様子がどうなってるか確認してくる。ユウ、あんたも今すぐ突撃とは言わないわよねぇ？」

「襲撃は本当に最後の最後の段階。敵の状況を調べられるだけ調べて、こちらも万全の準備を整える。準備もしない突撃は無意味で無謀。そんなのは勇気があるとは言わない。最後の段階で勇敢であればいい、と」

「そのとおりぃ。そういうわけだから、私が行ってくるわ。一人だけなら桃女に潜り込むのも、脱出するのもさほど難しくないからね。残念ながらユウにはまだ無理だろうし、かなみちゃんにはもっと無理でしょうね」

「ま、そうだろうな」

　今の桃女がどうなっているかわからないが、最悪の場合は千ち華か姉ねえが貴き理りとＧガールズを制圧している可能性もある。

　千華姉のそばには、複数のヒメビトたちがいた。

　ヒメビトたちは、常人離れしたパワーとスピードの持ち主で、さらには銃で撃たれても即座にダメージを回復してしまう。並の人間では対処できないのはもちろん、精鋭揃ぞろいであるＧガールズたちでさえ太刀打ちできるかどうか。

　もしも、千華姉とヒメビトたちが手ぐすね引いて待っているとしたら、俺たちがなんの準備もせずに桃女に突入するのは、無謀以外のなにものでもないだろう。

「もちろん、ヒメ神やＧガールズが神堂千華たちを取り押さえて、すっかり平和になってる可能性もあるけどねぇ。ただ、あまり楽観的に考えられる状況ではないなぁ」

「そういや母さんって、昔はＧガールズの一人だったんだよな」

「あら、母の過去を知られてしまったのねぇ。それは私の過去の一つでしかないけど。私も母である前に一人の女。女には謎なぞがつきものなのよぅ。ねえ、かなみちゃん」

「は、はぁ……」

　戸惑いつつ、かなみが頷うなずく。

　そういえば、この怖い生徒会長様もお嬢様学校に通っているが、実は名門鳴なる神かみ家け当主の愛人の娘で、中学までは一般家庭で庶民として育ったという秘密を持っている。最近は、庶民育ちを隠すつもりがなくなったかのような、大ざっぱな言葉遣いがちょろちょろ出てきているけど。

「じゃ、新たな謎をつくるべく、母は行ってくるわ」

「これ以上謎を増やさないでくれ」

「あ、そうだ、ユウ。戸棚にお菓子が入ってるから、三時になったら食べなさい」

「子供のお留守番か！」

「ははは、懐かしいわよねぇ。ああ、一応言っておくけど、隠れろと言ってもそこまで神経質になることはないわよぅ。どれだけ必死に隠れても、見つかるときは見つかるから。適当にやっといて」

「ぶっちゃけるなあ、あんた」

「それと、二人きりじゃアレだろうからきちんと、同居人を用意しておいたわぁ。名前はヨタハチ。私の昔の愛車から名前を取ったのよぅ。どっかその辺で寝てるだろうから、可愛かわいがってあげてね。ていうか、可愛がらないと撃つ」

「なにそれ!?」

　と、いうことで――

　最後にとてもあたたかいお言葉を残して、母は去っていきました。本当にあの人をあてにしていいのだろうかという疑問は、俺おれの心にしこりを残している。

　それから一週間、俺たちは二人きりでこのセーフハウスで暮らしてきた。

　いや、正確には二人と一匹である。

　鳴なる神かみかなみと、車の名前をつけられたヨタハチ。愛想の悪い猫が二匹いるような状況だが、これはこれで悪くない。二人きりだとたまに妙な緊張感が漂うというか、間がもたないときもあるが、ヨタハチにかまっていればその辺もごまかせる。

　ヨタハチは、母がわざわざ置いていったほどだから、監視カメラや盗聴器、はては自爆装置が仕込まれていないか念入りに調べてはみたが、特になにも見つからなかった。体内に埋め込まれている可能性もゼロではないが、母もそこまで鬼畜ではないと思いたい。実の息子の俺には、なにか仕込んでいるかもしれないけど。

　もちろん、すべてが順調にいったわけではなく、ただでさえ強気で素直になれないかなみちゃんが一緒なので、衝しよう突とつすることも多かったが……。

　とにかくなんとか、一週間が過ぎた。





「あー、今日も暑いわね」

　まぶしく輝く太陽を見上げて、かなみが目を細め、うんざりしたようにつぶやく。

　神しん堂どう家けの別荘がある無人島ほどではないにしろ、この辺りも充分に暑い。まだ午前中だというのに、気温はぐんぐん上昇している。空気がからっとしているので、蒸し暑くないのが救いだ。

「さあ、さっさと行きましょう。こんなとこにいたら日焼けしちゃうわ」

　今日のかなみは長い栗くり色いろの髪を後ろで結び、伊だ達て眼鏡めがねを掛けている。いつもと違う格好をしているのは、変装のためである。

　俺のほうは無地のキャップをかぶった程度だ。かなみと違って目立つ外見ではないので、このくらいで充分なのだ。

　あまりがっつり変装しているとかえって目立つし、母も言っていたようにどうせ見つかるときは見つかるので、気休め程度の変装で済ませているというわけだ。

　かなみは俺の前を、のんびりと歩いて行く。服装のほうは普段と印象が変わるものではない。すらりとした足があらわになっているデニムのミニスカートは、毎度おなじみだ。彼女のほうは、「さすがに祐ゆう貴き君もそろそろこのスカートも見飽きたんじゃないの？」などと言っていたが、「全然！」と力強く答えておいた。デニムのミニスカは最強であり、飽きるなど天地がひっくり返ってもありえない。

　ところどころにヒビが入った、何十年前に舗装されたんだというアスファルトの道を歩き、きらきらと光る水面を見ながら川に架けられた橋を渡り、のんびりした田舎の夏の空気を吸うこと数分。

　お目当てのスーパーが見えてきた。

　食料や生活用品はもちろん、衣類や電化製品、本屋やおもちゃ屋まで入っている大型のスーパーだ。というか、この辺りのスーパーはどこもバカみたいにでかくて、駐車場も「そんなに客来ねーだろ」というくらい広い。土地が余りまくっているんだろう。

　もう少し歩けば、巨大なショッピングモールもある。品しな揃ぞろえはそちらのほうがはるかにいいのだが、少しばかり人が多すぎる。

　本気で逃げ隠れする気もないとはいえ、わざわざ人目につく必要もない。こうも暑いと、少しでも近い店で済ませたいしな。

　かなみもスーパーには何度も来ているので、勝手知ったる感じで店内に入っていく。カートに買い物カゴを載せ、ころころと転がしながらこちらを振り向いた。

「ねえ、今日はなにを買うの？」

「昼飯は冷やし中華にするよ。ハムと卵はまだあったから、麺めんときゅうりと海の苔りかな。晩飯は……どうしようか」

「昨日は豚の生しよう姜が焼きだったわね。魚がいいんじゃないかしら。ほら、あそこにある魚……えーと、なんの魚か知らないけど、美お味いしそうよ」

「すずきか。夏が旬だし、悪くないな。刺身……いや、あらいがいいかな。ああ、そうだポワレもいいかもしれない。味付けはバターソースで」

「あなた、料理を考えてるときはイキイキしてるわね……」

「まー、どうせ暇なんだし。料理にでもこらないと、他にやることもないだろ」

　俺おれはそう言いながら、鮮度のよさそうなすずきを選んで手に取った。

「しかし、なんというかアレだな」

「は？　なによ？」

「こうして二人で買い物なんてしてると、まるで新婚さんだよな」

「……な、なにを言うのよ。バカ」

「…………」

　かなみは顔を真っ赤にして、近くにあった牛肉のパックをじろじろと見比べ始める。どれがいいのか、わからないだろうに。

　なんだか調子が狂うなあ。

　今までのかなみなら、「新婚？　もしそうだとしたら、あたしはすぐに未亡人になるわけね。ぎらり」と、電撃で俺おれを半殺しにするはずなのに。

　セーフハウスに来て以来、かなみは少し変わったと思う。態度が柔らかくなったように感じる。

　今のもそうだし、入浴中に「タオルを持ってきて」なんて、前のかなみなら絶対に言わなかったのになあ。

　もしかすると、俺に助けられたことで彼女は変わったんだろうか。怒るときは怒るが、明らかにその頻度が減っている。

　恩に着る必要なんて少しもないのにな。いつものツンが多めのかなみでも、俺は全然かまわない。

「ほ、ほら。なにしてるのよ、祐ゆう貴き君。さっさと買い物済ませて帰るわよ」

「はいはい」

　顔を赤くしたままのかなみに、俺は笑いかける。

　調子は狂うけど――これまでと違う彼女を見るのも、悪くはない。

　今は余計なツッコミはせずに、もう少し新婚気分を味わわせてもらおう。





　あちこちから蝉せみの大合唱が聞こえてくる。

　俺とかなみは、一つずつ買い物袋を手に持っている。本当は男の俺が二つとも持ちたいところだが、かなみはそういう不公平を許すタイプではないし、男だからといって頼ってくるキャラでもない。

　ずっしりと重たい買い物袋と、まだ午前中にもかかわらず嫌がらせのように照りつけてくる太陽、それに加えて風さえ吹いてない。

「あっちぃ……どうなってるんだ、この暑さ。なあ、かなみ。プールとか行ってみないか？」

「あのね、祐貴君。あたしたち、逃亡者だってことわかってるの？　いくら全力で隠れなくてもいいっていっても、プールで遊びほうけてる場合じゃないでしょ。そんなに暑ければ冷蔵庫の中にでも入ってなさい」

「猟りよう奇き的てきな涼み方だなあ。まあ、プールは無理か……」

　もし千ち華か姉ねえがなにか仕掛けてくるとしても、人目があるところは避けるだろうとは思う。しかし、相手の常識や良識をあてにするのは戦術として下策だ。なにより、プールじゃ武器も持ち込めない。

「不自由なもんだな、しかし」

「あたしたちはまだマシよ。こうして自由に出歩けるんだから。澪みおさんたちは、どうなってることか……」

「うーん……」

　正直、俺はそこまで心配はしていない。

　千華姉がヒメ神ガミたちに危害を加えるとしても、俺の見てないところではなにもやらないだろう。それを期待するのも下策――いや、そう思い込みたいだけかもしれない。

　でも、このことについては不思議なほど確信があるのだ。

「やめましょう。里り菜なさんが戻ってくるまで考えないことにしたんだから」

「そうだな。そうだったな」

　俺おれたちは黙って歩き、レトロな駄菓子屋でアイスクリームを買い、食べながら家路をたどっていく。

　今は考えても仕方がない。いや、考えてしまうと自分たちがなにをやらかすかわからない。それはきっと、誰かのためになることではないだろう……。

　マンションに着いてドアを開けると、リビングのほうから猫がとことこと走ってきた。

「ただいま、ヨタハチ。いい子にしてたかしら」

「にゃー」

　ヨタハチは小さく鳴いて、かなみの足下にまとわりついている。別に彼女になついているわけではなく、買い物袋の魚の匂においに引かれてきただけだろう。愛想を振りまくような猫ではないのだ。あの母の飼い猫だけあって、一筋縄ではいかない。非常時には超能力を使って戦い始めても不思議はないくらいだ。

　できれば隠された能力は秘めたままにしてもらうことを祈りつつ、キッチンに運び込んだ買い物袋を開けて、整理しつつ冷蔵庫にしまっていく。

「こら、ちょっと。ヨタハチ、そっち行っちゃダメ。いいからおとなしくしてなさい」

　かなみがヨタハチを引きつけてくれている間に食材をしまわないと、狡こう猾かつなあの猫はあの手この手で好みの食べ物を奪い去ってしまうのだ。たかが、冷蔵庫に食料をしまうだけで、なんてスリルに満ちているんだろう。

「ねえ、祐ゆう貴き君。早く、早くお願い。早く全部入れちゃって。あんっ、まだ行っちゃダメって言ってるでしょ。こら、ダメだってば」

「…………」

　リビングのほうから聞こえてくるかなみの声が、やけにエロく感じるのは俺が欲求不満なせいだろうか。

　いかんなあ……。

「あっ、なにしてるの！　そんなとこに入らないで！」

「…………？」

　バタバタと、なにやら動き回っている音がする。暴れているのはかなみかヨタハチか、あるいは両方か。

　物音は気になるが、とりあえず猫の襲撃もないのでゆっくりと冷蔵庫に食料をしまう。すべて片付けて、昼食用の材料を揃そろえてから、俺は居間のほうへ戻る。

「かなみ、なにをバタバタと――」

「ああ祐貴君、こんなの見つけたんだけど」

　かなみは居間のＴＶ台の前に座り、その手には薄いＤＶＤケースを持っていた。同じケースが床に数枚積まれている。

「どこにあったんだ、それ？」

「ヨタハチがＴＶの後ろに潜り込もうとしたから、捕まえようとしたら見つけたの」

　そのヨタハチはかなみとの追いかけっこに飽きたのか、どこかへ姿を消している。まったく、自由気ままな猫だ。

　かなみは、取り出してきたケースをリビングのテーブルの上に積み上げた。

「一枚だけ、ＴＶ台の後ろから飛び出すみたいに置いてたの。ずっとあったのかしら。意外と気づかないものね」

「ふむ……」

　俺おれもケースを一つ手に取ってみる。どうやら、ＤＶＤレコーダーやパソコンで使うブランクディスクというやつのようだ。ケースにはインデックスカードが入っているが、タイトルなどは書かれていない。

「なんなのかしらね、これ」

　かなみがケースの一つをぱかっと開くと、ディスクに直接文字が書かれていた。

「魅み惑わくのドキドキ隠し撮りその１……？　ちょ、ちょっと、まさかこれは!?」

「え？　え？」

「祐ゆう貴き君っ、あなたいつの間にこんなコレクションを！」

「い、いや、違う。俺は知らないぞ！」

　俺は慌てて首を振りながら、自分が持っていたケースも開けてみる。そこには、「二人でお風呂（秘密のバスルーム・泡だらけの天国）」と書かれていた。

「こ、こここここういうのを観みるなとは言わないけど、ここはあたしの家でもあるんだからね！　持ち込むならあたしの許可を取ってからにしなさい！」

「……言ったら許可してくれるのか？」

「ダメ。絶対に…………ダメっ」

「話が繋つながってない！　つーか、本当に俺は知らないって！」

　俺も健康な男子ではあるけど、隠れ家がに潜んでいる状況でその手のアイテムを持ち込むようなマネはしない。どこまで性欲強いんだよ。

　どう考えても母のものだろうが、なんで隠すように置いてたんだ。俺が疑われるじゃん。つーか、かなみに俺を疑わせるのが目的か!?

「…………」

　かなみはまるで信じてくれていないらしく、じっとりとした視線を向けてくる。どれだけ信用ないんだろうな、俺って。

　はぁ、と俺はため息をついてから。

「んじゃ、観てみればいいだろ。このタイトルどおりの内容とは限らないんだし。それなら、俺の無罪も証明されるしな」

「……いいわ」





　もしアレな内容だったら食事が喉のどを通らなくなるから――

　という、かなみの主張を受け入れて、先に昼食を済ませることにした。

　俺おれが作った冷やし中華をダイニングで食べ、食後に熱いお茶をいただいてから、かなみとリビングへ戻る。

　リビングの小さなテーブルを挟んで座り、かなみは自分専用のクッションを胸にぎゅっと抱いた。なにやら警戒しているようにも見えるが、これから流れる映像がショッキングなものになると予想しているのだろうか。

　俺はＤＶＤをレコーダーに挿入し、録画ファイルの一覧を表示させる。リモコンのボタンに指を掛けたまま、かなみに視線を向けた。

「んじゃ、再生するよ」

　かなみが頷うなずくのを確認してから、リモコンのボタンを押して再生をスタートさせる。

　液晶ＴＶに一瞬、ノイズのようなものが表示されてから、流れ始めたのは――

「ん……？」

　どこかで見覚えのある部屋が映っている。

　ふかふかのじゅうたんが敷かれ、ヨーロッパ風の家具や高そうな調度品が置かれた広い部屋だ。大きな窓からは明るい光が差し込んできている。

　部屋の中央にはこれまた高そうなテーブルとソファが置かれている。カメラはそのテーブルの辺りを映しているが……。

『あーっ、おにいさま！　それ、貴き理りの！』

『いいだろ、ちょっと貸してよ』

　大声を上げながら、小さな男の子と女の子がカメラのフレーム内に入ってくる。

　二人の子供は五、六歳くらいだろうか。男の子のほうは少し長めの茶色っぽい髪、女の子のほうは同じ色の髪を頭の両側で二つに結んでいる。

　男の子はアニメのグッズかなにかの光線銃みたいなものを持っており、女の子はそれを取り返そうとしているようだ。

「これ……貴理さん？　ということは、もう一人のほうはあなた？」

「…………」

　かなみの声が聞こえているのに、俺はなにも返事ができなかった。

　女の子のほうは兄におもちゃを取られて困っているようだが、それでいてどこか楽しそうにも見えた。

　うん、間違いない。

　ここは――神しん堂どうの屋敷の一室で。

　カメラの中で楽しげにじゃれ合っている幼い兄妹は、俺と貴理だ。

「なんだこれ……」

「なにって……いわゆるホームビデオってやつじゃないの？」

　そう、かなみの言うとおり。

　これは神しん堂どうの屋敷で幼い頃の俺おれと貴き理りを撮影したビデオだ。

　神堂家は、世界経済に多大な影響力を持つグループの当主一族だ。いろいろと異常なところがある一族だが、普通に子供をビデオに撮るくらいはしていたのか。

「いやまあ、映像が残ってたのは不思議じゃないけど、これって母さんのＤＶＤだよな。あの人が、子供の映像を手元に置いておいたなんて」

　そういえば、母さんは朱あか音ねに俺の映像を渡してたんだっけ。正直、子供を撮影するような母親らしさとは無縁なタイプなのに、どういう気まぐれだったんだろう。

　でもここが母さんのセーフハウスである以上、他に持ち主は考えられない。

　俺たちに見せるために置いていったのかな。まったく、まぎらわしいタイトルをつけやがって……。

『こらーっ、ユウちゃん！　きりっちをいじめちゃダメーっ！』

「うおっ、千ち華か姉ねえ!?」

　フレームインしてきた新たな子供は、どう見ても千華姉だった。髪型も今と変わらないポニーテールだ。昔、あの人はしょっちゅううちに来てたもんな。我が家のホームビデオに映っていてもおかしくない。

『ちかおねえさま！　おにいさまをおこっちゃいけません！』

『えっ、あたしのほうがおこられた!?』

　守ってあげた相手から理不尽に怒鳴られて、幼い千華姉が目を丸くしている。貴理と千華姉ってこの頃から仲悪かったのか。

　子供バージョンの俺はといえば、怒る貴理と不満そうな千華姉の間でおろおろしている。この頃から女の子の間でうろたえていたのか、俺。

　神堂の姓を持つ三人の子供たちはぎゃあぎゃあと騒ぎながら、おもちゃを取り合ったり、意味もなく走り回ったりしている。かと思えば千華姉は遊ぶのに飽きたのか、一人でらくがき帳にクレヨンでなにか描き始めたりと、今と変わらぬマイペースっぷりを発揮している。

　なんというか、自分を映像で観みるのってどうにもムズムズするのに、それが子供の頃となるとなおさらだ。ひどく落ち着かない気分がする。

　親や身内ならともかく、こんな映像を俺たちが観ても仕方あるまい。俺はリモコンを取り上げる。

「かなみ、もう止めちゃっていいよな？　変なもの見せてごめ――」

「か、可愛かわいい……なにこの可愛い生き物たち……一人ほしい。いえ、どうせなら全員ほしい……」

「…………」

　おかしいぞ、俺の知ってる鳴なる神かみかなみちゃんが見当たらないぞ？

　ＴＶの画面を観みながら、ぽわーんとした表情を浮かべて世よ迷まい言ごとをつぶやくような女の子は、俺おれのかなみじゃない。

「あっ、祐ゆう貴き君が転んだ！　あああ、妹に慰なぐさめられちゃってるじゃない。やだ、泣き顔も可愛かわいい。あたしも頭撫なで撫でしてあげたい」

「えーと、その……かなみさん？」

「うるさい。黙って観なさい」

「は、はい」

　一刀で斬きり捨てられてしまった……。成長した俺には興味なし？

　かなみはクッションを胸のところでぎゅっと抱きしめて、食い入るように画面を見つめている。ぽかんと開いた口元から、今にもよだれを垂らしそうだ。

「ああ……寝顔もいいわね……」

　かなみが深いため息とともにそう言った。

　ＴＶ画面では、ソファにもたれかかった小型の俺と、その両側に寄り添う貴き理りと千ち華か姉ねえが小さな寝息を立てている。どうやら遊び疲れて眠ってしまったらしい。

　そのまま、カメラはしばらく眠っている子供たちを映し続けた。なかなか可愛い寝顔だけど、ずっと観ていて楽しいものでもない。

　と、不意に千華姉が動いた。ぱちりと目を開けて、俺たちを起こさないようにしているのか、こっそりと床を這はうように動いて、フレームの外に消えた。一分ほどして戻ってきた千華姉は、薄手のタオルケットを持っていた。そして、眠っている俺と貴理にそれを掛けて、優しく二人の頭を撫でた。

「…………」

　千華姉がこういうことするところ、初めて見たかも。

　俺が知らないだけで、あの人も口だけでなくお姉さんらしいこともしていたのかもしれない……。

　それからすぐに、再生は終わった。本当になんの仕掛けもない、単なるホームビデオだった。

「しかし、なんで母さんはこんなものを置いてたんだろ？」

「こんなものとはなによ！　あの子たちに謝りなさい！」

「ええぇっ！」

　あの子たち、の中に幼少の頃の俺もいるんですけど！

「……あ、あの。もしかしてかなみさんって」

「なによ」

「子供が好きだったりするの？」

「…………」

　かなみはクッションに顔を埋めるようにして、赤面しながらこっちを睨にらんできた。

「なによ、悪い？　どうせ似合わないわよ。あたしなんて、子供いじめてるほうがお似合いだって言いたいんでしょ。よくわかったわ。あなたをいじめてやるわ」

「なんでそんな結論に！」

　俺おれは疑問を投げかけただけなのに。

「可愛かわいいものは可愛いんだからしょうがないでしょ。いいから、次行くわよ、次」

「え、まだ観みるの？」

「まだこんなにあるのよ。全部観ても損はないわ」

　かなみは、テーブルの上に積まれたＤＶＤケースをぽんと叩たたく。間違いなく、俺たちが映った似たような映像が収められているだけだろうに、全部観るつもりなのか……。

「えーと、どれがいいかしら……遊園地編とかピクニック編とかいろいろあるのね。どれも捨てがたいわ」

「…………」

　俺のほうなど見もせずに、かなみは夢中でＤＶＤを漁あさっている。

　無愛想で恐ろしい彼女が子供好きというのは、実際のところかなり意外だが、なかなか微笑ほほえましくもある。きっと、「はじめてのおつかい」的な番組も欠かさず視聴しているに違いない。

「……コーヒーを淹いれてくるよ」

　まあ、かなみの邪魔をすることもあるまい。ただでさえ不自由な生活を強いられているのだ。好きな映像を観るのはいいストレス解消になるだろう。

　たぶん、母は俺への嫌がらせでＤＶＤを置いていったんだろうけど、意外な効果があったな。





　翌日は朝から雨だった。

　強風とともに大粒の雨が窓に叩きつけられ、ひどくやかましい。ヨタハチも落ち着かないようで、寝室のかなみのベッドの下に潜り込んで出て来なくなってしまった。

　昨日のうちに買い物は済ませてあるし、食料は充分にある。こういうときは、無理に出かけずに家でのんびり過ごすのが一番だ。

　午前中に掃除を済ませて、昼食を終えたら熱いコーヒーを淹れて、名作映画でも観られれば言うことない。

　そのつもりだったのだけど。

「はぁ……終わっちゃったわ」

　かなみは、大変に残念そうにリモコンの停止ボタンを押した。

　リビングのＴＶに流れていたのは、名作映画ではなく、例の幼い俺と貴き理りの映像だった。

　結局、かなみは数枚あったＤＶＤを全部観て、俺もそれに付き合わされてしまった。

　中身はどれも、ロケーションが変わるだけですべて俺と貴理を撮影した映像だった。赤ん坊の頃のものから、俺が神しん堂どうの家を出た七歳くらいまで、成長記録にもなっていた。

　自分はともかく、幼い貴き理りや時々出てくる千ち華か姉ねえはまあ正直可愛かわいかったと思う。とはいえ、延々と見続けるようなものでもないわけで。

「なかなかキツかったなあ……」

　かなみに聞こえないようにつぶやく。

　もはや、自分の小さい頃を見せられる照れくさささえ感じないほど飽きてしまった。ひたすら子供たちが遊び回ってるだけで、アクションやラブシーンがあるわけじゃなかったもんな。

「ふわあ、でも本当によかったわ……」

　一方、かなみは頬ほおを紅潮させて、目はうるうるしている。感動するところなんてあったっけ？

「ねえ、祐ゆう貴き君」

「へ？」

　かなみがぐいっと顔を俺おれに寄せてくる。

　ずっと見続けていても、まったく飽きない好みにドストライクな顔が目の前に……！

「あなた、『王の声オーバーロード』で自分を子供に戻せない？」

「できるか、んなもん！」

　なにを言い出すかと思えば、そんなことか！

「でも、『王の声』がパワーアップしたって言ってたじゃない。もしかしてってことはあるかもしれないでしょ？」

「そこまで万能じゃねぇっての」

　それが可能なら、かなみを子供に戻して、せめてもう少し穏やかな性格になるように教育し直したいところだ。

「まあ、やっと終わってくれたか」

「なによ、別にあたしが付き合わせたわけじゃないわよ」

「わかってるよ。でも、さすがにあんだけ観みてると飽きちゃうって」

「……なにかやりたいことでもあるの？　だったら、今度はあたしが付き合ってあげるわよ」

「やりたいこと、ね……」

　ないわけじゃないんだが、これを言ったら殺されそうだが……。

　いや、殺されそうになるのはいつものことか。よし、開き直ろう。

「なに？」

「かなみはなにもしなくていいから、エロいことでもやろうか」

「えっ…………」

　かなみさん、完全にフリーズ。

　彼女が抱いていたクッションが腕の中から、床に滑り落ちる。

　今日のかなみは胸元が大きく開いたタンクトップに、太ももむきだしの白いホットパンツ姿だ。かなみのいろいろな姿を見てしまった今でも、刺激的すぎる格好だ。

「えっと、やるって……ど、どこまでやるの？」

「…………」

　あれ、おかしいぞ？　予想していたリアクションと違うぞ？

　俺おれの予想では、一瞬ぽかんとした後、怒声とともに部屋が丸ごと吹き飛ぶほどの電撃が放たれると思っていたのに。

　半殺し覚悟のジョークが意外すぎる形で不発に……。

「で、でもまだ明るいのにこんな時間からっていうのはどうなの？　それに、いきなりすぎてムードもなにも……」

「……………………」

　ヤバイ、かなみさん冗談を言ってるわけじゃなさそうだ。

　かなみが右手薬指に着けたトパーズの指輪が淡く光っている。これまで、二人がいい雰囲気になったときに何度も同じことが起きていた。つまり、かなみのほうも嫌がっているわけではなく、本気だということだ。

　やはり、最近のかなみが変わってきているのは間違いない。今日の格好だって、無防備すぎる。

　そもそも、いくら隠れる必要があったといっても俺と二人で暮らすことをＯＫした時点で、かなみらしくなかった。宝石の宮パレスで一晩過ごすのとはわけがちがう。

「も、もうちょっと考えなさいよ。あなたはだいたい、いつも言うことがストレートすぎるわ」

「……じゃ、かなみが大好きな子供をつくるとか」

「…………っ、バ、バカっ。本当に……バカね！」

　かなみがますます真っ赤になって、クッションを投げつけてくる。

　俺はそれを軽くかわし、かなみのそばに近寄った。

「ちょっ……祐ゆう貴き君、本気……なの？」

「もちろん」

　俺は頷うなずいて、まだついたままだったＴＶを消す。

　半分以上冗談のつもりだったとはいえ、こうなってしまっては後には引けない。

　むしろ、「冗談でしたー」なんて半笑いで言った日には、マンションが吹き飛ぶほどの電撃が放たれることだろう。

　それに……俺たちも、そろそろ次の段階に進んだっていい頃だ。うぬぼれじゃなければ、俺とかなみの距離はもうゼロに近いくらい縮まっていると思う。

「かなみ。いいんだな？」

「い、いいわけないでしょ。子供はダメだけど……でも、ちゃんとしてくれるなら……」

「かなみ……」

　俺はかなみの肩を片手で抱き、彼女の身体からだを軽く引き寄せる。

　彼女はまだ知らないが、一度だけ互いに触れ合った唇が近づいていく。

　どくん、どくんと高鳴っているのは俺おれの心臓か彼女の心臓か。

　かなみの口からこぼれた熱い吐息が、俺の唇に触れて――

「お待たせしやしたーっ！」

「……っ！」

「な、なんなの!?」

　どかん、とリビングの扉がいきなり開いてなにかが飛び込んできた。

　常に心構えをしていたつもりなのに、ズボンのポケットに入れていたナイフを抜くことすらできなかった。

　いやでも、しょうがないだろ？

　ラブシーンの真っ最中だったからじゃない。飛び込んできた者に、殺気のかけらもなかったからだ。

「……マツリ？」

「あいさ。毎度おなじみ、旦だん那なの専属メイドのマツリです。ちょいと久しぶりですね！」

　マツリはびしっ、とわざとらしく敬礼などしている。ほんの数日で変化するわけもないが、相変わらず騒がしい。

「おまえに訊ききたいことはたくさんあるんだが、まず最初に」

「はい、なんすか旦那？」

「おまえ、その格好でここまで来たの？」

「ウチはメイドですから！」

　元気よく答えられても。

　マツリは、きっちりとメイド服を着込んでいる。どんな交通手段でこのマンションに来たのか知らないが、メイド服はないだろう……。メイド喫茶なんて存在しないこの町の住民さんたちはさぞ驚いただろうな。

「と、というか突っ込むところはそこじゃないでしょ！」

　顔を真っ赤にしているかなみが、じりじりと俺から離れていく。見ると、トパーズの指輪の淡い光が消えてしまっている。つまり、ラブシーンはこれにて終了ということだ。

「どうしてこんなタイミングでマツリさんが現れるのよ……」

「あー、なんかお取り込み中でしたか？　空気を読めないことに関しては、ウチの右に出る者はいないっすよ？」

「確かにそのとおりだな……」

　はかったようなタイミングでいいところを邪魔されるのにも、もうすっかり慣れたけど。

「でも、今日来たのはウチの意志じゃないですよ。言われて来ただけですもん」

「言われてって……誰にだよ？」

「もち、ババァにですよ！」

「バ――って、うちの母親か。まあ、そりゃそうだよな」

　ここを知っているのは、母さんしかいないんだから当然だ。この殺気ゼロのメイドが、千ち華か姉ねえからの追っ手だとも思えないし。

「あの、マツリさん。里り菜なさんのことをそんな風に呼ぶのはまずいんじゃないかしら？」

「本人がいいって言ってるんだから、いいんすよ」

　それはそうなんだが、素直に受け入れて人の母親をババァ呼ばわりできるマツリは、やはりただ者じゃない……。

「いや、そんなことはいいや。もしかして、母さんが潜り込ませてたスパイっておまえのことだったのか？」

「なんのことっすか？　つーか、ウチがスパイなんてかっこいいマネ、できるわけないっしょ」

「かっこよくはねえだろ。うーん、さっぱりわからん。なんでここにいるのか、順を追って話せ」

「あいあい。あ、その前になんか飲み物ください。冷たいやつを」

「……待ってろ」

　遠えん慮りよのないメイドのために台所へ行ってアイスコーヒーを作り、リビングへ戻る。

　そこではかなみとマツリがテーブルを挟んで座っていた。俺おれはかなみの隣に腰を下ろし、アイスコーヒーをマツリに渡す。

「んじゃ、話してくれ」

「まー、実はウチもようわからんかったんですよ。船でＧガールズとかが騒いでたけど、ウチらメイドは船室から出ちゃダメだって言われて」

　マツリはアイスコーヒーを飲みながら、べらべらと説明を続ける。

　かなみと俺が船から落ちた後のことはなにより気になっていたが、やはりかなり混乱していたらしい。

　しかし、マツリも事情をよくわかってないというのは本当だろう。

　なんといっても、あのトラブルを起こした犯人の一人がマツリの妹であるシズカなのだ。あいつがいなければ、あるいは俺たちが海に叩たたき落おとされることはなかったかもしれない。妹がそこまでやったと知れば、マツリもこんな大はしゃぎしていられないだろう。

「それからしばらくして、船がどっかの港に着いたんです。んで、メイドは千華様の命令でヒメ神ガミの皆さんとは別に船から下ろされまして」

「ヒメ神たちがどうなったかは、わからないのか？」

「ウチは、一度も見てないんすよ。しかも、船を下りて車に乗り換えるときにメイドのみんなともはぐれちゃいまして。もー、参った参った。費用は神しん堂どう家け持ちだっていうから、お財布もなかったし！」

「財布くらいは持っていけよ」

　このメイドも相当にフリーダムすぎる。実は千華姉の親しん戚せきなんじゃないか、こいつ。

「港で途方に暮れてたら、軍人みたいな怖い女の人に声を掛けられまして。で、その人の上司だっていう怪しげな人に引き合わされました。それが旦だん那なの母親だったんですよ。そして、現在に至るわけっす」

「いやいや、面倒になったからって適当にはしょるなよ！　まだ話すことあるだろ!?」

「えー、特にないっすよ。ああ、ババァによるとシズカも無事らしいっすね。それならもうウチは言うことないです。もっとも、ウチが無事なんだからしっかりしたあの妹がどうにかなるわけないですけど！」

「……そうだな」

　やはり、マツリはシズカが犯人だということは知らないようだ。もしかすると、ヒメビトだということすら知らないのかもしれない。マツリは安心しているようだから、シズカのことを話に出して、不安を与えることもないだろう。

　ふと、かなみがマツリのほうを向いて口を開いた。

「要するに、マツリさんは里り菜なさんがよこした連絡員ってことかしら？」

「そうそう、それが言いたかったんです」

　ホントかよ。

「でも連絡員ってことは、母さんの調査に進展があったのか？」

「いえ、知らないっす。旦那たちの様子を見るように言われて来ただけなんです。お二人とも元気そうっすね。よし、問題なし。帰ろう」

「待て待て、本当に用はそれだけなのか！」

「っと、そうだ。これ、あげときます」

　マツリはメイド服のポケットをごそごそしていたかと思うと、ぽいっとこちらになにかを投げつけてきた。受け取ったそれを見てみると――

「チャッピー……？」

「ヨウ、ユウキ。久シブリダナ」

「おまえ、キャラがブレてるぞ」

　チャッピーは、ヒメ神ガミの一人、天才少女の氷ひ室むろ慧けいが造ったロボットだ。煙草たばこの箱くらいの大きさで、球形のボディに四本の脚がついている。元々は校内のお掃除ロボだったり警備ロボットだったりしたのだが、ハルカに斬きられ、かなみに電撃で破壊され、最終的に戦闘能力を取り払われて、慧の携帯端末として使われていた。

「なんで、マツリがこれを？」

「ウチがみんなとはぐれたときに、くっついてきてたんすよ。ババァが旦那に渡しておくようにって。これ、高く売れそうだからウチのもんにしたかったんですけどねー」

「……桃もも女じよに戻れたら特別手当くらい払ってやるよ」

「金で解決っすか。旦那もあくどくなってきたなあ」

「おまえな……」

　ああ言えばこう言う……。なんて厄介なメイドだ。

「そうそう、もう一つ。ババァからの伝言があるんでした」

「え、母さんから？」

　俺おれが聞き返すと、マツリがにた～っと悪そうな笑みを浮かべた。

「若いからやりまくるのはしょうがないけど、避妊はしっかりするように。まだ“〝お祖ば母あちゃん”〟にはなりたくないから――だそうです」

「おまえ、もう帰っていいや」

「えーっ、仕事したのに邪険にあしらわれた！」

　かなみは――なんか、反論もせずに真っ赤になっている。これまた、いつものかなみと違う反応だなあ。

「まったく、あの母親は……伝言頼むならもっとマシなこと言えっつーの」

　隠れ住んでいる息子への気遣いが少しも見えないぞ、母よ。

「おーっと、まだ伝言あったんだっけ。うっかり忘れるところでした」

「なんかもう聞きたくないけど……一応言ってみろ」

「あい。えーと、もうすぐ調査も終わるんで、心の準備をしておけ――だそうです」

「それ、一番大事な伝言だろ！　真っ先に言えよ！」

「え～、心の準備なんて旦だん那なと鳴なる神かみ会長なら一秒で整うっしょ」

「そんなわけないだろ……」

　母さんは、明らかに伝言を託す相手を間違えている。こんな状況でも緊張感ゼロだもんな。

「まあ、でもさ……マツリ」

「ほい？」

「おまえが無事でよかった。どこに戻るのか知らんけど、気をつけろよ」

「……だ、旦那が。旦那がデレた！」

「普通にリアクションしろよ」

　俺の周り、ろくな人間がいねぇ。

　むしろ、かなみが一番まともなような気がしてきたぞ。

　まあ、マツリが無事で本当によかったと思うし、こいつがいつもどおりにのんきな奴やつでいてくれることが、なんとなく安心する。

　たぶん、母があまり役に立たないとわかっていても、マツリをよこした理由はその辺にあるんじゃないだろうか。





　夜になっても、雨は止やまなかった。

　それどころか、昼間よりも雨脚は強まり、遠くからかすかに雷鳴すら聞こえてくる。

　マツリはあの後、すぐに帰ってしまった。どこに帰るのかは聞いていないが、安全な隠れ家がが用意してあるらしい。なんならここにいてもいいと、俺とかなみは提案したのだが、「ここのほうが危険じゃないっすか？」としごくもっともなことを言われて断られた。まあ、千ち華か姉ねえたちがことさらにマツリを狙ねらう理由もないもんな。

　俺おれとかなみは二人で夕食を終え、風呂に入って、それぞれの部屋へ引っ込んだ。リビングの他に二つある部屋は、狭いほうを俺が使っている。ベッドと小さなタンスがあるだけの殺風景な部屋だ。ここでの生活は長引くとは思っていないので、特に物を揃そろえるつもりもない。

　俺はベッドに横になり、ぼんやりと漫画を眺めている。なぜかこのマンションには漫画や小説がどっさりと揃えてあったのだ。おかげで、こういうときの暇つぶしにはいいけど。

「ぴんぽーん♪」

「…………っ!?」

　突然、枕まくら元もとで電子音が鳴り響いた。驚いて、身体からだを起こすと。

「――地方デ大雨洪水警報ガ発令サレマシタ。大雨デ崖がけ崩レヤ浸水被害ガ起コル可能性ガアリマス」

「……ご丁寧にどうも」

　待機状態で枕元に置いてあったチャッピーの親切な警告だった。

　たぶん、こいつは慧けいが意図的に逃がしたのだろう。もしかすると、マツリがはぐれたことさえ慧がなにか仕組んだのかもしれない。ぼんやりとしていても、あの子は天才少女である。

　チャッピーとはいろいろと因縁もあるものの、こいつがいれば確かに便利ではある。ナビにもなるし、電子ロックすら解除してしまうからな。

「なあ。おまえのご主人様には連絡できないのか？」

「慧チャンノ携帯電話ニハ接続デキナイゾ。ＧＰＳ位置情報モ確認不可」

「そうか……」

　貴き理りや澪みおの携帯電話の番号も覚えてないし、そもそも下へ手たに連絡を取ろうとすればこちらの位置がバレる可能性も高い。慧ならチャッピーに連絡する手段はいくらでも持っていそうだが、なにもないということは、物理的に通信装置のたぐいから隔かく離りされているのかもしれない。

「あー、ダメだダメだ」

　ヒメ神ガミたちのことを考えるのは、今は意味がないとわかっているのに。

　というより、考え始めるとすぐにでも突撃したくなってしまう。もちろん、このセーフハウスに備えつけてあるのは家具や家電だけじゃない。イタリアンマフィアだってこんなに持ってないだろうというくらいの武器弾薬が揃っている。

　その気になれば、公共交通機関を使って桃もも女じよに行くことも可能なのだ。無謀な突撃をやらかさないためにも、常に自分を抑え込まないと。

「…………っ！」

　不意に、ドーンと重々しい音が響き、あまりの轟ごう音おんにマンションそのものが震えたような気がした。

　落雷か……けっこう近かったなあ。

「あ、そうか」

　俺おれはベッドから降りて、部屋のドアへと向かう。

　すっかり忘れていたけど、かなみって――

「ちょっと！」

「わっ」

　目の前でドアが勢いよく開いて、かなみが飛び込むようにして部屋に入ってきた。

「あ、あたしの部屋、エアコンが壊れたみたいなの。暑くてしょうがないわ。仕方ないから、こっちにいることにするわよ。いいわね？」

　それならリビングでもいいだろう――なんてツッコミはしません。

　早口でまくし立てたかなみは、部屋の真ん中まで行くと、ぺたりと座り込んだ。彼女は薄手のパジャマ姿で、自室から持ってきた枕まくらを抱えて、じっと床を睨にらんでいる。なんか、こういうポーズ多いな。

「あの、かなみさん。大丈夫か？」

「大丈夫に決まってるでしょ」

　クールなフリをしているが、かなみは雷が大の苦手だ。電撃使いなのに雷が苦手とか、冗談としか思えないけど、一度マジで怖がっている姿を見ているのでかなり深刻な症状だと知っている。

「きゃっ…………！」

　ゴロゴロと雷が鳴り、かなみが身をすくませる。これだけ強気で勝ち気で、実は過去に何人か殺しちゃってそうなほど凶暴な彼女が、雷に怯おびえている姿は心配になると同時に、ちょっと可愛かわいい。ここで可愛いなんて言ったら、俺が本当に殺されちゃいそうだが。

　怖いなら布団に潜り込んでくれてもいいんだが、俺が言ってもかなみは素直に応じないだろう。というわけで。

「な、なによ？」

　俺がぴったりくっつくように隣に座ると、かなみは予想どおりのリアクションをしてくれた。

「いいじゃん。俺の部屋なんだからどこに座ろうと」

「どこにいようと、あたしの前では“〝気をつけ”〟よ」

「ここは軍隊か!?　君は俺の上官なのか!?」

「うるさいわね……じゃあ、そこに座ってていいわよ。あと、なんか面白い話をして」

「それ、今までで一番の無む茶ちやぶりだな……」

　気をまぎらわすためかなんか知らんが、面白い話と言われても。

「無理ならまあいいわ。あなたの顔を見せてくれるだけで充分よ」

「遠回しに俺の顔がおもろいとおっしゃいますか」

　美形のかなみに言われると反論できませんが。

「こんな顔でいいなら、いくらでも見てくれていいけどね。別に和なごみはしないだろ」

「……もっと近くで見せて」

「…………？」

　かなみは真剣そのものの顔で、俺おれの目を覗のぞき込こんできた。

　両手と両りよう膝ひざをついて前まえ屈かがみになり、ゆっくりと近づいてくる。

　俺は、床に座ったまま身動きひとつできず、近づいてくるかなみから目を逸そらすこともできない。

「あたし、怖い」

「……朝には止やむだろ。さっさと寝ちまうのがいいんじゃないか」

「そうじゃないわ。雷なんて怖くない」

　かなみはきっぱりと言い切った。いつもの強がりとは、少し違うようだ。その言葉の端に、どうしようもないほどの切実さがある。

「もうすぐ、行かなくちゃいけないんでしょう」

「……ああ。母さんも、そのためにマツリをよこしたんだしな」

　いくらなんでも、俺とかなみがいい雰囲気になるタイミングを読んでマツリに邪魔させたわけじゃあるまい。母のことだから、可能性は捨てきれないけど。

「だから、怖いのよ」

「怖いって……桃もも女じよに戻るのが？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうよ。怖いに決まってるでしょ。雷なんかより、ずっと怖い。桃もも女じよでは、あの人たちが待ち構えているかもしれないのよ」

「でも、かなみだって言ったじゃないか。ハルカさんはハルカさんだって」

　ハルカは『失墜の星ダウン・フオール』の力をくらって、俺おれの憎しみを得るためにかなみを殺そうとした。だけど、最後の最後で真剣の刃を返して峰打ちにして、かなみの命を奪うことを思いとどまってくれた。

　だから、ハルカのことを恐れる必要なんてない。

「千ち華か姉ねえのことだって、俺は心配してない。あの姉ちゃんは確かになに考えてるかわからないけど、本気で俺やかなみをどうにかするつもりなら、いくらでも他にやりようもあったはず。それをしなかったってことは――」

「千華先輩の考えてることは、正直あたしにもよくわからない。あなたの言うとおりかもしれない。ハルカさんはハルカさんだと思っているのも本当。でもね」

　かなみは、俺とそっと手を重ねてきた。柔らかな手の感触が伝わってくる。

「ハルカさんや千華先輩が戦わないとしても、あのヒメビトとかいう危険な人たちだっているのよ。桃女に戻ったら、祐ゆう貴き君はまた戦うことになるかもしれない。あなたが、これまでそうしてきたように」

「俺としては、できれば平和的に解決したいところだけどな」

「あなたの願望が、まともに叶かなったためしはないでしょ」

「ひどい真実を突きつけてこないでくれよ……」

　真面目まじめな話をしているところなのに、人のハートをざっくりえぐってくるなあ。

「あなたはいつも無む茶ちやをしすぎるのよ。この前のことだってそう。普通、嵐の海に飛び込んで助けようなんて思わないわよ」

「待て待て、そりゃ普通は思わないよ。でも、自分で言うのもなんだけどさ、俺はそれなりに訓練受けてる人間だぞ。助けられる自信があったから飛び込んだんだよ」

　俺が海に飛び込んで、かなみを見つけたときには彼女は水中で気を失っていた。あのとき、即座に助けに行かなければ最悪の事態になっていたかもしれない。

「でも、あなたはバカでしょ？　自信があるからって根拠があるとは限らないでしょ」

「……かなみ、俺を褒ほめてんの？　バカにしてんの？」

　マジ顔で言われても困るんだが。

「説教してるのよ。はっきり言って、なにをしでかすかわからないという意味では、あなたと千華先輩って似てるわよ」

「えーっ……」

　千華姉と似てるなんて、生まれて初めて言われた……。

　なにをしでかすかわからないっていうのは、貴き理りも一緒だな。かなみの印象が正しいとしたら、そういう性質は神しん堂どう家けの血ってことか？

「とにかく、あなたが心配なのよ。祐貴君を傷つけていいのは、あたしだけなのに……」

「いやいや、かなみもできれば遠えん慮りよしてくれ！」

「あたしの権利を奪うなんて許せないわ……」

「人の話を聞いてませんね」

　俺おれを心配してるのか、してないのか、どっちなんだ……？

　いや、心配してくれてるんだろうけど。大の苦手にしている雷よりも、俺がまた誰かと戦うことを怖がっているなんて。

　でも、桃もも女じよに戻らないっていう選択肢は俺にはない――

『電話ダ、電話ダ、来タゾ来タゾ！』

「は？」

　突然、チャッピーがわめきながらベッドの上を走り回り始めた。

　俺もかなみも、ぽかんとしてその暴走を眺める。

『今繋つなギマス…………祐ゆう貴き先輩？　聞こえる？』

「その声……慧けいか！　そうだ、神しん堂どう祐貴だ！　かなみも一緒にいる！」

　チャッピーの声が消え、代わりに聞こえてきたのはおなじみの抑よく揚ように欠けた声だった。

　まさか、母の調査が終わる前に連絡がつくとは思わなかった。

『うん、慧。二人とも無事でよかった。ボク、マツリがはぐれたのに気づいて、チャッピーに追いかけさせたの。もしかしたら、連絡取れるかと思って』

「意外に抜け目ないよなあ。慧、今どこにいるんだ？」

『千ち華かが桃女を完全に制圧してる。あいつに、宝石の宮パレスに閉じ込められた。澪みおと朱あか音ねも一緒』

「澪と朱音もいるのか。って、閉じ込められてる……？」

　宝石の宮は、俺がヒメ神ガミと週に一度、夜をともに過ごすためだけに造られた施設だ。ヒメ神たちの部屋が一つずつある。貴き理りが勝手に造ったものだが、なぜか建造費は俺に押しつけられている。まあ、それはいいんだが。

『そう、外には出られない。ここ、中からは出られないように窓もドアも頑丈なシャッターが下りるようになってる』

「そんなの初めて知ったぞ」

　少なくとも、俺が使ったときはそんなシャッターなんぞ見当たらなかった。

『たぶん、貴理が祐貴先輩とヒメ神を閉じ込めて強制的に二人きりで過ごさせるために準備しておいたんだと思う』

「うちの妹の考えそうなことだな……その妹はどうしてる？」

『さあ、わからない。宝石の宮にいるのは、ヒメ神の三人だけだから』

「三人？　ってことは、ハルカさんは別なんだな？」

『うん、ボクたちは見かけてないし、どこにいるかも知らない』

「そうか……。なあ慧、ヒメ神の力を使っても、そこから出られないのか？」

『澪の力でも朱音の炎でもドアも窓も壊せなかった。ボクの氷は論外。ああ、朱音がやりすぎて火事になりかけたときは役に立ったけど』

「それは確かに……難しそうだな」

　朱あか音ねの能力は、誓約エンゲイジを済ませた後は巨大な炎の柱をつくるほどに強くなっていたのに。朱音にも澪みおにも無理となると、物理的な手段での脱出は困難だろう。

『宝石の宮パレスは完全に孤立させられてる。電話も壊されたし、そもそも電話線が切られてる。今は非常用の通信ケーブルを見つけて、持ってたちっこい端末使って強引に割り込んでる。たぶん、すぐに気づかれると思う』

　おそらく、慧けいの言うとおりだろう。千ち華か姉ねえが桃もも女じよを制圧しているなら、通信の監視はしているはずだ。この会話も長くは続けられない。

「無理はしなくていい。それより、みんな無事か？　ケガとかしてないか？」

『澪が……』

「澪がどうした。まさか、千華姉かハルカさんに逆らって――」

『祐ゆう貴き先輩に会えないから身体からだがうずいてしょうがないって』

「……会うときは、逃げる準備をしてからのほうがよさそうだな」

　今度こそ、本気で貞操の危機を迎えることになりかねない。澪の場合、時と場所を選んでくれないし。

『朱音は、宝石の宮にギターがあって、ずっとそれを弾ひいてる。時々、「この危険な状況が、あたしの熱いビートを生む！」とか叫んでる』

「まあ……元気そうでなによりだ」

　この三人、別に助ける必要ないんじゃないか――なんて思っていませんとも、ええ。

『あ、そろそろ通信が切れるかも。ごめん、たいした情報がなくて』

「慧たちが無事だってわかっただけで充分だ。澪と朱音にも伝えてくれ。必ず助けに行くから待ってろって」

『澪も朱音もそこは疑ってない。きっと、祐貴先輩が来てくれるって』

「そうか。女の子の期待には応こたえないとな」

『祐貴先輩も、すっかり女たらしみたいなことを言うようになった……。ボクも祐貴先輩が無事だってわかっただけでも充分。あ、ついでにかなみは？』

「元気すぎるくらいだよ。時々殺されそうになるくらい」

『いつもどおりってこと……よくわかった。ばいばい』

「あっ、おい」

　慧はかすかに呆あきれたように言って、通信を切ってしまった。もしかすると、切られたのかもしれないが。

「……殺されそうになるだけじゃ物足りないかしら？」

「いいえ、とんでもありません」

　ぎろりと俺おれを睨にらんできたかなみに、首を振ってみせる。

　かなみも、少し安心したような顔をしている。

　なんだろうと、慧けいと澪みおと朱あか音ね、三人の無事は確認できた。桃もも女じよを制圧しているということは、千ち華か姉ねえもピンピンしているということだな。

　あとは、ハルカさんと貴き理りか……。

「あたし、もう部屋に戻るわ。言いたいことは言ったから」

「え？　でも、まだ雷鳴ってるぞ」

「うるさいわね。別に雷なんて怖くないわよ」

　それはそれで、嘘うそだろうに。俺おれが傷つくことのほうが怖くても、今まで怖かったものが怖くならないわけじゃあるまい。

「ところで、祐ゆう貴き君」

「はい？」

「もし、これ以上戦わないって誓ってくれたら、あたしになにをしてもいいって言ったらどうする？」

「え!?　な、なにをしてもいいって……！」

　かなみは、じーっと俺の目をまっすぐに見つめて。

「冗談よ。本当に……バカね」

　素っ気なくそう言って、俺の部屋から出て行った。

　ドアが閉まり、部屋にふわりといい香りが漂う。かなみのシャンプーの匂においだろうか。

　今のは、半分冗談で半分くらいは……本気だったんじゃないかな。そこまでしてでも、俺を行かせるのが怖いんだろうか……。

　俺は黙り込んだチャッピーを手に持って、ベッドに横になる。

　俺たちの桃女は、千華姉に制圧されていて。

　澪と朱音と慧の三人は、宝石の宮パレスに閉じ込められていて。

　そして、三人は助けを待っている。

　状況がわかって、慧の声を聞いてしまった以上は――この先どうするべきか、もう決まってしまった。

　かなみの気持ちもわかるし、ありがたいけれど、答えは変えられない。

　やるべきことは、きっと一つ。





　翌日の朝、あれだけの嵐が嘘だったように、雨はすっかり上がっていた。

　午前中から日差しは厳しく、濡ぬれたアスファルトもほとんど乾いてしまっている。

　俺はいつものように家事を終えると、かなみと二人で買い物に出かけることにした。マンションを出て、のんびりと商店街へと向かって歩いて行く。

　今日のかなみは髪も結ばず、キャミソールにデニムのミニスカートと露出度の高い、つまり俺好みの服装だ。なにか考え込んでいるらしく、ほとんど口もきかずに俺の後ろを少し離れてついてきている。

　かなみは、本気で俺おれを心配してくれているんだろう。

　確かに、この夏は特に無む茶ちやをしすぎたと思うけど……。

　もう心を決めたのだから、引っ張っても仕方がない。

「なあ、かなみ」

「わかってる。わかってるわ」

　俺が立ち止まって振り返ると、かなみは即座に言った。

「あたしは……バカじゃないわ。祐ゆう貴き君が考えてることくらいお見通し。それに、反対するのもおかしな話よね。あたしだって、澪みおさんたちをこのままにはしておけないもの。澪さんはアレな人だけど、ケンカできる相手がいないと退屈だわ」

「かなみ……」

　どこかに強がりを感じる言葉だが、それは言わないでおこう。

　かなみは、俺のためにもこう言ってくれているのだ。彼女が認めてくれるなら、俺は自分が決めたとおりに行動できる。

「桃もも女じよに行こう。これ以上、母さんを待ってられない。いや、これ以上、みんなを待たせられない」

「いいわ。もちろん、あたしも一緒に行くわよ」

「……ああ」

　俺はこくりと頷うなずく。

　かなみが俺を止められないように、俺にもかなみを止めることはできない。彼女には戦ってほしくないが、それは俺が決めることでもない。まあ実際、俺が力ずくでかなみを止めるとか不可能にもほどがあるんだけど。

　いや、かなみが来てくれれば俺も心強い。

　鳴なる神かみかなみは――俺が好きになった女の子は、おとなしく帰りを待ってるような受け身の性格ではないのだ。だから、一緒に行きたいというなら来てもらうのが一番いい。

「いやいや、それは困るわあ」

「……ん？」

　不意に聞こえた声に振り向くと、俺たちからほんの数メートル離れた路上に女の子が立っていた。

　俺たちと同い年くらいの、制服姿の女の子。しかし、真夏にもかかわらず、なぜか冬服を着込んでいる。

「神しん堂どう祐貴に、鳴神かなみやな。ずいぶん捜さがしたで。ようやく見つけたところやのに、どっか行かれたらかなわんわ」

　そう言って、冬服の少女はにんまりと笑った。

　それから、おもむろに制服のポケットから手袋のようなものを取り出した。よく見ると、総合格闘技などで使うグローブ――拳こぶしを保護して、なおかつ投げや関節技の際に相手をきっちり掴つかむこともできる、オープンフィンガーグローブとかいうシロモノだった。

　少女は嬉うれしそうに笑いながら、その手袋を着けると。

　ばしっ、と拳こぶしを打ち合わせた。

「悪いけど、自己紹介は省はぶかせてもらうで。さっそく始めよか。苦労して見つけたんやから、あんま簡単に死なんとってや」

「あなた……誰なの？」

　かなみが警戒態勢を取りつつ、制服の少女に問いかける。

　たぶん、かなみはその答えを既にわかっている。もちろん、俺おれも。

「はぁ……自己紹介は省くって言うとるやん。人の話、聞かんとあかんわ。けどま、一応答えとくか」

　女の子は、ぼりぼりと自分の頭をかきながら面倒くさそうに言って。

「ヒメビトや。あんたら二人をぶち殺しにきた」



    

  
    
      
２章　かなみの真実



　その少女は、一見したところ、特に異常だとは思えなかった。

　派手派手しい金色に染めた肩までの長さの髪、この暑いのにブレザータイプの制服を着て、襟元にはネクタイまできっちり締めている。チェックのミニスカートは恐ろしく丈が短く、少し裾すそが揺れただけでパンツが見えそうだ。

　冬服を着ていることや、むやみに目立つ格好もどうということはない。メイド服やＧガールズの完全武装に比べれば、おとなしいと言ってもいいくらいだ。

　だが、ヒメビトであるという彼女は――よく見れば、異質な雰囲気をまとっている。

　ヒメビトは人間離れしたパワーと、銃で撃たれてもすぐさま傷が治ってしまうほどの異常な回復力を持つ。ヒメ神ガミほどではないにしても、尋常の存在ではない。

　さらにこのヒメビトは、俺が数人見てきた他のヒメビトとも違う感じもする。ただ突っ立っているだけなのに、どうにも隙すきがない。

「ぶち殺しにきたって……あなた、本気で言ってるの？」

　警戒態勢のかなみの周囲で、ばちばちと電気が弾はじけている。

　ブルーウィンド号では、かなみはハルカ相手に攻撃できなかった。だが、明確な殺意を持ったヒメビトが相手なら、電撃をくらわすことをためらわないだろう。

「本気かどうかは自分で確かめたらええやろ。どうせ、すぐにわかるんやから」

「……そうね。でも、その前に一つ言わせて」

「は？　なんや？」

「あなた、そのスカートは短すぎるわ！　桃もも女じよの基準だったら確実にアウトよ！」

「ええっ、突っ込むところ、そこなの!?」

　かなみの生徒会長の血が騒ぎ始めちゃったのか。

「あれ？　桃女の制服の基準は『美しければそれでいい』だろ？　別に短くてもいいんじゃないか？」

「だから、美しくないのよ。あの短さはただの露出狂よ。澪みおさんでもあそこまでエロくないわ」

「かなみって、澪を完全にエロキャラ扱いしてるよな……」

「待ちぃや。わたしをほったらかして、自分らで話進めんとって」

　ヒメビトの少女が嫌そうに首を振る。

「あのな、複数プレイもＯＫのヒメ神ガミたちと違ちごうて、わたしは変態やない。きっちりブルマくらいはいとるわ」

　金髪のヒメビトは照れもせずに、スカートをぺろりとめくった。なるほど、おっしゃるとおりに黒く野や暮ぼったいパンツのようななにかをはいている。

「つーか、このご時世にブルマっていうのも、相当に変態くさくないか？」

「あたし、ブルマをリアルで見たのは初めてだわ。変態ね」

「む、昔はみんな当たり前みたいにはいとったんや！　変態呼ばわりは心外やわ！　これが動きやすくてええんや！」

　でも今はまず見かけないしなあ。どっかで生き残ってるところはあるかもしれないが。

「つーか、微妙に嘘うそくさい関西弁だな。あんた、お笑い番組の影響でも受けてんのか？」

「ああ、たまにいるわよね。エセ関西弁使って得意げになってる人」

「わ、わたしは小さい頃から何度か引っ越ししとるから、いろんな方言がちゃんぽんになっとるんや！　ベースが関西弁ってだけやねん！」

「家庭の事情かー。恐ろしくどうでもいい話だなあ」

「自分で訊きいといて、なんやそれ！」

「ああ、悪い悪い」

　俺おれが軽く謝ると、ヒメビトはさらに機嫌を悪くしたようだった。面倒な奴やつだ。

「別に謝る必要はないでしょ。その人、ヒメビトで……千ち華か先輩の命令であたしたちを襲いに来たってわけ？」

「あんたらがこの辺におるって教えてくれたのは、あの千華とかいうお嬢やけどな。命令されたわけとちゃう。ヒメビトは、ヒメ神がどうにも気に入らんからな。ただ、ぶちのめしたいだけや。もちろん、邪魔をするならそいつにも容赦はせん」

　そう言って、ヒメビトは俺にちらりと視線を向けてきた。

　彼女が千ち華か姉ねえから情報をもらっているなら、俺おれが何者なのかもわかっているんだろう。俺がかなみを守るということも。

「容赦はしない？　それはこっちの台詞せりふよ！」

　かなみが鋭く言って、右手の人差し指をヒメビトに向ける。ばりばりと、さっき以上の電流が指の周りに渦巻き始める。

「ヒメビトだかなんだか知らないけど、あたしに勝てるわけないでしょ。こっちの祐ゆう貴き君もとぼけた顔して、全然なんの役にも立たなそうだろうけど、これでも女の子の相手をさせたらなかなかのものなのよ」

「それ、俺への皮肉……？」

　かなみは俺のツッコミは完全にスルーして、ヒメビトを睨にらんでいる。

　まあでも、だいたいかなみの言うとおりだ。

　かなみの電撃の威力は半端じゃないし、いくら銃で撃たれてもすぐに回復するヒメビトでも、くらえばタダではすまない。

　俺も外に出るときは、常に拳けん銃じゆうだけは携帯している。そのために、暑いのにわざわざ上着を着て銃を隠しているのだ。

　こちらだって、いつでもヒメビトと戦える準備くらいは整えてあったのだ。

「安心しいや。そこのおっかない姉ちゃんが電撃使つこうたら、全力やろうと手加減しようと結果はおんなじやから」

「なんのこっちゃ」

「こういうこっちゃ」

　俺のツッコミに、ヒメビトは不敵に笑うと、ブレザーの前のボタンをゆっくりと外し、制服を大きく広げた。下に着ている白いブラウスのお腹なかの辺りに黒いベルトのようなものが巻かれている。

　それだけじゃない。

　ベルトには携帯電話くらいのサイズの箱が三つ取りつけられている。

　あれは、まさか――

「神しん堂どうの兄ちゃんは気づいたみたいやな。そう、こいつは爆弾や」

「ちょっと、あなた自爆する気なの!?」

「んなわけあらへん。だーれが爆死なんかしたがるもんかい。そうやなくて、こいつはそこのおっぱいでかい姉ちゃんの力への対策や。この爆弾、ちっこいけど威力は相当なもんらしいで。もちろん、あんたの電撃くらったら、一発でどかん、や」

　銃で撃って、もし爆弾に直撃しても危険、か――

「電撃の射程がなんぼか知らんけど、こいつが爆発したら、たぶんあんたもタダではすまん。ヒメ神ガミはわたしらと違うて、回復力がごっついわけやないやろ」

「……あなた、なかなかイカレてるわね」

「こんな力を持ってしもうたんや。普通でおられるわけないわ」

　ヒメビトは、あくまで楽しそうだ。

　爆弾なんか巻きつけて、なにかの弾みで爆発したらどうするつもりなのだろう。いくらヒメビトでも、木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んでしまえば回復できるわけがない。

　かなみの言うとおり、このヒメビトはなかなかイカレている。

「あのさ、えーと……名前は教えてもらえないんだよな？」

「あったり前やん。あんたの『王の声オーバーロード』やったっけ？　そんなもん使われて、わたしの大事な大事な処女を奪われたらたまらんわ」

「んなことするか！」

　つーか、さりげなく処女とかカミングアウトするなよ！　貞操観念が強いのは、けっこうなことだけどさ！

「そうよ、祐ゆう貴き君には力を使って女の子をどうこうする度胸なんてないわよ」

「それもいまいち納得しづらいな……」

　信じられているのか、いないのか。

「えーい、もうなんでもええわ。あんたらとおしゃべりしに来たんやないし。さっさと始めるで」

「おい待て、こんな往来でやる気か!?」

　田んぼや畑もあちこちに見られるとはいえ、ここは一応住宅街である。桃もも女じよでドンパチするのとはわけが違う。

「わたしも騒ぎを起こしたいわけとちゃうけど、別にええやん。さっきから人っ子一人通らんし。なんやの、ここ。えっらい田舎やなあ」

「おまえ、ここの住民の皆さんに謝れよ……」

　いや、本当に全然人通らないけど。

「気が向いたら謝ったるわ。あんたらには謝らんけどな！」

「…………っ！」

　いきなり、ヒメビトがかなみに向かって突進する。

　この手の唐突な襲撃には嫌な感じに慣れてしまった俺おれが、素早く反応してかなみとヒメビトの間に割り込む。

「やっぱし来たか、兄ちゃん！」

「ひどい目に遭うのは俺の役目なんだよ！」

　ああ、自分で言っていてむなしい！

「ほんなら、役割をまっとうしいや！」

　ヒメビトは心底楽しそうに言って、左足を振り上げてミドルキックを放ってくる。

「くっ！」

　俺はとっさに腕でガードしつつ、うめき声を漏らす。膝ひざをたたむようにしてコンパクトに放つ、実戦的な蹴けりだ。ガードしても、骨まで響いた。

　びりびりと痺しびれる腕を押さえながら、さっと後ろに距離を取る。ヒメビトは止まることなく、踏み込んできながらジャブ、続けてストレート――お手本のようなワンツーを放ってくる。

「ちっ……！」

　体勢を崩すためのジャブですら、ずしりと重い。なんとかガードしたものの、腕がずきずきと痛む。

「わはは、まだまだや！」

　ヒメビトは、今度は腰を落として俺おれの下半身目指してタックルを仕掛けてくる。まったく、次から次へと！

　上う手まく片足を取られてしまい、アスファルトの上に背中を強打する。息が止まりそうになったところで、ヒメビトが上からのしかかってきて、肩をがっちりと固めにくる。

　ヤバイ――！

　相手を強引に押し返すようにして身体からだをひねり、今度はこちらがヒメビトの上を取って、すぐに立ち上がり、再び距離を取った。

「ほほう、上手く抜けたやん」

　今度はヒメビトは追ってこずに、にやにやと笑いながらその場に留とどまった。

　こっちは笑っていられる余裕はない。

　このヒメビト、打撃だけじゃなくてグラウンドもできるらしい。

　しかし、一番効いたのは最初のミドルだ。

　あの蹴けり一つで、このヒメビトのパワーが澪みおと比べれば劣っていることは、はっきりとわかった。しかし、ヒメビトの力でも人を壊すには充分すぎるくらいなのだ。

「なるほど、なるほど。話には聞いとったけど、ただの坊ちゃんやないみたいやな」

「そりゃどうも……」

　最初のミドルは挨あい拶さつ代わりで、全然本気じゃなかっただろう。それでもあの威力とは。

　グラウンドも一つの油断が命取りになるレベルだ。さっき、上を取られてなんとか返せたのは、ヒメビトの体重が軽いからだろう。彼女は身長一六〇センチもないだろうし、身体つきも細い。俺もあまりガタイはよくないが、体重は十キロは違うだろう。それでいて、ガードしてもダメージを与えてくるし、寝技で上手くポジションも取られる……。

　まずいな、やっぱりこの子かなりできる。

　ハルカやＧガールズ、それに同じくヒメビトのシズカのように、なんらかの訓練を受けている人間だ。さっきの蹴りは見よう見まねで適当に放ったものじゃない。何万回、何十万回と練習しなければあのフォームは身につかないだろう。

「祐ゆう貴き君、さっきの蹴り、凄すごい音したわよ!?」

「ああ、ちょっと効いたかな」

　心配そうに駆け寄ってきたかなみに、俺は苦笑いを向ける。

　たった一発の、なんでもない蹴りで状況が悪化してしまった感じだ。いや、状況が理解できたというべきか。

「そうそう、安心してええで。わたしは爆弾以外は武器のたぐいはなんも持ってへん。この身体からだがわたしの武器や。うわー、かっこええやん！」

「わー、かっこいー」

　俺おれは、今度は乾いた笑みを浮かべる。

「もう気づいとるやろうけど、わたしはちょっぴり格闘技をかじっとるんや。ま、打撃も寝技もなんでもござれや。いろいろ見せたるでー」

「そりゃー、楽しみだ」

「祐ゆう貴き君、のんきなこと言ってる場合なの!?」

　そんな場合じゃないことはわかってる。ただでさえヒメビトとして優れている身体能力を、格闘技術を学んで磨いているとなるとかなり厄介だ。

　なにより、こっちは武器が使えなければ白兵なんてたいしたことない。母から少しばかり格闘を習った程度だ。ヒメビトどころか、三流の格闘家にだって勝てないだろう。

　かといって、かなみの能力を使うのも危険すぎる。爆弾が爆発したら、俺たちの身が危ないというのもあるが……。

「目の前で女の子が爆発するところなんて、見たくねぇな」

「それはさすがに、あたしも同感だわ……」

　かなみは血の気が多いが、残酷なわけでもない。

　たとえ相手が人間じゃなくても、こっちを本気で殺そうとしているとしても――俺たちは人を殺すなんてごめんだ。

　つーか、こっちは別にこのヒメビトなんてどうでもいいんだ。

　これから桃もも女じよに向かおうって覚悟を決めたところで、余計な戦いなんぞしてケガをするのもバカバカしい。

「かなみ」

「…………」

　俺がちらりと目を向けると、かなみもこくりと頷うなずいてくれた。彼女は頭の回転がよく、察しもいいのでこういうときは助かる。俺のヨコシマな妄想もすぐ察してしまうのは困るが。

「ん？　なんや？」

　あちらも、察しは悪くないようだ。

　俺は、ぱっとかなみの手を取り、身を翻ひるがえして走り出す。

「あっ、こら！　待ちぃや！」

　待てと言われて待つ奴やつはいない。

　俺は、さっと周りを見て人がいないのを確認してから。

　脇わきのホルスターから小型拳けん銃じゆうのＰ２２８を取り出し、振り向いて手早く狙ねらいを定め、一発撃った。

　ぱん、と小さな銃声が響き、走り出していたヒメビトの右足に命中する。

「いたっ、いたたっ！　おまえ、なにすんねん！」

　抗議の声に振り向くことなく、俺おれたちはひたすら走り続ける。

「撃たれても『なにすんねん』で済むところが恐ろしいわね……」

「あれがヒメビトなんだよ」

　そういえば、かなみはヒメビトの頑丈さを直接見るのはこれが初めてか。

　たぶん、ヒメビトの足をぶち抜いた傷は既に回復し始めているに違いない。少しくらいは時間を稼げるだろうが。

「で、逃げるにしてもどこへ行くの？」

「ヒメビトはヒメ神ガミを捜さがせちゃうからなあ。なんにしてもあいつのほうが足は速いだろうし、逃げ切るのも難しいかな。人ゴミにまぎれてみるか」

「人ゴミ……？」

「あそこしかないな」

　この田舎町で、人がたくさんいるところといえば、一箇所しかない。

　誰かを巻き込むようなことはしたくないが、かなみと俺の安全を考えると他に手もない。

　とりあえず、走りながら考えてみよう。

　どさくさまぎれではあるが、堂々とかなみの手を握っていられるこの状況は割と悪くなかったりもするしな。

　これが命がけの逃避行でなければ、もっといいんだけど。





　午前十時三十一分、ショッピングモールに到着。

　モール内の店はほとんど開店済みで、客もそこそこ多く集まっていた。といっても、人ゴミというほどの人数がいるわけでもなかった。

「祐ゆう貴き君、ここに逃げ込んだのって失敗じゃない？」

　ショッピングモール内を早足で進みながら、かなみがつぶやくように言った。

「いきなり否定されても。そりゃ、まぎれられるほど人いないけどさ、逃げ隠れもできない往来よりはマシだろ」

「そうじゃないわよ。もし、ここであの子が着けてた爆弾が爆発したら、シャレにならないでしょ」

「うーん……でもまあ、あの場でやり合ってたらどうにもならなかったからなあ」

　俺はかなみの手を引きながら、考え込む。

　確かに、とりあえずかなみと自分の安全を考えてここまで逃げてきたが、まさか無関係の人を巻き込むわけにはいかない。

「ここに来て、どうにかなるものでもないわよ。さすがに人目のあるところで銃を使うわけにもいないでしょ」

「人目がなくても使っちゃダメだけどね。しっかし、面倒くさいのが来たもんだなあ」

「そうね、素手でケンカをふっかけてくるとは思わなかったわ。爆弾がなくても、丸腰の相手じゃやりづらそうね」

「丸腰でも、あのヒメビトそのものが凶器だからなあ。かなみと同じだ」

「へえ、さすがに身をもって経験してる人は言うことが違うわね。ちょうど手を繋つないでるところだし、このままダイレクトに電源オンしちゃっていいわね？」

「よくない！」

　俺おれは電化製品じゃないんだから、電気が流れてもせいぜい死ぬくらいで便利な機能とか使えません！

「もう、あなたは……で、結局どうするの？　今度はあたしがやってみようか？　一応、護身術くらいは心得てるしね」

「いや、それはダメだ」

　かなみが、ある程度白兵戦ができることは知ってる。だが、あのヒメビトと渡り合えるレベルとは思えない。

　ヒメビトは、ヒメ神ガミに敵対する本能を持っているという話だ。だからこそ、かなみを相手にするとあのヒメビトはなにをやらかすかわかったものじゃない。

「そうだな……一応、対策はあるよ」

「参考のために聞かせてもらおうかしら」

「要するに、あの爆弾がネックになってるんだからさ。あれをベルトごと取り上げちゃえば、あとはなんとかなるだろ」

「なるほど、あの子の身体からだをまさぐって爆弾を取り上げるつもりなのね」

「人聞き悪いなー」

　一応、ナイフも持っているからベルトを切っちゃえば簡単に取り上げられるはず。そうすれば、かなみの電撃で仕留められるだろう。

「でも、なんだかおおざっぱな作戦よね。本当に大丈夫なのかしら」

「やってみなくちゃわからんだろ」

「それより、あなたの『王の声オーバーロード』は？　パワーアップしたとかいう話はどこへ行ったの？」

「あー、それは……そう都合よくは発動してくれないというか」

　数日前、無人島で初めてヒメビトと戦ったとき。

　あのヒメビトはシズカだったわけだが、彼女がハルカの心を傷つけたとき、俺の中でなにかが弾はじけた。

　本来、相手の名前を告げなくては発動しない『王の声』がただ言葉を発するだけで、シズカを従わせることができた。あんなことができたのは、生まれて初めてだった。

　ただ、『王の声』が今までと違う能力を見せたのは、ハルカを傷つけたシズカへの怒りがあったせいだろう。あのときの研ぎ澄まされた感覚を取り戻せるかどうか。

「とにかく、今はあてにならないもののことは考えないほうがいい」

「祐ゆう貴き君の作戦もあてになるか怪しいけどね……。まあ、あたしは特になにも思いつかないからあなたに任せるわ」

「そうしてくれ」

　本当に、俺おれって信用あるのかないのかわからんよな。かなみがツンデレだというのもあるだろうけど。

「おー、作戦か。なんやわくわくするなあ。もぐもぐ」

「…………」

　俺はかなみの手を握ったまま、足を止める。

　数メートル先の和菓子屋の前に、金髪のヒメビトが立っていた。ちょうど今買ったところらしいまんじゅうを、美う味まそうに食べている。

「なんでそこにいるんだよ、おまえ……」

「自分ら足遅すぎやわ。ちょっぴり先回りして、あんまり暇やったから買い食いなんかしとったわ。あ、このまんじゅう分けたろか？」

「いらんわ！」

　あ、俺まで関西弁になってる。

「そら残念。美味いのになあ。これ食い終わったら、そろそろ追いかけっこは終わりにして、プロレスごっこに戻ってええか？」

「よくはないな……」

　ヒメビトの足を見ると、もう既に傷跡すら残っていない。シズカも両足を撃ち抜かれた傷が、翌日にはすっかり治っていたが、ヒメビトの治癒能力はやはりとてつもない。誓約エンゲイジを済ませていないヒメ神ガミより、よほど厄介なんじゃないだろうか。

「ちゅーか、神しん堂どう祐ゆう貴き。あんた、勘違いしてへんか？」

「なんのことだよ？」

「わたしは邪魔者には容赦せんけど、邪魔さえせんかったら、あんたなんてどうでもええんや。わざわざ痛い目に遭うこともないやろ？　あんたとやり合うのもおもろそうやけど、ヒメ神をぶちのめすほうがずっと楽しそうやし」

「そんなことないわ。祐貴君をぶちのめすほうが楽しいわよ」

「そりゃ、かなみだけだっつーの！」

　どんなツッコミですか、かなみさん。ていうか、俺を売ろうとしてない？

「あんたら、おかしな二人やなあ。そういや、何日も二人っきりやったんやもんな。さぞお楽しみやったことやろうね」

「ふ、二人きりじゃないわ。猫がいたわよ！」

「猫を交えてのプレイ？　それはまた高度やな……」

「どんなプレイよ!?」

　それにしても、相手が誰だろうとどんな状況だろうと、緊張感が持続しないな……。

「ふむ……なんか、千ち華か嬢じようちゃんが言うてたな。鳴なる神かみかなみは特別なヒメ神やって。それ、神堂祐貴にとって特別ってことなんかな」

「確かに、外見は好みにドストライクだ。顔は可愛かわいいし、胸もでかいし、まだまだ大きくなりそうだし、デニムのスカート似合うしな」

「見た目のことばかりじゃないの！　少しは中身も褒ほめてよ！」

「自分ら、仲間割れすんのは勝手やけど、こっちも遊んでられんわ。さてと……」

　ヒメビトはまんじゅうの最後の一口を放ほうり込こみ、もぐもぐと味わってから。

　手をぱんぱんと払って、俺おれたちのほうを意味ありげに見た。

　まさか、ここで始めるつもりなのか。

　ショッピングモール内はさほど人が多くないといっても、無人ではない。買い物客や、夏休みで暇そうな学生たちの姿も見える。対たい峙じする俺たちを、興味深そうに見物している人たちまでいる。

「引き下がらんのやったらしゃーない。まずは神しん堂どうの兄ちゃんからいってみようか。簡単に死んだらあかんで」

　ヒメビトはそう言うと、グローブをはめた手をかかげて構えを取りながら、じりじりと距離を詰めてくる。

　あくまで目標はかなみなのだろうが、俺を先に片付けることに決めてくれたようだ。

　ヒメビトと俺との間合いが詰まり、こちらもかなみの手を離して、構えを取る。周囲の人たちがざわざわと騒ぎ出しているが、そちらに目を向ける余裕はない。

　不意に、ヒメビトが動いた。

「っ…………！」

　素早く一歩踏み込んできて、嵐のようにジャブを打ってくる。とてもすべてはよけきれず、ガードした腕にハンマーで殴られたような衝撃が伝わってくる。ジャブでこれって、ストレートやフックがまともに入ったらどうなるんだ――

「ほれほれ、考えてたらあかんで！」

「つっ……！」

　ヒメビトの左のローキックが入り、一気に膝ひざから崩れそうになる。

　必死に踏ん張って体勢を立て直し、続けて放たれてきた右ミドルを後ろに下がってかわす。ああもう、忙しい！

　ヒメビトは止まることなく俺を追いかけてきて、無造作に俺の首に手を回し――ぐっとこっちの身体からだを引き寄せたかと思うと、強烈な膝ひざ蹴げりをボディに叩たたき込こんできた。

「ぐあっ！」

「祐ゆう貴き君！」

　かなみの心配そうな声が聞こえたものの、そちらを気にしている暇はなかった。

「ほらほら、まだまだやで！」

　ヒメビトはこちらのふところに入ったまま胸倉を掴つかんできて、そのまま身体を翻ひるがえしつつ腰を落として俺の身体を担ぎ上げるようにした。

　背負い投げ――

　ふわり、と身体からだが浮き上がる感覚がして、抵抗もできずに投げられ、背中から地面に叩たたきつけられる。

　今度は悲鳴が出なかったのは、痛みがなかったからではない。あまりの衝撃に息ができなかったからだ。かろうじて頭を打たないようにガードしたのは、母の教育のたまものか。

　俺おれは寝転がったまま、関節を狙ねらってくるヒメビトの手を払い、体勢を入れ替えようと地面の上を這はうようにして動き回る。くそ、この女、マジで寝技も上う手まい……！

　ていうか俺、ショッピングモールでなにやってんだろ。

　周りから、「おー、やれやれー」「兄ちゃん、ちょっとは反撃しろー」などとヤジが飛んでくる。野や次じ馬うまの皆さんには止めるとか、警察呼ぶとかそういう発想はないの？　もっとも、おまわりさんが来たところで、なにもできないだろうが。

「そうやで、神しん堂どう祐ゆう貴き。反撃せんと、死んでまうで！」

「死にたくは……ねぇな！」

　ヒメビトに取られそうになった腕を強引に抜いて、彼女の制服の襟を握って乗っかってきている身体を引きはがす。

「こんなとこで、いつまでも寝技なんぞやってられるか！」

　背中をこすりながらヒメビトから離れ、立ち上がろうとしたところで。

「わたしは嫌いやないけどな！」

　先に立ち上がったヒメビトに、つまさきで左肩を蹴けられてしまう。刃物で刺されたような鋭い衝撃が走り、俺は顔をしかめる。

　痛みをこらえながら、やむをえずに両りよう膝ひざをついたままヒメビトの足にくらいつく。ぶつかるようにしてタックルを仕掛け、ヒメビトを押し倒し――

「甘いわ！　んな見え見えのタックルで倒せるか！」

　まるで、地面に根が生えているみたいにヒメビトは倒れることもなく立っている。ヒメビトはにやりと笑うと、肘ひじを俺の首筋に落としてきた。

「ぐあっ……！」

　一瞬、意識が飛ぶほどの衝撃。

　歯を食いしばって必死に意識を繋つなぎ止め、ヒメビトに向かって手を伸ばす。このままじゃ、好きなように殴られてしまう。仕方ない、こいつをなんとか引き倒さないと。

「ひゃうっ……!?」

「は？」

　霞かすみそうになる視界の中、ヒメビトのやたらと可愛かわいらしい悲鳴が聞こえ――気づくと、俺はヒメビトのブルマをパンツごと膝のところまで引きずり下ろしてしまっていた。

「ふわあっ」

　タックルでも倒せなかったヒメビトが、バランスを崩して倒れ、その勢いで俺はブルマだけを掴つかんだまま足から抜き取ってしまう。

「なっ、なっ、なっ…………！」

　ヒメビトは地面にお尻しりをつき、パンツが膝ひざまで下りた状態で、真っ赤になりながら言葉にならない声を漏らしている。いわゆるＭ字開脚に近い、とてもヤバイ体勢で、下へ手たをするとスカートの中が見えてしまいそうな……。

「なっ、なななななにすんねん、アホーっ！」

　涙目になってヒメビトはそう言うと、手早くパンツをはいて立ち上がり、短いスカートを思い切り揺らしながら走り去ってしまう。はいたばかりのパンツを、ちらちらと見せながら。

「白か……ちょっと意外ではあるな」

　あんな派手な格好しているんだから、パンツももっとドギツイ色のものをはいているかと思ったが。実は、派手好みは見み栄えを張ってるだけなのかも？

「祐ゆう貴き君、バカ言ってないで立って！　さっさと行くわよ！」

「え、どこへ？」

　かなみが怒りながら俺おれの手を取って、強引に立たせる。

「どこでもいいわよ、ここじゃなければ！」

「あ」

　すっかり忘れていたけど、見物人が集まってきてるんだった。彼らは、驚きと笑いが混じった表情で、ブルマを握りしめている俺を見ている。

　わー、完かん璧ぺきに見せ物だ……。

　確かに、こりゃひとまず俺たちも逃げるしかないな……。





　ショッピングモール内を走ること数分。

　俺たちは、学生服の仕立て屋らしき店の前にベンチがあるのを見つけ、そこに腰を下ろした。

　数分とはいえ、全力で走ったので、俺もかなみもさすがに少し息が切れている。

「はぁ……まったく、なにしてんのかしら、あたしたち」

「あんなとこで堂々とケンカふっかけてくるとは思わなかったもんなあ」

　俺もいろんな経験をしてきたが、まさかショッピングモールの路上で女の子とバーリ・トゥードでやり合うことになるとは。

「あの子、どっか行っちゃったけど戻ってくるでしょうね」

「だろうな。あっちはかなみの居場所がわかるんだし……」

　人前で辱はずかしめを受けたショックから回復すれば、すぐにでも俺たちの前に再び現れることだろう。

「つーか、野や次じ馬うまたちから見れば、完璧に俺が悪者だよなー」

「あたしから見ても、女の子と楽しそうに組んずほぐれつしてるように見えたわ」

「楽しそうだったのは、あっちだけだろ」

　あの金髪ヒメビトのジャブ一発をまともにくらっただけで、腕が砕けそうな勢いだったんだぞ。グラウンドでの攻防も一歩間違ったら、骨の一本や二本は軽くいっちゃってたことだろう。

「澪みおはパワーはあるけど格闘技術はないし、ハルカさんは技術は最高だけど戦ってるときも“〝遊ぶ”〟から隙すきがあるんだよな。でも、さっきのヒメビトは技術がある上に容赦がない。いや、相手が俺おれだったからまだ本気じゃなかったんだと思う」

「あたし相手だったら、一瞬で首でも折られていたかしらね」

　かなみが、まるで他人事のようにつぶやいた。

　ヒメビトにとって、ヒメ神ガミであるかなみは無条件で敵だ。いざ戦闘となれば、手加減する必要はどこにもないはずだ。

「ちょっとまずいか。爆弾を取り上げる隙なんて、まるでないもんな。上着を着てるのも地味に邪魔くさい。上着を脱がしてからベルトを切るなんて、あのレベルの相手じゃ難しいな」

「……どうでもいいけど、祐ゆう貴き君もその上着、どうにかしたら？　さっき転がり回ったせいで、ドロドロよ」

「おや、本当だ」

　おまけに、あちこち破けてしまっている。自分で思った以上に、地面の上を激しく動き回っていたらしい。

「一応、着替えといたほうがいいか。警察が来てたら、俺の服装も野や次じ馬うまが証言してるだろうし」

「そうね、さすがにうちの学校の副会長がワイセツ罪で捕まったら笑えないわ」

「立場に関係なく、捕まりたくないな」

　と、俺はベンチから立ち上がって、周りを見渡す。

　目に見える範囲に、服を売っていそうな店はないようだ。このショッピングモールに来たのはほんの数回なので、どこになにがあるのかいまいち把握できてない。

「あまり動き回らないほうがいいんじゃない？　ここで買えば？」

「ここって……」

　かなみが指し示したのは、俺たちが座っていたベンチのすぐ後ろにある店――制服の仕立て屋だった。

　この近辺にある高校や中学の制服の注文を受けているお店らしい。案外、私服から制服に着替えればかなり印象が変わるかも。

「制服のサンプルくらいあるわよね。強引に売ってもらいましょう。別にぴったりでなくてもいいんだしね」

「それもそうか……」

　母からもらった金もあるし、いざというときのために、普段から多めに持ち歩いている。かなみなら上う手まく交渉して売ってもらえるだろう。とにかく、服を替えられればなんでもいいのだし。

　かなみは、さっさと店内に入っていくと、店員らしきお姉さんとなにやら話し始めた。さすが我が校が誇る生徒会長、大人を相手にしても堂々としたものである。

　三分もかからずに交渉は終わり、俺おれも店に入ってさっそく着替えることになった。

　もちろん、脇わきのホルスターを隠すために、売ってもらうのは冬服だ。店員のお姉さんからブレザータイプの制服を受け取り、更衣スペースに入ってさっそく着替え始める。

　桃もも女じよの冬服のド派手な赤いブレザーとは違って、ごくごく普通の地味な紺色ブレザーだった。若干大きめだが、贅ぜい沢たくは言うまい。脇に吊つった拳けん銃じゆうが目立たないので、大きめくらいのほうがちょうどいいしな。

　制服をきちんと着てから、鏡で一応身だしなみをチェックする。地味な俺が地味な制服を着ると、恐ろしいほど存在感が薄くなる。なんだか悲しくなってくるが、今は目立たないことが重要だし……。

「つーか、なんか中学の時の制服に似てるな」

　この手の制服は、全国どこでも変わらないか。桃女での学園生活とはまるで違う、華もなにもなかった暗黒の中学時代を思い出すなあ……。といっても、友達も一人もいなかったけど、あれはあれで気楽ではあった。少なくとも、女の子だらけで息が詰まる思いをしたり、日本刀を振り回す女の子と戦ったり、山の中で殺人ロボットに追いかけ回されたりはしなかったもんな……。

　そんなことを考えつつ、カーテンを開けて更衣スペースを出ると。

「あら、遅かったわね」

「ん？」

　なぜか、かなみまで制服に着替えていた。

　俺が着ているのと同じ紺色のブレザーに、ミニのプリーツスカート。胸元にはリボンが結んである。

「かなみ、可愛かわいいぃぃぃっ！」

「きゃああああっ!?」

　がばっ、とかなみを抱きしめ、そのふわふわした髪に顔を埋める。

「ちょっ、なにして……やだ、もうっ……！」

　かなみの背中に回した腕に力を込めて、ぎゅうぎゅうと抱きしめる。うわあ、柔らかい、いい匂においがする、たまらない！

「はぁ、はぁ、かなみマジで可愛い。なにこれ、持って帰りたい！」

「こ、こら……本当になにして……や、やめ……」

　なんでこんな地味な制服着てるのに、これほどまでに可愛いんだ！

　俺はかなみの背中から細い腰に手を滑らせ、さらに強く抱き寄せる。ああっ、柔らかい胸が俺の身体からだに当たって、ふわふわの髪の香りが鼻をくすぐってくる……！

「だ、だからやめ……やめなさいって言ってるでしょ！」

「ぐわっ!?」

　バリバリバリと、久しぶりの衝撃が全身を走り、俺おれはその場にくたっと膝ひざをついてしまう。

「も、もうっ……正気に戻りなさい」

　かなみは俺から離れつつ、乱れた制服をささっと直した。

　うむ……確かに今の俺は、ちょっぴり我を失っていたかもしれない。

「いったい、なにを考えてるのよ……。家にいるときは、割と紳士だったくせに、なんでいきなりスイッチが入ってるの」

「そ、それは俺にもわからない……」

　本当に、唐突に今までにないくらいかなみが可愛かわいく見えたんだよなあ。いや、かなみはいつも可愛いのだが。

「えーと……なんでかなみも着替えてんの？」

「……別に、なんとなくよ。あたしも着替えたほうが目立たないと思ったしね」

「まあ、それもそうか」

　俺は頷うなずきながら、まだ痺しびれている身体からだを強引に立たせる。

　あらためて、かなみの姿をつまさきから頭まで眺める。もちろん、理性で本能を抑えつつ。地味なブレザーに、派手なかなみの外見のコントラストがいいのかもしれない。

　しかし、いくらなんでも、見ただけで理性が崩壊するとは。



    

  
    
      



    

  
    
      　自分でも不思議だ。制服姿のかなみの、どこがこれほど俺おれを惹ひきつけたんだろう……？

「あーっ、こんなとこにおった！　つーか、なんで制服！　わたしのマネっこ！　マネっこなんか!?」

「げっ」

　金髪のヒメビトが、店の入り口のところでじたばたと暴れながら悔しがっている。もう立ち直っちゃったのか。

「神しん堂どう祐ゆう貴き、もうあんたは標的やないとは言わん！　わたしにあんな屈辱を味わわせた恨み、晴らさせてもらうで！」

「あー、ごめんごめん」

「乙女を辱はずかしめといて、そんな謝り方かい！」

　わめいているヒメビトの言葉に、店員のお姉さんがとても微妙な顔をした。別に誤解でもなんでもないのが、残念なところだ。

　ヒメビトは怒りの形相で、つかつかとこちらに近づいてくる。

「祐貴君、どうするの？」

「どうもこうも……もう一回、撤退だ！」

　俺は制服のポケットにねじ込んでおいたブルマを取り出し、手早く丸め、ヒメビトの頭を越えて、開きっぱなしだった店のドアの外へと放ほうり投げた。

「あっ、わたしのブルマ！　あんたなにすんねん！」

　慌てて、ヒメビトがブルマを拾いに行く。

　こっちも慌てて財布からありったけのお札を出して店員のお姉さんに差し出し、かなみの手を取って走り出した。近くにあった従業員用のドアを開けて、店の裏口へと向かう。

「結局また逃げるのね……」

「しゃーないだろ。店の中で暴れるわけにもいかないし」

　店の裏口から外に出ると、そこは細い路地になっていた。モール内にこんな道があったのか。

　細い道を、俺はかなみの手を引いて走って行く。

　エアコンが効いて涼しかった店内との温度差で、すぐに汗が噴き出てくる。まったく、バトルを仕掛けてくるならせめて秋まで待ってほしいもんだ。

「ねえ、祐貴君」

「はい？」

「さっきみたいなこと、急にしないで」

「……？」

　走りながら振り返ると、かなみは目を伏せて困ったような顔をしていた。

「さっきみたいなことって？」

「いきなり、抱きついてきたでしょ……忘れたとは言わさないわよ」

「ああ、うん、ごめん。マジで急に理性が飛んじゃって」

「祐ゆう貴き君が割と欲望に忠実なのは知ってるわ。今さら、そこを責めたりしないわよ」

「さっき思い切り責められたような……」

　あのバリバリと流れた電流の痛みは、忘れるほど遠い過去じゃないぞ。

「あんなの、ちょっと撫なでた程度よ。そんなことより……」

　かなみが俺おれの手をぎゅっと強く握ってきた。彼女の手もかすかに汗ばんでいて、熱い。

「いきなりはダメ。あたし、これでも不意打ちには弱いのよ。びっくりして、頭真っ白になっちゃうから、本当にダメ」

「……不意打ちじゃなきゃいいの？」

「バカね」

　かなみはなんでもないことのように言って、ぴたりと足を止めた。人ひと気けのない細い道で、俺たちは向き合う。

「あなた、本当に……バカね」

　かなみは恥ずかしそうに顔をうつむかせて、俺の胸にぽんと手を置いてきた。

「これも今さらだけど、抱きしめたかったらいつでもいいわよ。あたしも、そうしたくなったらあなたに、その……」

「……いいの？」

「い、いいに決まってるでしょ。そのくらいのことが許せないような人と一緒に暮らしたりはしないわよ。あたしだって、相手くらいは選ぶわ」

「…………」

　俺は、感動してしまっていた。

　かなみがここまで率直に自分の気持ちを言葉にするなんて。

　船から落ちて、一緒に暮らして――その間にかなみは、こんなにも変わっていたのか。

「それに……もう認めるしかないわね。あたしたちは、いつなにがどうなるかわからない。ヒメビトなんて出てきたし、千ち華か先輩もなにを仕掛けてくるか……。だから、言いたいこともやりたいことも、そうしたいときにやっておかないと」

「つまり、俺もやりたいことをやれってこと？」

「あたしのご機嫌次第ではあるわね」

「えーっ」

　この話の流れなら、もうなんでもＯＫって感じだったのに……。

「そんな残念そうな顔しないでよ。でも、あたしも本当に……バカだったわ」

「え？」

　かなみは、俺の横を通り過ぎて先を歩き始める。俺は小走りに彼女の後を追う。

「もっと早くに言うべきだったわ。こんなことに――先がどうなるかわからない状況になるまで黙ってるべきじゃなかった。あなたは肝心なことを忘れてて、勘違いしちゃってるって知ってたのに」

「かなみ、それって……」

「……わかってるでしょ？」

　かなみは振り返らずに言って、細い路地を抜けた。その先は、左右に店が並ぶ大通りだった。正午が近くなったからか、行き交う買い物客もずいぶんと多い。

「あの日もそうだった。こんな風に細い路地を抜けて、明るい大通りに出たんだったわね」

「あの日って……」

「中学三年の春のことよ。あの日のあたしはこれと同じような制服を着て、ぼさぼさの髪をして、伊だ達て眼鏡めがねをかけてたわ」

「それ、前に言ってたかなみの……」

　新入生歓迎会のドタバタのときにかなみが話してくれた――彼女が好きだった男の話。

　中学時代のかなみがなにかトラブルに巻き込まれ、その男に助けられて――

「そう、あたしに『大嫌い』と言ってくれたバカの話よ」

　かなみは大通りを、まったく警戒もせずに進んでいく。今すぐにでも、あのエセ関西弁が響いてもおかしくないというのに。

「でも、今そんな話をしなくても……」

「そうね、確かに今は緊急事態だわ。けど、なんだか懐かしくなったのよ。あの頃と同じような制服を着ている自分とあなたを見て」

「……やっぱり、俺おれとかなみは」

　そんな気はずっとしていた。

　彼女の言うとおり、俺は肝心なことを忘れてしまっている。

　大好きだった女の子とのたった一つの思い出は、ほとんど失われている。

　だが、かなみから中学時代の話を聞いたときに、わずかに残っているあの春の記憶がよみがえってきた。彼女の話と俺の記憶には、確かに符合する部分があった。

　俺が覚えているのは好きだった女の子に睨にらまれたこと。

　そして、俺が彼女に「君なんて大嫌いだ」と、心にもないことを告げてしまったこと。

　たったそれだけではあるが、かなみも同じことを好きな人に言われたという。

　別に珍しいことではないだろう。独創的な台詞せりふでもない。

　それでも、心のどこかで俺は、自分が傷つけてしまったあの女の子が誰だったのか、わかっていた気がするのだ。

「俺は、やっぱり前にかなみと会っていたんだな……？」

「そうよ。あなたとあたしは同じ中学にいた。でも、違うわ」

「え？」

　かなみは足を止めて、こちらを向いた。スカートの裾すそがひらりと揺れた。

「あたしを助けてくれた、あたしが好きだった人はあなた。だけど、あなたが好きだったのはあたしじゃない」

「かなみじゃ……ない？」

　とてもシンプルな話なのに、頭をぐるぐる回転させてもまったく理解が追いつかない。

　かなみをトラブルから救い、彼女に「大嫌い」と告げたのは俺おれ。

　俺が「大嫌い」と告げた片思いの相手は、かなみ以外の女の子……？

「難しく考える必要はないわ。本当にわかりやすい、単純な話なのだから」

　かなみはそう言って、うっすらと笑った。

「中学の頃、既にあたしは身内から狙ねらわれていたのよ。父はあたし以外の子供はもう生まれないと考えて、あたしを後継者に選ぶって周囲に漏らしていた。それを知った、気が早くて気が短い親族の何人かがあたしを消すために動いたの。まあ、ある意味正しい行動よね。邪魔になりそうな芽は早めに摘んでおく。ええ、あたしだってそうするわ」

「…………」

　かなみは、春頃まで親族たちに命を狙われていた。

　暗殺なんてバカバカしいが、名門である鳴なる神かみ家けの後継者の座にはそれほどの価値があるらしい。かなみが後継者に指名される前から動いていた者たちがいたとしても不思議はないが……。

「あの日、一人で学校から帰ってたら、いきなり白いバンが停とまって作業着みたいなのを着た男の人が何人か飛び出してきた。今のあたしなら一瞬で全員倒せるけど、あの頃は力のことは必死に隠してたから、とっさに電撃は使えなかったのよね」

「じゃあ、そのときに――」

「そうよ。バンに連れ込まれそうになったところで、祐ゆう貴き君がふらりと通りかかって、襲撃者たちをあっという間に全員叩たたきのめしたわ。あなた、あの頃からとぼけた顔して意外に強かったのよね」

「顔は関係ないんじゃないかな……」

　襲撃者が何人だったか知らないが、女の子一人を拉ら致ちするために武器なんぞ持ってこなかっただろう。中三の頃といえば、まだ母から訓練という名の嫌がらせを受けていた時期だ。今も軍曹からの訓練を受けているが、あの頃のほうが荒事には慣れていたかもしれない。女子中学生一人を拉致するために雇われた連中くらい、軽くぶちのめせたんじゃないだろうか。

「あなたはあたしの手を引いて走って行って、桜並木まで逃げてやっと立ち止まった。あたし、かなり混乱してたけど、それでも助けてくれた相手があなただったってことに凄すごく驚いてたのよ。だって、あの頃のあたしが唯一見ていた人が祐貴君だったんだもの。襲われたのも驚いたけど、それ以上にあなたが助けてくれるなんて信じられなかった。今思えば、ヒメ神ガミとあなたの縁っていうのはなかなかたいしたものみたいね」

「そうだな……」

　かなみがさらわれそうになったところに、ふらっと俺が現れたなんて。タイミングがよすぎる。

「そのとき、あたしは混乱しきっていたんだけど……まあ、どうかしていたんでしょうね。空気も読まずに、いきなり言っちゃったのよ。『あなたが好き』って」

「それはまた……大胆だな」

　危機を乗り越えて、かなみもテンションが上がってしまっていたんだろうか。

　かなみが恋の告白をするところなんて、いまいち想像がつかないが。

「その告白にあなたがどう答えたか、それはもう知ってるわよね？」

「……ああ」

　君なんて大嫌いだ――

　いくらなんでも、告白の返事としてはひどすぎる。

　なぜそんなことを言ったのか記憶にないが、他に言いようもあったんじゃないのか。

「ん？　なにがどう違うんだ？　俺おれは君に『大嫌いだ』って言ったんだろ？　それは俺も記憶にある。じゃあ、やっぱり俺が好きだったのは――」

「やっぱり、あなたは勘違いしてるのね。あなたが好きだったのはあたしじゃないわ。推測だけど、祐ゆう貴き君があたしを助けたことを忘れている理由はわかる」

　かなみは、ちょっと困ったように笑う。

「祐貴君にとっては、なんでもないことだったからよ。たまたま、同じ学校の女の子が危ない目に遭ってて、なんとなく助けて――告白されても、あなたは誰とも深く付き合う気はなかったから、必要以上にキツい言葉で拒絶した。そして、どうでもいいことだから、すぐに忘れてしまった。それだけでしょう」

「それだけって……」

　俺はかなみを見つめながら、言葉に詰まってしまう。

　彼女が言っていることには、推測も混じっている。だけど、筋は通っているし、あの頃の自分のことを思い返せば納得できてしまう。

　いや、それどころか、言われてみればそんなこともあったような気がする。

「待ってくれ。それじゃあ、俺が好きだった子はいったい――」

「あなたが見ていたのは、別の女の子よ。あたしは、いつもあなたを見ていたから、そのことを知ってた」

　俺が好きだった女の子のことも、かなみは知っている……？

「あなたがなにか勘違いしているのは、なんとなくわかってた。この前、あたしたちが住んでた街に戻ったときにも、桜並木がどうとか言ってたわよね」

　夏休み前に、ヒメ神ガミのみんなと俺が住んでいた街に遊びに行ったときのことか。

　確かにあのとき、桜並木を――桜は咲いてなかったが、あの場所を歩いたときに桜の話をしたっけ。

「あなたは過去に、桜の季節にあたしと会ってた以上のことがあったと思ってるんじゃないかって。なにもなかったのよ、少なくとも祐貴君にとっては。あるとしたら――」

「俺が見ていたっていう、別の女の子と……？」

　単純な話かもしれないが、どうにも頭の中でまとめきれない。

　中学の頃、俺が好きだったのはかなみじゃないとすると、誰なんだ。

　俺おれは、その子のことを丸ごと忘れてしまっている？

　桜並木の下で、俺を睨にらんでいたあの子は――

　俺はかなみに「大嫌い」と言って、その子にも同じことを言ったのだろうか。

　少なくとも、俺は好きだった子に「大嫌い」と言ったことは覚えてる。

　かなみは、その子のことも知っている。同じ中学の子なのか？　それとも？

　それを訊きいてみたいような、訊いてはいけないような……。

　違う、そうじゃない。

　俺が今気にするべきことは――

「と、思い出話はこのくらいにしておきましょうか」

「……参ったな、今大事なところなのに」

　かなみの視線の先を追いかけると、金髪のヒメビトがこっちに近づいてくるところだった。

　ヒメビトは、俺たちの前で立ち止まると、ぎろりと睨んできた。

「まったく、またとんでもない目に遭わせてくれたなあ。今度こそ、ここで終わりにさせてもらうで」

「ブルマは無事に見つけられたのか？」

　どうでもいいことだが、一応訊いておく。

「見つけたわ！　見つけて、ビリビリ破ってから捨ててきたったわ！」

「なんだ、捨てちゃったのか」

「当たり前やろ！　男にしゃぶられたブルマなんて、もうはけんわ！」

「しゃぶってねぇよ！」

　誤解するにしたって、極端すぎる！

「まあ、それがホンマなら一安心やわ。つっても、神しん堂どう祐ゆう貴きも殺すけどな！」

「殺されてやれないし、おまえと遊ぶのもそろそろ終わりだよ」

　俺は呆あきれつつも、きっぱりとそう言い切った。

「は？　自信満々でなに言うてんねん。あんだけいいようにやられといて」

「そうだな。おまえは強いよ。俺よりずっと強いし、かなみもその爆弾がある以上、どうにもできない」

　澪みおなら打撃をくらおうが関節を決められようが、パワーで押し切れる。ハルカも戦闘技術に関しては、このヒメビトより上だろう。あの二人なら、爆弾があろうがなかろうが、このヒメビトに勝てる。だが、俺たちには無理だ。それははっきりわかった。

　だが――

「どうにもできなかったのは、さっきまでだ。悪いけど、これ以上おまえとは遊んでられない。いや、おまえはなかなか面白い奴やつだから、また今度遊んでやってもいいけど」

「だから、なにを偉そうに言うてんの。わたしが本気になったら、遊んでる暇なんかないで。もう二度とわたしのパンツは脱がせられへんわ！」

「パンツを脱がすのが目的じゃねぇよ！」

「もし、脱がせられたらそのまんま犯してもええわ」

「んなことするか！」

　大事な大事な処女じゃなかったのか！　そこまで自信があるのか！

「よかったわね。魅力的な提案じゃないの」

　かなみが、じろりと半目で俺おれを睨にらんでくる。いくら相手がヒメビトでも、無む理り矢や理りどうこうするなんてありえねぇっての。

「ああもう、そうじゃなくて。決着をつけようって話だよ」

「望むところや。こっちこそ、もう遊びはおしまいにしたいしな。わたしはヒメビトやからな。ヒメ神ガミをぶち殺したくてたまらん。その邪魔をする奴やつもな」

「それは無理だ」

　また、俺ははっきりと言い切った。

　頭は妙に澄み切って、冴さえ渡わたっている。

　あのときとは違う。

　ハルカがシズカに傷つけられて、その怒りで能力を使ったときとは違う。

「かなみの気持ちがはっきりわかったんだよ。自分の気持ちも」

「は？　今度はなんや？」

「かなみは俺を好きでいてくれた。なのに、俺はろくでもないことを言って、きちんと答えを返してなかった」

「……あたし、今でも好きだなんて言ってないわよ」

「違うのか？」

「違う、とは言わないでおいてあげるわ」

　かなみは、ぷいっと視線を逸そらしながら言った。

　その答えで、俺には充分すぎる。さっきまでの“〝素直なかなみちゃん”〟は引っ込んだようだけど、彼女の性格を考えれば、今の答えはすべて肯定したようなものだ。

　俺にとって、鳴なる神かみかなみは大切な女の子。

　もう二度と、どんな理由があろうと「大嫌い」だなんて言わない。

　彼女は俺が好きな、守るべき女の子なんだ――

《ヒメ神のためなら、かなみのためなら、俺はこの力を使える。おまえにも聞こえているだろ、そこのヒメビト》

「うっ……！」

　金髪のヒメビトは、すっと一歩後ろに下がった。

　怒りではない。今度は守るために、優しくするために――進化した力が使える。

　既に『王の声オーバーロード』は発動している。シズカを無理矢理に従わせたあの『王の声』が。

《答えろ、ヒメビト》

「なっ、なんや……」

　俺おれの言葉に押されるようにして、ヒメビトが一歩二歩と下がっていく。

　やはり、ヒメビトといえども今の俺の『王の声オーバーロード』には逆らえないらしい。もう、ヒメビトの名前を知る必要もない。ただ語りかけるだけで従わせることができる。

《質問だ。その爆弾は本物か？》

「ほ……本物や。千ち華か嬢じようちゃんからもらったもんやから、間違いない」

《あの人にも困ったもんだな……。爆弾を全部取り外して、制服の上着にくるんでこっちに渡せ。慎重にな》

「うっ……」

　ヒメビトは言われたとおりに上着を脱ぎ、爆弾を取りつけたベルトを慎重に外し、上着にそっとくるんだ。俺にゆっくりと近づいてきて、その上着を差し出してくる。

《よし。それじゃ、これで終わりだな》

「ううっ、なんでや……なんでわたしがこんな奴やつに……」

　ヒメビトは悔しげに言って、地面に膝ひざをついた。

　爆弾さえなくなれば、もうこのヒメビトにはどうしようもあるまい。俺の『王の声』にもかなみの電撃にも勝てないだろう。

「祐ゆう貴き君、もういいの？」

《ああ。無理に倒す必要はないだろ。そろそろ騒ぎも大きくなってきたしな》

　また、俺たちの周りに野や次じ馬うまが集まり始めている。さっきヒメビトが差し出したものが爆弾だとは思わないだろうが、彼女が上着を差し出したのも地味に異様に見えただろう。

「ねえ。それが、あなたの新しい力なの？」

《まあ、聞いただけじゃわからんだろうけどね。ヒメ神ガミに効かないことに変わりはないみたいだし。でも、いつ使えなくなるかわからないから、今のうちに言っておこう》

「なによ？」

　きょとんとしているかなみに笑いかけ、彼女の肩に手を置いた。

《かなみ、俺は君が好きだ。あの頃はなんとも思っていなかったかもしれない。だけど、今は違う》

「……そうね。今は違う」

　かなみも、にっこりと笑ってくれた。

　彼女のこんなにまっすぐな笑みを見たのは初めてかもしれない。

「あたしも、あの頃の気持ちとは違うわ。そろそろ、認めるしかないものね」

《なにを？》

「祐貴君が他のヒメ神や女の子とイチャついてても許すわ。もう今さら、その程度のことであなたをあきらめるわけにはいかないもの。だって、あたしは他の誰よりも長くあなたと――あなたのことを――」

《ありがとう》

「……バカね」

　そうだ、かなみは中学の頃に俺おれを好きになってくれて。

　たぶん、あの頃から今日まで彼女の気持ちは変わっていなかったんだ。

　こんなに嬉うれしいことが、他にあるだろうか。

「あら……？」

「ん？」

　かなみの右手薬指に着けられたトパーズの指輪が淡く光っている。

　違う、それだけじゃない。

　誓約エンゲイジのときに指輪の表面に刻まれた幾何学模様に沿うようにして、トパーズにヒビが入り始めている。

「なにこれ、どうなってるの？」

「指輪が……割れる？」

　たびたびおかしな現象を見せていた指輪だが、やはりただの宝石ではないのか。

「そんなん……そんなん、どうでもええわ！」

「ちっ……！」

　膝ひざをついていたヒメビトが立ち上がり、こちらに向かって襲いかかってくる。やはり、『王の声オーバーロード』で押さえつけておくべきだったか。

　もう一度、さっきの『王の声』を再起動――

「あらあら、困った子ねぇ」

「え？」

　すっ、と音もなく誰かが俺とヒメビトの間に割り込んできた。

　その見慣れた小さな背中は――

「なんやお嬢ちゃん！　邪魔すんなや！」

「嫌ねぇ、お嬢ちゃんだなんて。ババァでいいわ」

　まったく緊張感もなくそう言った人は、飛びかかってくるヒメビトに無造作に手を伸ばして。

　その人がひょいっと手をひねったのと同時に、ヒメビトの身体からだも一回転していた。

「きゃうっ！」

　一回転したヒメビトは、足をはしたなく大きく開いて地面に尻しり餅もちをついた。きちんとはき直していたパンツがばっちり見えてしまっている。

「はい、おとなしくしててねぇ。別に殺しゃしないから」

「いたっ、いたたたたたっ！」

　その人は――母さんは、ヒメビトの手首を掴つかんで笑っている。特に力を入れているようにも見えないが、ヒメビトは足を開いた格好のままで身動き一つできないようだ。

「お、おまえこの力……もしかして、おまえもヒメビトなんか！」

「さあ、どうかしらねぇ」

「え……」

　母さんが、ヒメビトだって？

　実は妖よう怪かい変へん化げですと言われてもさほど驚かないが、まさかヒメビトだなんて……。

「半分当たりで半分外れってとこかしらねぇ。少なくとも、私はヒメ神ガミを狙ねらったりはしないしねぇ。ババァは長い人生生きてるから、いろいろあるのよ、いろいろ」

「な、なんやそれ……このクソババァ！」

「ババァはいいけど、クソはいただけないわぁ」

「いたたたたたっ！」

　母さんが笑顔のままで、ヒメビトの腕をぐっとねじり上げた。あー、あれは痛そうだ。

「さて、おイタをした子には行ってもらうところがあるのよぅ。大丈夫、ちょっとばかり遠いけどお菓子とジュースがいっぱいあるから」

「ホ、ホンマか!?」

　腕をねじられながら、ヒメビトがぱっと明るい顔をする。

　うん、薄々勘づいてたけど、このヒメビトはアホの子だな。案外、マツリといい友達になれたりするんじゃないだろうか。

「とりあえず、注目も集めちゃってるし、一時撤退しますかねぇ。行くわよ、ユウ、かなみちゃん」

　そう言って、母さんは今度は俺おれたちに笑顔を向けた。

　もちろん、俺にもかなみにも異論はなかった。





「はー、やっぱり我が家はいいわねぇ。おっ、ヨタハチ、ユウをいじめなかったでしょうね？」

「…………」

　母はセーフハウスのリビングでごろごろしながら、近寄ってきた猫に楽しげに話し掛ける。猫にいじめられるような息子だと思ってんのか……？　この家のヒエラルキーは、かなみ、ヨタハチ、俺の順番みたいな気はするが。

「あの、里り菜なさん？　さっきのヒメビトはどこに行ったの？」

　かなみが、おずおずと尋ねる。

　それは俺もかなり気になってた。

　ここに来る前に、母の知り合いらしき綺き麗れいな女の人が車でやってきて、母がロープでがんじがらめに縛り上げておいたヒメビトを連れて行っちゃったんだよなー。知り合いの人は、マツリが会ったっていう母の部下なのかもしれない。

「心配しないで、別に殺しはしないから。むしろ、安全で平和なところに送るだけよぅ。ちょっぴり、陸の孤島っぽいところではあるけど」

「それ、監禁っていうんじゃないか……？」

「人聞きの悪いことを言う子ねぇ。ヒメビトは、ヒメ神を狙ってくるんだから隔かく離りくらいしないと、殺さない限りまた襲ってくるのよぅ？」

「そりゃそうだけどさ……」

　俺おれだって、ヒメビトだろうと殺したくはない。特にさっきのヒメビトはアホではあったが、どことなく憎めない奴やつだった。あんなおもろそうな女の子を隔かく離りするのももったいないくらいだが。可愛かわいいパンツをはいてたし。

「大丈夫だってばぁ。私も、同類を悪いようにはしないわよぅ」

「なんかもう割とどうでもいいけど、あんた本当にヒメビトなのか？」

　いろいろと普通じゃないところがある母だし、俺より年下に見えかねない若さも人間じゃないとなると納得もできる。

「一応ヒメビトではあるわねぇ。ただ、さっきもあの金髪ちゃんに言ったけど、半分は違うって感じ。ちょいとね、他のヒメビトとは別のお仕事があるのよぅ。だいたい、ヒメビトは影カゲヒメにはならないけど、二十歳になる前に能力が消えて普通の女の子になっちゃうからね。これでも私、三十八歳なのに、ヒメビトの力はまだ健在なのよぅ」

「あんた、普通の母親じゃないと思ってたけど、普通のヒメビトですらないのか」

　なんてややこしい。実はヒメビトでした、で済めばまだわかりやすいのに、まったく厄介な人だ。

「そんなに気にしないでいいわよぅ。私は基本的に裏方だから。まあ、たまにヒメビトとか倒したりしてたけど」

「それ、あんたがやってたのか！」

　無人島で出会った女神――女神と名乗る誰かが言っていた。ヒメビトはヒメ神ガミを狙ねらってくるはずなのに、なぜかあの島でシズカに襲撃されるまで一人も現れなかった。それは、誰かがヒメビトを倒して回っているからだとか……。

「若干、ルール違反ではあるんだけどねぇ。ユウがのんびりしてるから、まだヒメ神の子たちはたいした力もないでしょぅ？　ちょこっと、心配になってね。倒した子たちは、ちゃんと保護してるから大丈夫よぅ」

「はぁ、そうっすか……」

　この人、一年ちょっと前に失しつ踪そうしちゃったけど、もしかしてその頃からヒメビトを倒して回ってたんだろうか。確かに、裏方だなあ……。

「そのあたりの話はわかりました。とりあえず、あのヒメビトは片付いたんですし、そのことはいいです。でも、里り菜なさんが戻ってきたということは……」

「もちろん。調査はあらかた終わったわよぅ。こっちの準備も整ったしね。あとは、あんたらの決断次第。さて、どうするのかしらねぇ？」

　思わせぶりに言って、母さんはヨタハチを抱き上げた。無愛想な猫が、当たり前のように母に身を寄せている。俺にはちっともなつかなかったのに……。

　俺は一つため息をついて、母さんの顔をまっすぐに見た。

「答えるまでもないだろ。準備ができたのなら、行こう。今すぐにでも」

　ここでのかなみとヨタハチとの暮らしは楽しかった。だけど、それももう終わりにしなくちゃいけない。

「ええ、どっちみち、里り菜なさんが戻ってこなくても行くつもりだったしね」

「ははは、二人ともけっこう血の気が多いのねぇ。いいタイミングで戻ってきたということかしら」

　そう、ヒメビトの襲撃で出鼻をくじかれたところはあったが、俺おれたちはもう行くと決めていた。

　澪みおも慧けいも朱あか音ねも、たぶんハルカや千ち華か姉ねえ、それに貴き理りだって桃もも女じよで俺たちを待っている。

　一秒でも早く、彼女たちを迎えに行ってあげないと。

「じゃあ、二人とも着替えてもらおうかしらねぇ」

「え、着替える？」

　当たり前じゃないの、と母は笑った。

　そして、さっき買った制服を着たままだった俺たちを意味ありげに眺めてくる。

「これから登校するんだから、桃女の制服じゃないとまずいわよぅ？」



    

  
    
      
３章　突撃、桃とう花か泉せん女子学院！



　桃花泉女子学院の中等部と高等部は、奥深い山中にある。

　周囲数キロに及ぶ山々は、学院のオーナーである神しん堂どう家けの私有地で、生徒のほとんどが良家の子女という関係上、人や車両の出入りは厳しく監視されている。

　銃刀法など知ったことかと言わんばかりの武装をした神堂家直属の私兵たちが検問を設け、山中をパトロールして蟻あり一匹見逃さない監視体制を構築している。もし、お嬢様だらけの女子校目当てで侵入しようと企たくらむ不届き者がいたら、あっという間に蜂はちの巣にされかねない。

　俺たちはヘリコプターで、桃女へと向かっている。いちいち検問やパトロール部隊とやり合っていては、効率が悪すぎる。ヘリはヘリで目立つけど、さすがに桃女の防衛部隊も対空装備はさほど整っていない。

　バラバラと轟ごう音おんを立てながら、ヘリは晴れ渡った空を飛んで行く。

　金髪のヒメビトに襲われ、母さんと再会した翌日、俺たちはすぐに行動に移ったのだ。

　乗っているのは米軍で採用されているＭＨ－｜６「リトルバード」という小型ヘリだ。定員はわずか四名。軽量で機動性が高く、急襲作戦において戦闘員の搬送、空中からの援護に使われることが多い。

　ヘリを用意したのは我が母だが、なんで米軍のヘリなんぞ持ってこられたのか、深くは突っ込むまい。うちの母だから、というだけで納得しておくことにする。

　そして、当然のように操そう縦じゆうしているのも母である。正式なライセンスを持っているそうだが、どこでなんのためにそんなもの取得したのやら。

　考えてみれば、うちの母さんって神しん堂どう家け当主の嫁だったんだよな。ファーストレディほどとは言わないが、世界的にも知られた存在だったはずだ。ヒメビトと戦っていたり、一年以上も失しつ踪そうしていたり、今度はヘリで桃もも女じよに突撃をかまそうとしていたり、とんでもない人だよなあ。

「ユウ、そろそろよ。準備しときなさいよぅ」

「了解」

　インカムから聞こえてきた母の声に応こたえる。操縦席は手が届くくらい近いが、ローターの音がうるさすぎて、インカムなしでは会話がしづらいのだ。

　俺おれは桃女の夏服の上に抗弾ベストを着て、弾薬と閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんなどをぶち込んだポーチを腰に着けている。

　弾倉を一本ポーチから出して、Ｍ４アサルトカービンライフルにはめ込み、レバーを引いて装そう填てんする。このＭ４は母に用意してもらったもので、ドットサイトとフォアグリップでカスタマイズしてある。動作チェックは充分にしたし、照準も調整済みで、準備は完かん璧ぺきだ。

「ところで、ユウ」

「なに？」

「本当にゴム弾でいいのぅ？」

「……いいんだよ」

　弾倉は十一本持っているが、すべて非殺傷のゴム弾である。母は実弾も用意していたが、俺が選んだのはゴム弾だった。

「相手はＧガールズだ。殺すわけにはいかないだろ」

　そう、母の調査結果によると今はＧガールズが桃女の警備を固めていて、俺たちが来るのを待っているらしい。

「そのＧガールズも必死よぅ。なんといっても、貴き理りが人質に取られているんだから」

「人質か……」

　千ち華か姉ねえは貴理をどこかに監禁してしまったようだ。貴理のそばには常に軍曹がいたはずだが、ヒメビトにかかればさすがに軍曹でも抵抗しきれなかったか。

　貴理の命が惜しければ言うことをきくように――と、我が従姉いとこはＧガールズに命令して、桃女の周囲を固めさせているということらしい。

「俺たちが桃女に着いたら、抵抗してくるんだろうなあ」

「桃女の警備を命じられている以上は、そうでしょうねぇ。はっきり言って、Ｇガールズにとって大事なのは貴理であって、ユウじゃないのよぅ」

「でも、向こうが殺しに来たとしても、こっちも殺さなきゃいけないわけじゃない」

「甘いわねぇ。ま、その甘いやり方で上う手まくやってみせなさい」

「そうするよ」

　母は俺おれの考えを認めてくれなくても、止めることもしない。サバイバル訓練のときは、母が絶対的な命令権を持っていたもんだが、もう教えられるだけの立場は卒業ってことだろうか。

　これから待っているのは実戦だ。いちいち、母にどうするのか教えを請うわけにもいかない。

「しかし、わざわざＧガールズを動かして俺たちを待ち構えてるなんてな。千ち華か姉ねえ、そこまでやるのか……」

「千華は、ヒメ神ガミの運命そのものにケンカを売ったんでしょ？　だったら、王様のユウやヒメ神のかなみちゃん相手に戦闘を仕掛けるのは別におかしくないわよぅ。命まで取るかどうかは知らないけど」

「命、ね……」

　俺は、隣に座っているかなみにちらりと目を向けた。桃もも女じよの夏服を着た彼女は、硬い表情をしてヘリの外の風景を見つめている。

「かなみ、やっぱり防弾着くらい着けたほうがいいんじゃないか？」

「いらないわ。防弾着なんて美しくないもの。それは校則違反よ」

「そりゃ、桃女の服装に関する規則はただ一つ――美しくあれ、だけどさ」

　Ｇガールズの警備網に飛び込むということは、撃たれる可能性は極めて高い。撃ち合いになれば、死ぬか生きるかは運任せだが、装備を固めておけば生き残る可能性は上がる。

「心配しないで、あたしも死にたくはないから、危険なことはしないわ。撃ち合いは祐ゆう貴き君に任せるから」

「はあ、そうっすか……」

　かなみに銃を持たせるつもりもないから、それでいいんだけど。

「警備ロボットとヒメビトが出てきたら、あたしが片付けるわ」

「爆弾を着けてるバカがまた出てこなけりゃいいなあ」

　あんな無む茶ちやをするのは、あの金髪ヒメビトだけだと思いたいところだ。

　ほとんどの生徒や職員は夏休みで帰省しているものの、まだ数人は残っているらしい。千華姉は彼女たちにある程度の自由を許しているようだ。ヒメ神やメイドたちだけでなく、一般の生徒を巻き込むのもまずい。みんな、おとなしくどこかに隠れていてくれるといいんだけど。

「いろいろと制限のある戦闘だよな。千華姉も面倒な状況をつくってくれたもんだ」

「ぼやいてる場合じゃないわよぅ。ほら、来た」

「来たって……わっ！」

　タタタタ、と銃声が響き始めた。

　話している間に桃もも女じよの警戒エリアに入っていたようだ。周囲を警備していた部隊が、ヘリに向けて地上から発砲してきている。

「警告もなしにいきなり撃ってくるのかよ」

「警備部隊の交戦規定は、『怪しい奴やつがいたら撃て』だからねぇ」

「なんて好戦的な……」

　これまで桃女に侵入しようとした不届き者が一人もいなかったとは思えないからなあ。どんな目に遭ったのやら。

「さあ、行くわよぅ。このまま桃女に突っ込むからね」

　母はヘリの速度を上げ、地上からの銃撃を無視して突き進んでいく。時折弾丸が機体をかすめつつも、ヘリはダメージを受けることなく飛び続ける。

　すぐに見慣れた桃女の校舎、そしてその周囲を取り囲む高い塀と見張り台が見えた。塀よりも高い位置にある見張り台に、ある物が据えられているのを発見して、さーっと血の気が引いていく。

「機き関かん銃じゆうだ！」

　見張り台には武装した二人の兵士がいて、機関銃の銃口をこちらに向けている。おそらくＭ60――ベトナム戦争の頃から現代に至るまで使用されている、きわめて優秀で強力な兵器である。

「ヤバイぞ、母さん！」

「ユウ、あんたの出番よぅ！」

「ちっ！」

　このリトルバードには武装がないが――射手ならここにいる。

　俺おれはＭ４を構え、ドットサイトを覗のぞき込こみ、スコープの中央に浮かんでいる赤い光点を機関銃を構えている兵士に合わせる。

　セミオートで四発の銃弾を撃ち込む。ゴム製の弾丸は狙ねらいをあやまたずに二人の兵士を倒した。

　非殺傷のゴム弾とはいえ、エアガンなんかとはものが違う。二、三発も撃ち込まれればヘルメットや抗弾ベストで武装した兵士でも、意識が飛ぶ。かつて、暴走状態だった澪みおでさえも止めたのだ。並の人間を倒すには充分すぎる。

「あなた、こういうことだけは得意なのね」

　かなみが呆あきれた目で見ている。まあ、揺れるヘリの上、しかも目標まで三百メートル以上はあったところで当てたのだから、自分でもちょっとびっくりだ。

「時々、祐ゆう貴き君って凄すごいのか凄くないのかわからな――きゃあっ」

「うおっ!?」

　のんきに会話をしている場合ではなかった。

　見張り台だけでなく、桃女のキャンパスのあちこちにＧガールズらしき兵士たちがわらわらと出てきて、銃撃を始めていた。

　カン、カンと乾いた音を立ててヘリの機体に銃弾が当たっている。ライフルや機き関かん銃じゆうの弾丸くらいでヘリは撃げき墜ついできないが、こちらは機体のドアを開けっ放しなので、いつ弾が飛び込んでくるか気が気ではない。

「ねえ、祐ゆう貴き君。あそこの見張り台の人が構えているのはなにかしら？」

「え？　あそこって……げぇっ！」

　かなみがのんきそうに言って指さしたほうを見て、俺おれはぎょっとする。

　見張り台にいる兵士の一人が構えているのは、対戦車ロケット弾――ＲＰＧだった。Ｍ４を向ける暇もなく、爆風を噴き出しながらロケット弾が発射される。

「母さん！」

「大丈夫よぅ！」

　母さんは機体を鋭く動かし、ロケット弾をやり過ごす。あらかじめ攻撃を読んでいたかのような、見事な回避だった。

「ははは、甘く見ては困るわねぇ。だいたいＲＰＧなんてバカみたいに撃ちまくらなきゃ、飛んでるヘリを落とすなんて――」

「ちょっと、祐貴君、里り菜なさん！　来てる来てる！」

　かなみが、今度は慌てた声を出した。

　地上や見張り台から、ロケット弾がどかどかと発射されていた。爆風と煙で視界が埋まるほどの量だった。バカみたいに撃ってきてる！　手加減知らねぇな、おい！

「まずいわ、ユウ、かなみちゃん！　中庭に降りるわよぅ！」

「了解！」

　本来は宝石の宮パレスがある林の近くに着陸する予定だったが、やむをえまい。ここで撃墜されちゃシャレにならない。ヒメビトであらせられる母上はともかく、俺とかなみは死んじゃいかねないし。

　母は小回りの利くリトルバードを手足のように動かしてロケット弾を回避し、着陸体勢に入る。俺はかなみの身体からだをしっかりと抱き寄せて、身体を固定して着陸の衝撃に備える。

「――着陸！」

　ずずん、と衝撃が来てヘリが中庭に降り立った。

　すぐに銃弾が殺到してきて、ヘリの機体に次々に当たってくる。俺はかなみを背中にかばいつつ、Ｍ４の照準を定めて正面にいるＧガールズたちを撃ち倒していく。

「って、おい！　なんかすげぇ数だぞ！」

　どこにそんなにいたのかと突っ込みたくなるほど、兵士たちがわらわらと集まってきている。Ｇガールズだけでなく、桃もも女じよの通常の警備部隊も千ち華か姉ねえに従っているようだ。彼女たちは中庭のベンチやゴミ箱、茂みの陰に身を隠しつつ、こちらを撃ってきている。

「しょうがないわねぇ。ユウ、かなみちゃん。私があの子らの相手をするから、あんたらは先に行きなさい！」

　そう言いながら、母さんがヘリから降りて地面に伏せた。そしてミニミ軽機関銃を構え、猛もう然ぜんと撃ち始めた。狭いリトルバードのコックピットのどこにあんなかさばる銃を載せていたのやら。

　とりあえず、母の申し出はありがたく受けることにして、俺おれはかなみのカバーをしつつ、ヘリから降りた。機体を楯たてにしながら、Ｍ４を数発撃って牽けん制せい。その間にかなみを――

「祐ゆう貴き君、なにしてるの。こっちよ！」

「……はーい」

　かなみは既に数メートル離れたところまで移動して、太い木の陰に身を隠していた。わざわざ誘導するまでもなく、自分がやることをわかっているらしい。かなみもだいぶ荒事に慣れてきたなあ……。

「それじゃ、母さんよろしく」

　一人だけ残していくなんて、普通ならありえないが、なんといってもこの人は俺の母だ。むしろ心配するべきは――

「わかってるわよぅ。誰も殺したりしないって。本当なら容赦するべきじゃないんだけど、私だって元はＧガールズだったんだからねぇ。後輩は殺したくないわぁ」

　波は瀾らん万ばん丈じようの人生を生きてるこの人は、Ｇガールズの初代隊長でもあったんだったな。それなら、安心してもいいか。

「ユウ、あんたこそしっかりやりなさい。あんたの後ろにはかなみちゃんがいるの。そして、目指す先にはヒメ神ガミたちがいる。それを忘れなければ、ユウは誰にも負けない。というか、そんなヤワな子に育てた覚えはないわぁ」

「……だろうな」

　ヤワな子に育てました、なんて言いやがったらグレるところだ。訓練という名の嫌がらせの記憶はこの身体からだそのものに刻み込まれている。

　そうだ、相手がＧガールズだろうとヒメビトだろうと、立ちはだかる者がいれば全部倒す。そうしなければ、俺の大事な女の子たちは守れない。

　ヒメ神たちのためなら、どんな相手とでも戦える。

　俺は、二度のヒメビトとの戦いでそれを知った。だから、恐れることはない。

「うおっ!?」

　弾丸が頭のすぐ近くをかすめ、俺は思わず身をかがめる。

　前言撤回、そりゃ怖いことはある。怖いことはあるけど――

「行くぞ、かなみ！」

「行くぞ、じゃなくてあなたがさっさと来なさい！」

「そうでした！」

　俺は笑いながら、かなみのところへ走る。

　怖いものは怖い。

　でも、自分のやるべきことが見えていれば、ためらう道理なんて――ない。





　俺おれとかなみは中庭を抜け、桃もも女じよ高等部の敷地内をひたすらに走っていた。

　桃女の敷地は四つに分かれていて、今いる右上のエリアに中等部と高等部の校舎や女子寮などがある。

　俺たちが目指しているのは、左下にあたるエリア――そこにある宝石の宮パレスだ。

　慧けいは宝石の宮に閉じ込められていると言っていた。母の調査でも、ヒメ神ガミたちを監禁している場所は宝石の宮以外に考えられない、とのことだった。二重に確認したのだから、間違いないだろう。

　あの通信の後、どこかに移送された可能性も低くはないが、他に手がかりがないのだから、そこに行ってみるしかない。

「祐ゆう貴き君、上よ！」

「――！」

　かなみの声に反応し、正面の校舎から顔を出していた二名のＧガールズに向けて発砲した。俺の足下に弾が突き刺さってきたが、気にせずにそのまま撃ち続ける。数発撃って、校舎にいたＧガールズたちに命中し、姿が見えなくなる。

「あっちは遠えん慮りよなく実弾で撃ってくるなあ。怖い怖い」

　俺はぼやきながら、駐車していた警備部隊の車の陰に隠れ、弾倉を交換する。

　ヘリを降りてから二十分くらい経たっているのに、まだほんの数百メートルしか進んでいない。宝石の宮までは、まだまだ距離がある。いちいち、Ｇガールズや警備部隊が現れてくれるので、まったく進めないのだ。

　敵は四方八方から攻撃してくるので、まるで気が抜けない。母さんは上う手まく立ち回って、Ｇガールズたちを引きつけてくれてるだろうに、それでもこんなに厄介だとは。千ち華か姉ねえめ、警備部隊を増員したんだろうか。

「おっと。あくまで千華姉は敵じゃなくて、俺の楽園ハーレムに入れる人。敵じゃない、敵じゃない……」

　独り言をいいながら、車の陰から身を乗り出す。よし、前に兵隊の姿はない――いや、いる！

　空を飛んでくる三つの物体が目に入った。真っ黒なゴミのように見えるそれは――

「手しゆ榴りゆう弾だんだ！　伏せろ、かなみ！」

「嫌よ」

　隣にいたかなみは、さらりとそう言うと、人差し指を伸ばした右手を空に向ける。ばりばりっと凄すさまじい音が響いて、指から発せられた電撃の光が手榴弾に突き刺さった。続けて二回、電撃が空気を引き裂き、爆音が轟とどろく。

「……すげぇな。手榴弾を撃ち落とすとは」

「少しはあたしも手伝わないと。祐貴君に頼りっぱなしっていうのもイラッとするからね」

「イラつくんだ……」

　相変わらずの、意地っ張りの負けず嫌いさんで。

「さあ、行くわよ。もたもたしてると、澪みおさんたちのほうが飛び出してきちゃうかもしれないわ。その前に助け出さないとね」

「かなみにしちゃ珍しいな。恩を着せようなんて」

「ヒメ神ガミ同士の争いは熾し烈れつなのよ。チャンスは有効に使わないとね」

「たくましくなられて……前からたくましかったけど」

　俺おれは苦笑しつつ、Ｍ４を構えて前進する。

　さっきの手しゆ榴りゆう弾だんを投げてきた奴やつらが近くにいるはずだ。かなみの電撃で驚いただろうが、それだけで逃げ出すような連中でもあるまい。

　近くにいる、か……。

《Ｇガールズ！　武器を捨てて投降しろ！　両手を挙げてこっちに来るんだ！》

『王の声オーバーロード』で、正面にいると思われる兵士に声を掛ける。いや、正面にいなくても声が届く範囲にＧガールズがいれば出てくるはず……。

「……反応ないわね」

「ないな」

　かなみの言葉に、俺は頷うなずく。

　どうやら、あちらさんは『王の声』の射しや程てい距きよ離りを見切っているらしい。さっきから、やたらと遠くから撃たれると思っていたけど。

　実は「俺の口を塞ふさぐ」という単純な手段に続いて、「遠くに離れる」も『王の声』を封じ込める手段の一つだ。『王の声』はただ俺の声を聞かせるだけではダメで、相手が俺の言葉の意味をはっきり理解しないと効果を発しない。遠くに離れた相手に「なんとなくなにか聞こえた」という程度では通じないのだ。

　Ｇガールズは、以前に俺に『王の声』で無む理り矢や理りに従わされたことがあった。対策くらいは練ってあったのだろう。それを警備部隊に伝えない理由もない。

「地味に少しずつ進んでいくしかないのかな」

「あたしの最大出力でこの辺をなぎ払っちゃおうかしら」

「待て待て、近くに生徒がいたらどうするんだ！　だいたい、真っ先に俺がやられるだろ！」

「あたしのストレス解消にはなるわ」

「俺の命も一緒に消えるっての！」

　なんて物騒なことを考えるんだろう。そこまで強引に進めていいなら、もっと強力な火器とか持ってきてますよ。さっき散々撃たれたＲＰＧとかね。

　ここは俺たちの大事な学校であり、家でもあるのだ。人はもちろん、物だってできるだけ壊したくはない。

「バカ、冗談に決まってるでしょ。冗談でも言ってないと、やってられないわ」

「怖いなら、遠えん慮りよなく俺に抱きついてもいいよ」

「あなた、今さら抱きつかれた程度で嬉うれしいの？」

「そりゃあもう。どうせなら、またキスくらいはできるともっと嬉しいな」

「また……？」

　あ、しまった。

　船から落ちたかなみを海中で捕まえたとき、意識を失っていた彼女に人工呼吸してしまったことはまだ話してないんだった。人命救助なんだから、後ろめたいことはなにもないんだが、話すのはなんとなく怖いというか……。

　かなみがあからさまに怪しんでる目をして、ずいっと顔を近づけてくる。わー、近くで見るとやっぱりとんでもなく可愛かわいいなあ。戦闘で荒すさんだ心が癒いやされていくなあ。

「祐ゆう貴き君、まさかあなた、あたしの寝込みを襲って……」

「そ、そんなわけない！　寝てる女の子を襲うような鬼畜じゃないって！」

「……それもそうよね。祐貴君はエッチだけど、そんな度胸はないものね」

「ええ、そうです、そうです」

　俺おれはぶんぶんと首を振って頷うなずく。

　チキンだと思われるのも微妙だが、襲ったわけじゃないのはまぎれもない事実だ。

「じゃあ、さっきの『また』はなんだったのよ。あなただって、けっこう思わせぶりなことを――」

　かなみが口をつぐんで、キッと目を細めた。

　彼女が見ている先にあるものに、俺もすぐに気づく。

　いったいどこから湧わいて出たのか、ほんの数メートルの距離のところに二つの人影が見えた。

　でたらめな速度で、身を隠すことすらせず、こちらに迫ってくる。

　一人はＧガールズと同じ装備で、ライフルは持たずにナイフを右手に構えている。もう一人はメイドの格好で、なにを考えているのか金属バットを持っている。

　そして、二人とも目と口の部分を細く黒く塗った、不気味な仮面を着けている。

　考えるまでもなく、あの二人はヒメビトだ。撃たれても平気な自信があるから、全身をモロにさらしているんだろう。

　彼女たちが、あの金髪のヒメビトと同じように腰に爆弾を巻いているのも見えた。

　まったく、同じ手とは芸がない！

　俺は素早くＭ４を構える。距離が近すぎて、照準を定めている暇もない。それでもこれだけ近ければ、サイトを使わなくても自分の目だけで充分だ。

　千ち華か姉ねえが、Ｇガールズとメイドに潜り込ませていたヒメビトたち。仮面をかぶっているので誰なのかわからないが、俺と会話を交わしたことがある相手かもしれない。

　でも、ごめん。俺たちの前に立ちふさがるなら、加減はできない。

　俺はＭ４を連射して、二人のヒメビトの頭に弾丸を数発叩たたき込こむ。もちろん、これもゴム弾だ。ヒメビトと数回戦ってわかったが、ヒメビト相手のときは実弾よりゴム弾のほうがむしろ都合がいい。

「ぐっ！」

「うああっ！」

　ヒメビト二人が悲鳴を漏らして、その場に膝ひざをついた。実弾で撃たれても即座に回復してしまうヒメビト相手に、ゴム弾を何発撃ち込んでも死ぬことはまずないだろう。

　しかし、強力なゴム弾を頭に数発くらえば、脳が揺れる。ヒメビトだって身体からだの構造は人間と同じだ。脳が揺れれば、目の前の二人のようにまともに立っていられなくなる。

　これが実弾では、頭を撃てばさすがに殺してしまう。甘いと言われても、それだけは避けなければならない。

　俺おれは膝をついた二人に向かって走りながら、腰から大型のナイフを引き抜く。以前、ハルカに少しだけ受けた白兵戦のトレーニングを思い出す。刃先まで神経が通っているかのように、ギリギリのミリ単位で俺に当てることなくナイフを振るっていたハルカの姿を。

　ハルカに教わったとおり、刃の長さを見切ってＧガールズとメイドが腰に巻いていた爆弾付きのベルトをすぱっと断ち切る。服も肌も傷つけることなくベルトだけを切り、爆弾ごとベルトを強引に引き抜いた。同時に、二人のヒメビトは限界に達して意識を失ったのか、その場に倒れてしまう。

「はーっ…………」

　やれやれ、今度こそ上う手まく爆弾を取り上げられたか。

　二本のベルトには、それぞれ三つずつの爆弾が取りつけられている。まったく、恐ろしい連中だよ。こんなものを着けたまま、銃を持った相手に突撃してくるんだから。

「自分の命をなんだと思ってるんだ、この人たちは……」

　まあ、千ち華か姉ねえに俺が絶対に撃たないと吹き込まれてるのかもしれないが。

「他にも物騒なもの、仕込んでないだろうな？」

　倒れたＧガールズの腰のポーチを漁あさって手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、続いてメイドのほうのロングスカートをめくって足首や太ももに妙なものがないか確認――

「こらっ」

「いたっ」

　ぽかっ、とかなみに平手で頭を殴られた。

「思いっきり寝込みを襲ってるじゃないの。なにをしてるのよ！」

「こ、これは爆弾を持ってないかチェックしてるだけで……」

「鼻の下が伸びてなければ、あたしだってそう思ってあげたわよ」

　俺は焦って、意味もなく鼻の下をごしごしと拭ふく。おかしいな、今はシリアスな状況だから、性欲なんてかけらも覚えてなかったはずなのに。本能って恐ろしい。

「浮気は許すけど、強制ワイセツまでＯＫするわけじゃないわ」

「凄すごい台詞せりふだなあ……」

「同意を得ていれば、この子たちにどんなエロいことをしても怒らないわよ」

「あっさり許されるのも、それはそれで微妙かも……」

　ぼやきながら、俺おれは腰のポーチからプラスチックの手錠を取り出す。手錠といってもケーブルの結束バンドのようなもので、一度締めると切らない限り外せない代物だ。特殊部隊などでも使われているものなので、ヒメビトでもまず外せないだろう。

「これで一応拘束しとこう。また追いかけてこられたら面倒――」

　そこまで言ったところで、弾はじかれたように二人のヒメビトが同時に立ち上がった。そして、近くに転がっていた自分の得物を手早く取り、かなみに襲いかかって――

「ぎゃうっ！」

　悲鳴も同時に聞こえた。

　二人のヒメビトに向かってかなみが突きだした右手人差し指から二本の青白い電撃がほとばしり、直撃したのだ。

　またもや、ヒメビトの二人は地面にぐったりと倒れてしまう。

「うわー、容赦ないなあ」

「この子たちの頭を撃った祐ゆう貴き君に言われたくないわよ。でも、ヒメビトって本当に頑丈ね。普通に息してるわよ」

「ふーむ」

　かなみの言うとおり、ヒメビトの二人は命に別状はなさそうだ。かなみも手加減はしたのだろうが、たいした生命力だよなあ。

　俺がヒメビトの二人に手錠を掛けていると。

「あたしが言うのもなんだけど、意外にあっさり片付いたわね。ヒメビトが相手なんだからもうちょっと手こずるかと思ってたわ。あの金髪の子、強かったし」

「たぶんだけど、あの金髪で関西弁で頭の悪そうなヒメビトは、千ち華か姉ねえが抱えてるヒメビトの中で一番強かったんじゃないかな？　ゲームじゃあるまいし、弱い順に登場してくるわけじゃないだろ」

「なるほどね。真っ先に厄介なのが片付いたのは悪くないわ。夏休みの宿題を初日に終わらせるようなものね」

「こっちは命が懸かってたけどな」

　やっぱり、かなみは夏休みの宿題をすぐに片付けるタイプなんだな。俺は割と先送りにするタイプ。ええ、だからこそ楽園ハーレムづくりにもなかなか踏み切れませんでした。

「やっぱりか―――――――っ！」

「うわっ！」

「な、なに!?」

　突然上がった奇声に、俺とかなみがとっさに身構える。

　Ｍ４を構えて照準を合わせようとして――奇声の主が誰なのか気づく。

「は、葉は月づきちゃん……？」

　河合かわい葉月――桃もも女じよの一年生にして、水泳部期待の新人で、体育会連合のサブリーダー。おまけに、水泳部の先輩である澪みおに性別の壁を越えた愛情をお持ちで、親衛隊「六姉妹ヘキサツド」の一員でもある。

　葉は月づきはトレードマークのカチューシャを着け、Ｔシャツにスパッツと実にラフな格好で、右手にはなぜかモップを持っている。

「なにしてるんだ、葉月ちゃん？」

「神しん堂どう祐ゆう貴き！　と、その愛人一号さん！」

「誰が愛人一号よ！」

　かなみの激しいツッコミにも、葉月は動揺しない。彼女の心を動かすことができるのは、あくまで澪だけなのだ。

「おーい、みんなこっち来ていいよ。やっぱ、アレとその愛人だったよ」

「だから、愛人じゃないって言ってるでしょ！」

　道の右手が芝生になっていて、そこにあった東あずま屋やから五人の少女がぞろぞろと現れた。葉月と同じような格好をしている、その少女たちは――

「六姉妹？　なんだ、なんでみんな、こんなところにいるんだ？」

「あんだけ派手にどかどか銃の音がしてれば、そりゃ出てくるに決まってるでしょ」

「決まってねぇよ。普通、隠れてるだろ」

　そういや、母さんが何人か生徒が学院に残ってるって言ってたっけ。葉月は、水泳の大会があるから実家に帰ってないんだったか。それなら、プールで泳いでいればいいのに。

「わたしは普通じゃない！　澪様が監禁されてるのに、おとなしくなんてしてられない！」

「ああ、澪のことは知ってたのか」

　学院内にいる生徒の情報はあまりなかったが、意外に事態を把握しているようだ。

「当然でしょ！　そうだ、神堂祐貴！　あんたに渡したデジカメは!?　ちゃんと持って帰って来たんでしょうね!?」

「この状況でそれを思い出す君は、なかなか凄すごいと思う……」

　デジカメというのは、俺おれたちが神堂の無人島へ旅行に出かける前、「これで澪様を撮りまくってきなさい！」と葉月から託されたものだ。

「ごめん。すぐに帰国することになっちゃったし、そもそも俺の荷物、どっか行っちゃったんだよな」

　初日はドタバタしていて写真を撮るどころじゃなかったし、帰路で船から落っこちた俺の荷物なんてどこへ消えたのやら。

「なっ、なんだと！　わたしの夏休み最大の楽しみが！　澪様のエロ写真コレクションが！　まだアルバム十一冊しかないのに！」

「アルバム十一冊もエロ写真ためてりゃ充分だろ……」

　この後輩の恐ろしいところは、澪への好意が肉欲も含んでいるところだ。

「あのね、欲望まみれの話をするのはいいけど、後にしてもらえないかしら？　またＧガールズが集まってくるでしょうし」

　かなみが呆あきれた顔で、ごく当然のことを言った。

　忘れそうになってたけど、ここは戦場なんだっけ。

　じろり、と葉は月づきが俺おれを睨にらんでくる。

「なによ、あんた鳴なる神かみ会長の護衛してんの？」

「かなみを護衛する場合、かなみを護衛する俺の護衛が必要になるな」

「へえ、なるほど、そのとおりね……」

　はっ、殺気――！

「ご、護衛っつーか二人で澪みおたちを救出に来たんだよ！　葉月ちゃんたち、澪たちがどこにいるか知らないかな！」

　俺はごまかし笑いをしながら、慌ててまくし立てる。真面目まじめな話に持っていけば、かなみも俺の殺さつ戮りくを踏みとどまるだろう。

「はっ、このわたしをだーれだと思ってんの。知ってるに決まってるでしょ。わたしらだって、澪様が連行されてきてから、遊んでたわけじゃないんだよ」

「遊んでたほうがいいとは思うけどね……」

　下へ手たに探りを入れたりして、葉月たちまで監禁されたりしたらどうするつもりだったのだろう。怖いもの知らずだよなあ。

「幸い、学校の外に出ない限りなにしててもいいってＧガールズに言われてたの。だから、ずっと校内を歩き回って――これを見よ！」

　なにを思ったか、葉月ががばっとＴシャツの前をめくりあげ、スパッツに挟み込んでいた紙切れを取り出した。お腹なかがばっちり見えてたけど、この子ってあまり羞しゆう恥ち心しんないよな。

　それはともかく、葉月が取り出したのは桃もも女じよ校内の地図のようだった。赤ペンで、いろいろと書き込みがついている。

「澪様がいるという噂うわさの宝石の宮パレスへの侵入ルートを調べておいたんだよ！　Ｇガールズとかの配置から、機き関かん銃じゆうや迫撃砲の位置まで完かん璧ぺきだ！」

「迫撃砲!?」

　今さら言うのもなんだけど、マジで戦場じゃないか……。

　千ち華か姉ねえは、俺らを木こっ端ぱ微み塵じんに砕くつもりか。

「というわけで、神しん堂どう祐ゆう貴き。この地図をあんたに託す。みんな、それでいいよね？」

「え？」

　戸惑う俺に向けて、他の六姉妹ヘキサツドの子たちが神妙な顔で頷うなずいた。

「俺がもらっていいのか？　てっきり、葉月ちゃんのことだから一緒に来るとか言い出すと思ってた」

「わたしはアホじゃないんだよ」

「えっ、マジで!?」

「すみません、鳴神会長。この人、殺していいですか？」

　あ、またもや殺気。かなみほどじゃないにしても、本気の殺意だ。

「ダメよ。祐ゆう貴き君にはまだ仕事があるんだから、ここで死なれちゃ困るの」

「それもそうか……」

　かなみの嫌な説得力のある言葉に、葉は月づきが納得する。仕事がなければ死んでもいいってことでしょうか……。

「まあいいや、神しん堂どう祐貴、特別に許してあげる。とにかく、わたしはアホじゃないんだよ。ガチガチに警備を固められてるところに突撃したって、澪みお様を助け出せないことくらいわかってる。死んだら、澪様の巨乳を味わう夢も潰ついえちゃうもん！」

「……俺おれに任せてくれるってことでいいんだな」

　澪の巨乳の運命については、考えないことにしよう。

「しゃくだけど、そうする。澪様を助けてくれたら……パンツくらい見せてもいい！」

「ブラも付け加えてくれたら、もっとやる気出るかもな」

「ふふ♪」

　ポン、とかなみの手が俺の肩に置かれた。

　こ、今度は殺気が直接伝わってきやがる……！

「もちろん、あたしは怒ってないわよ。浮気公認と言っちゃったし、別に強制わいせつでもないものね」

「じょ、冗談だよ。後輩にエロいことを要求したりするはずが……」

　かなみさん、かなみさん、俺の肩がもげそうなほど力がこもってます。

「わかった、パンツとブラね。ちゃんと見せるから、あんたも澪様を無傷で！　あのお綺き麗れいな肌に傷一つつけずに助け出してきなさいよ！」

「あっ、おい！」

　葉月と六姉妹ヘキサツドの子たちは、一目散に走り去ってしまう。全員が体育会系だけあって、めっちゃ速い。意外と、一緒に来てくれたら役に立ったんじゃないだろうか、あの子たち。

「よかったわね、約束してもらえて♪」

「で、電流が！　電流が流れ始めてるって！」

　俺は強引にかなみの手を肩から引きはがして、彼女から距離を取る。ヒメビトやＧガールズにやられるならともかく、味方に殺されちゃたまらん。

「と、とにかく進もう。この地図があればある程度安全なルートもわかるから」

「あたしが一緒にいるのに、あなたに“〝安全”〟なんてあるのかしらね……」

「さー、行こう、すぐ行こう」

　かなみの言葉は聞かなかったことにして、地図のルートを確認する。

　Ｇガールズたちは、かなりまんべんなく校内を固めてあるけど、隙すきがないわけじゃない。これがあれば、少しは早く前進できそうだ。

　ブラとパンツのために――じゃなくて、言われるまでもなく澪たちを無事に助け出すつもりだしな。





「ふーむ、まずいなあ」

「なにが？」

　宝石の宮パレスがある林が見えてきたところで、俺おれたちは立ち止まり、道沿いに植えられている木の陰に身を隠した。近くには、人の気配はない。

　俺は、腰のポーチを開いて、ため息をつく。

「そろそろ弾薬が足りなくなってきた。弾倉は残り三本だけ」

　十一本持っていた弾倉のうち、もう八本も使い切ってしまっている。ちなみに一本は三十発入りだ。

　防弾装備を着けている相手には二、三発ずつ撃ち込まなければ倒せない。倒れても、また立ち上がってくる者もいる。Ｇガールズや警備部隊は『王の声オーバーロード』を警戒して、こちらとかなり距離を取っているため、俺が少々射撃が得意でもさすがに百発百中とはいかない。

　そういうわけで、弾丸の消費は思った以上に激しかった。拳けん銃じゆうも持っているが、こちらはドアの鍵などを破壊するときのために実弾を装そう填てんしてある。戦闘には使えない。

「参ったな、ここからが本番なのに」

「六姉妹ヘキサツドの地図にも、林の中の配置は書かれてないのね。さすがに、千ち華か先輩も宝石の宮には誰も近づけなかったのかしら」

　かなみが地図を覗のぞき込こみながら、首をひねっている。

　葉は月づきがくれた地図は充分に役に立ったが、それもこれまでだ。ここからは、いっそう慎重に進まなければならない。

　宝石の宮まで、林の中の道を通っていくことになる。ここまでの道のり以上に、待ち伏せできるポイントはいくらでもある。ベトナムのジャングルに挑む米兵の気分だ。

「……ねえ、祐ゆう貴き君。弾のことより、あなた疲れてるんじゃないの？」

「まあ、そりゃ多少は」

　本当のことを言うと、多少どころではないけれど。

　二百発以上の弾を撃ち、Ｇガールズたちとやり合い、ヒメビトまで出てきた。この状況で、俺もかなみも無傷というのは奇跡といってもいいくらいだ。こんな綱渡りをしていれば、疲れもするというものだ。

「つっても、お休みしてる場合じゃないからな」

　のんきに休憩していたら、わらわらと兵士の皆さんが集まってきてしまう。それだけならまだしも、またヒメビトが現れたりした場合、さっきのように上う手まく倒せる保証もない。

「じゃあ、一分」

「え？」

　かなみが真剣な目を向けてきて、俺の肩をぐいっと下へ押して、その場へ座らせた。彼女も隣に正座して、強引に俺の頭を抱えて自分の膝ひざの上に載せた。

　いわゆる、膝枕まくらというやつである。

「か、かなみさん？」

「一分だけでいいから休みなさい。もし、Ｇガールズたちが来たらあたしがなぎ払うから、あなたはなにも考えずに休んでて」

　穏やかなのに、不思議と有無を言わせぬ口調だった。

　これまた不思議と逆らう気にもなれず、俺おれはかなみの膝ひざに頭を載せて、目を閉じる。

　制服のスカートから伸びている太ももの感触が、なんとも言えず気持ちがいい。ぷにぷにと柔らかく、それでいて弾力がある。胸やお尻しりもいいけど、太もももいいなあ――って、これじゃ変態っぽい。

　かなみの言うとおり、なにも考えないようにしよう。

　蝉せみの声が何重にも聞こえてくる。さっきから銃声ばかり聞いてたせいか、蝉の存在なんてまったく気にもしていなかった。

　夏のまぶしい日差しも、木に遮られてほとんど届いてこない。風がかすかに吹いていて、走り回って火ほ照てった身体からだを冷ましてくれる。

「夏の、こんな気持ちのいい日になにをしてるのかしらね、あたしたち」

　かなみの、淡々とした声に俺は片目だけ開いて彼女を見上げた。

　成長著いちじるしい大きなふくらみの向こうに、穏やかなかなみの顔が見えた。

「ねえ祐ゆう貴き君。答えなくていいから、そのまま聞いて」

「？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あたし、本当はね。あのままでもいいかもって思っていたのよ」

「あのまま……？」

　ぎゅっ、とかなみに頬ほおをつねられる。答えなくていいと言ったのに返事をされたのが、お気に障ったらしい。

「祐ゆう貴き君とヨタハチとの生活のことよ。朝起きて、一緒にご飯を食べて買い物に出かけて、時々遊んで――なかなか悪くなかったわ」

　かなみは頬をつねっていた手を離して、俺おれの髪を撫なで始めた。ただ撫でられているだけなのに、気持ちよくて、ふわふわした気分になってくる。

「いえ、はっきり言いましょう。あのマンションでの生活は楽しかったわ。ずっとあそこで暮らしたかったくらい。鳴なる神かみの名前なんて捨ててもいい。別に、後継者なんかになりたいわけじゃないもの。あたしはそこそこ優秀だし、祐貴君はいろいろ特技もあるからね。二人分の生活費と猫の食費くらい稼げるでしょう。その気になれば、二人の生活も続けられたわよね……」

「…………」

　俺だって、そういう夢を見なかったわけではない。

　かなみとの生活は楽しかった。俺に助けられた直後で素直になってたかなみは可愛かわいかったし、そうでなくても彼女は大好きな女の子だ。一緒に暮らして楽しくないわけがない。

　あの無愛想な猫だって、気まぐれなところも、まるでなつかないところもけっこう気に入ってた。

　でも……。

「まあ、そんなの夢よね。あたしだって、澪みおさんたちを助けたい気持ちは本当だもの。それに、千ち華か先輩やハルカさんにやられっぱなしでいられないしね」

「だろうな」

　素直になれないだけじゃなくて、負けず嫌いなかなみちゃん、でもあるもんな。

「だから返事はいらないって言ってるでしょ。むしるわよ」

「ぎゃー、やめてやめて！」

　髪の毛を強めに引っ張られてぞっとする。

　今のところハゲを気にする歳ではないけど、男にだって髪は大事なんだよ。髪は女の命とか、そこは男女差別するところじゃないんだよ。むしろ、男のほうが切実！

「はぁ……もう一分過ぎちゃったわね。夢を語ってないで行きましょうか」

「もう返事していいよな？」

　と、俺が質問したところで。

　かなみの顔が固まった。

　目を見開いて、どこか遠くを見つめている。

「…………っ！」

　俺はさっと立ち上がり、かなみが見つめている方向にＭ４の銃口を向けた。

　そこにいたのは――

「やっほー、ユウちゃん、かなみん。今日も暑いね」

「ち、千ち華か姉ねえ……！」

　いったい、いつの間に現れたのか、林の入り口のところに千華姉の姿があった。

　日よけのパラソルの下にテーブルが置かれ、その横の椅い子すに座っている千華姉はいつもの制服姿だ。暑いからか胸元のリボンを外し、トロピカルなドリンクを飲んでいる。

「ちょっと久しぶりだね。ユウちゃん、日焼けした？　そういや、なんか西のほうにいたんだっけ。ちょっぴり男らしくなってて、お姉ちゃんドッキドキだよ」

　いつもの――ふざけていて、にこにこと楽しそうな千華姉のままだった。

　ブルーウィンド号の上で見せた、鋭く恐ろしい目をしていた千華姉はどこにもいない。

「千華姉……」

　俺おれはＭ４を下げて、木の陰から出て千華姉に少しだけ近づいた。

「おろ、銃を向けないんだ。別に、銃くらい向けてもお姉ちゃんは怒らないのに。まあ、他の人たちが怒るかもしれないけど」

　千華姉が意味ありげにそう言うと、林の中から数人の女の子たちがゆっくりと現れた。

　仮面を着けたＧガールズにメイドが数人、そして――千華姉の専属メイドで俺が知る限り最強のヒメビトであるシズカがいる。

　メイド服姿のシズカは、足音も立てずに歩いて千華姉の隣に立った。

「やっぱり、ラスボスと戦う前には中ボスを何人か倒さないといけないよね。ユウちゃんも準備運動は充分みたいだし、この子らと遊んでみる？」

「俺は千華姉と戦いに来たんじゃない！」

　千華姉の目をまっすぐ見ながら、俺はきっぱりと言い切る。

「銃とか持って、やる気満々に見えるけど？」

「これは、あんたのところにたどり着くには必要だったからだよ。最初から千華姉に銃を向ける気なんてなかった」

「ほほう、それじゃあなにしに来たのかな？」

　千華姉は、あくまで余裕ある態度を崩さない。

　周りに味方がいるからではなく、俺のことなんてまるで怖がっていない。むしろ、千華姉の目には俺への優しさすら見えるくらいだ。

「話をしに来たに決まってるだろ。千華姉、あんたなんでこんなことを。澪みおに慧けい、朱あか音ね。それに貴き理りを監禁する必要なんてどこにあるんだよ？」

「船の上でも言ったよね。あたしは、ヒメ神ガミがどうとか運命がどうとか、そういうことに流されるのは納得いかないんだよ」

　千華姉は、当然のことのように言い放った。

「あたしは、自分のことは自分で決めたいの。好きなところに流れていきたいの。でもあたしはヒメ神だから、ユウちゃんと恋して女神にならなきゃいけない。そんなことを勝手に決められるのはごめんなんだよね」

「俺おれだってそう思ってたよ。なんでこんなことしなくちゃいけないんだって。バカバカしいとも思った。だけど、俺はヒメ神ガミたちに会っちゃったんだよ。だから――みんなを守るためにも、楽園ハーレムをつくらなきゃいけない」

「……千ち華か先輩。あなたは、ヒメ神と王のシステムを壊したい、ということですか」

　かなみが俺の横に並び、千ち華か姉ねえに質問した。

「そのとおり。いい言い方だね。そう、あたしはシステムを壊したいんだよ。どこの誰とも知れない奴やつが勝手に作ったシステムに組み込まれるなんて冗談じゃない。ヒメ神として生まれたのはしょうがなくても、だからといってヒメ神として生きなきゃいけないってわけでもないでしょ？」

　千華姉は、そう言い切って、ドリンクをストローで一口飲んだ。

「ハルカさんを『失墜の星ダウン・フオール』で暴走させて、ヒメ神を捕まえて――この後はどうするつもりなんですか？」

「まずは、ヒメ神とユウちゃんの身柄を確保することが重要だね。誰も殺すつもりはないけど、みんなをばらばらに引き離すかなー。ヒメ神とユウちゃんが近くにいなければ、どうしようもないでしょ。楽園どころじゃない」

「千華先輩、ヒメ神たちと祐ゆう貴き君を引き離すって、それは自分のことも含んでいるんですか？」

「そらーそうだよ。ユウちゃんと離ればなれになるのは残念だけど、一緒にいたらヒメ神と王のシステムを受け入れるのと同じだもんね」

「待てよ、千華姉。あんただって、愛情を――『王の声オーバーロード』で愛情を受けなきゃ、影カゲヒメになっちゃうんだろ!?」

　そうだ、なにより恐れるべきはヒメ神の影ヒメ化だ。

　俺とヒメ神たちがほんの数日離れたくらいでどうにかなるものでもないだろうが、それも長期化すれば影ヒメへの距離は確実に縮まる。

　以前、澪みおもかなり危険だった。若干、元の性格に問題があるとはいえ、澪が暴走して俺を閉じ込めて独占しようとしたのは、影ヒメ化の前兆だったと思う。

「それもそのとおりだね。あたしも、ユウちゃんと『誓約エンゲイジ』を交わして愛情をもらわないと、そのうち影ヒメになるだろうね。女神なんかになりたくないけど、影ヒメにだってなりたくない。不自由だって意味では影ヒメも同じ――ううん、ヒメ神以上に窮きゆう屈くつな生き方になっちゃうだろうからね」

「それがわかっていて、なんで……！」

　俺には千華姉の考えがさっぱり理解できない。

　女神にはなりたくない、影ヒメにもなりたくないなんて、叶かなうことのない願いでしかない。というより、ただのわがままだ。

「なんでだろうね。でも、あたしはこのままっていうのは絶対に許せないんだよ。このまま運命に流されるなんてね。だったら、自分で動いて、破滅するほうがまだマシ」

「千ち華か姉ねえ、あんた他のヒメ神ガミたちまで巻き込むつもりなのか!?」

「まとめてぶち壊すためには、それもやむなしだね。ていうかだよ、今までは結果的にそうなってきたんだ。ヒメ神七人を女神にできる男なんていなくて、この不完全すぎるシステムは最初からまともに稼働してなかった」

「…………」

　俺おれは、ヒメ神から女神になった存在と一度だけ出会っている。本物だという保証は未いまだにないが、信じてもいいと思っている。

　今まで何人もヒメ神はいたらしい。だが、女神はたったの一人。

　愛情を糧とするヒメ神のシステムが不完全であることは、わかっている。

　だけど、今回は――今のヒメ神たちには。

「ユウちゃん、今は君がいる。君がいれば、今回は女神を目指すヒメ神というシステムは、いくつか不具合があるにしてもそれなりにまともに動いてる。だからこそ、あたしはそれを壊したいと思ってしまう。あたしが好きこのんで、そのシステムに組み込まれたわけじゃないから。はっきり言って――」

　千華姉は、トンとドリンクをテーブルの上に置いた。

　そして、以前に船上で見せたあの鋭いまなざしを向けてくる。

「ユウちゃん。君なんていなければよかったのに」

「…………っ！」

「千華先輩っ！」

　かなみが素早く俺の前に出て、バリバリと身体からだの周囲に電気をまとわせる。

　後ろ姿だけでも、かなみが怒りに震えているのがわかる。俺のために、本気で怒ってくれているということが。

　正直、今の千華姉の言葉はこたえた。骨をへし折られるより痛かったかもしれない。

　でも、かなみのおかげで救われた気がする――

「あらら、かなみんまで怒らせちゃったか。そういえば、忘れるところだった。かなみんを待ってる人もいたんだったっけ」

「は……？　なんのことですか？」

「あたしは、まあ言いたいことは言ったし、ユウちゃんの顔も見れたし、ひとまずこれでいいや。シズカ」

「はい、千華様」

　千華姉の言葉にシズカが頷うなずき、メイド服のポケットからなにかを取り出した。

　リモコンのように見えるそれの真ん中についている大きなボタンを、シズカはなんのためらいもなく押した。

「それじゃあね、ユウちゃん、かなみん。また後で会えるといいね」

「お、おいっ、千華姉！　後でって、どういう――」

　それ以上は言葉にできなかった。

　俺おれとかなみの周囲で、立て続けに爆発音が響いた。驚く俺たちを囲い込むように、地面から爆煙が噴き上がり、足下ががくんと沈み込んだ。

「ちょっ、なにこれ!?」

「かなみっ！」

　俺は、かなみの手を取って抱き寄せる。俺たちの周りの半径数メートルだけが陥没し始めている。

　一瞬、身体からだが浮いたような錯覚を感じ――

　俺たちはそのまま、地面ごと下へと落下していく。

　地面の下が空洞になっている――？

　そうか、桃もも女じよの地下は怪しい地下通路が山ほど張り巡らされているんだった。千ち華か姉ねえがあそこで待ち構えていたのは、あらかじめ崩れるように罠わなを張っておいた場所に俺たちを誘い込んで、叩たたき落おとすためだったのか。

　落ちていたのは、ほんの一瞬でしかなかった。

「つっ……！」

　俺はかなみを抱きかかえた状態で、全身で地面にぶつかった。

　落下したのはほんの数メートルで、落ちたところは柔らかい土の上だったようだ。息ができなくなるほどの衝撃ではあったが、骨などに異常はなさそうだ。

「ゆ、祐ゆう貴き君。あなた、大丈夫なの？」

「ああ、俺は平気。かなみは？」

「あたしは、全然なんでもないわよ。またあなた、無む茶ちやをして……！」

　俺は苦笑しながら、「ごめん」とかなみに謝る。

　無茶をしたつもりはないというか、ついとっさにかなみをかばっただけなのだが。反射的にそういうことができた自分をちょっと褒ほめてやりたいくらいだ。

「それより、また桃女の地下か。どうやって上に戻るかな……」

　俺たちが落ちてきた穴が、ぽっかりと天井に開いている。まぶしい光が差し込んでいて、辺りは明るい。

　天井の穴から元いた場所に戻るのは難しそうだ。おそらく地上までは五メートルくらいあるし、なんの道具もなしではとても上には戻れない。

　無人島の別荘で、二階の風呂から一階の風呂へ落とされたのを思い出す。千華姉め、発想が貴き理りと同じじゃないか。それとも、貴理の仕込みを千華姉が流用したのかも。

「うーん……」

　辺りは洞どう窟くつのような土と岩の通路で、ところどころに鉄柱で補強が入っている。人工の通路なのは間違いないが、周りを見ても特になにもなさそうだ。

　桃女の地上と地下を繋つなぐ出入り口は、俺が知る限りは体育会連合の本部と、生徒会で使っている黄おう玉ぎよくの館の二箇所だけだ。面倒ではあっても、そのどちらかへ向かうしかないか。

　穴の開いた天井からは空しか見えない。俺おれはポーチからコンパスを取り出して、方向を確認する。

「こっちかな。よし、行こう」

「あたしたち、もうたいていのことじゃ動じなくなってるわね……」

「まあね」

　地面を爆破されて地下に落とされるなんて、そうそう体験できることじゃないだろう。

　なのに、ほとんど気にもせずに出口を探し始めてるんだもんな。トラブルに慣れすぎだよな、俺たち。

　数メートル歩くと、穴から差してくる光も届かなくなり、暗くなってきた。俺はＭ４に取りつけてあったフラッシュライトのスイッチを入れる。

　まったく、俺はこの地下通路によほど縁があるらしいなあ……。

「かなみ、足下に気をつけろよ」

「わかってるわ。あなたこそ、油断しないで。わざわざ千ち華か先輩がここに落としたってことは、なにかあるでしょうから」

「だろうな……」

　落としておしまい、ということはないだろう。

　はたして、鬼が出るか蛇が出るか……。

　その答えは、すぐに明らかになった。

　通路をさらに数メートル進むと、広い空間に出た。

　そこは天井も壁も地面もコンクリートで固められていて、学校の教室くらいの広さがあった。空間の先にはさらに道が続いているようだ。フラッシュライトで、辺りをゆっくり照らしていると――

「…………！」

　誰かがいる。

　その空間の中央に、誰かが立っていた。

　待ち伏せていたその人物の姿が、フラッシュライトの光に照らし出された。

「おかえりなさいませ、神しん堂どうの王子様、鳴なる神かみのお嬢様」

　笑っていた。

　風かざ間まハルカが優しい微笑ほほえみを浮かべていた。

　俺もかなみも、言葉もなく彼女の微笑みに魅み入いられたように、身動きできなくなってしまう。

　そして彼女は、手に持っていた日本刀をゆっくりと鞘さやから引き抜いた――





　風間ハルカは、桃もも女じよの夏服を着ていた。

　ここ最近はメイド服姿のほうが見慣れていたが、やはり彼女の長い黒髪に白い制服はよく似合っている。足首まであるロングスカートも、清せい楚そな彼女にはぴったりだ。

「手の早い祐ゆう貴きさんにしては、来るのが遅かったですわね。少々待ちくたびれましたわ」

「……手が早いって人聞きが悪い。まあ、待たせたのは悪かったよ」

「まったくですわ。と、このままでは暗いですわね。お二人の顔が見づらいです」

　ハルカがリモコンを取り出したので、俺おれはびくりとする。

　彼女は気にせずにっこり笑ってリモコンのスイッチを押した。天井のライトが数回点滅してから、辺りを照らした。ハルカのヒメ神ガミの証あかしであるサファイヤの髪留めもはっきりと見える。

「…………」

　俺は、銃口を下げてＭ４のフラッシュライトをオフにする。

「あらら、ライフルはそのままでよろしかったのに。突然、私が斬きりかかったりしたらどうされるおつもりなんです？」

「そのときは、あたしがいるわよ」

　かなみが、ハルカを睨にらみつけながら一歩前に出る。殺気というほどではないが、かなみの目には気迫が満ちている。

「まあ、かなみさんったらずいぶんお優しいこと。祐貴さんとお二人で暮らしていたそうですね。あんなことやこんなことがあったんでしょうねえ」

「な、なにもなかったわよ！」

「ツンデレのかなみさんの否定は、肯定と同じですわね」

「勝手に決めないで！」

　おお、早くもかなみがエキサイトしている。

　なんだか俺が割って入ると余計にややこしいことになりそうな雰囲気だ。

「お元気でけっこうなことですわ。そうそう、かなみさん、胸の傷はもうよろしいのですか？」

「おかげさまで……」

　かなみは制服の胸元に手を当てて、皮肉を込めた口調で答えた。彼女の右胸の下辺りには、打撲の跡がある。船の上で、ハルカに真剣で斬りつけられた――と思いきや、峰打ちで胸の辺りを打たれたときのものだ。

「元気に動き回られていたようですしね。ヒメビト並みの回復力ですわね」

「あなたが本気じゃなかったからよ」

　かなみは間髪入れずに答えた。

「峰打ちとはいっても、ハルカさんが本気で打ち込んでたら、あたしはここには立っていられなかったでしょうね」

「ふふ、かなみさんが異様に頑丈なだけですわ。あのときの私はドＳモードでしたから、あなたを一刀で斬り殺すよりなぶったほうが面白いと思っただけです。船から落ちてしまったのは予想外でしたが」

「あなたの否定も信じないわ」

「残念ですわね」

　少しも残念ではなさそうに、ハルカは言った。

　確かに、かなみの言うとおり。

　峰打ちとはいえ、真剣は重量もあるし、ハルカの打ち込みの鋭さは尋常ではない。もし竹刀でくらっても悶もん絶ぜつするレベルだ。

　かなみは母に助けられた直後は、喋しやべるだけでも痛そうだったが、すぐにいつもと変わらず生活できるようになっていた。

　あれは、やはり――

「千ち華か姉ねえの『失墜の星ダウン・フオール』――完全には効いてなかったんじゃないか？　俺おれの『王の声オーバーロード』がヒメ神ガミには効かないように、あのときも」

「さあ、どうでしょう？　千華さんの能力は祐ゆう貴きさんのように人を強制的に従わせるものではありませんからね。ただ、人の本心を暴くだけ。その程度のことだから、逆に効いたということもあるかもしれませんわ。といっても、私たちは人ではありませんが」

　仮にも神であるヒメ神に、『王の声』でヒメビトやＧガールズのように命令を強制することはできない。ただ、なにも効かないというわけではなく、『王の声』で愛情を注げば、彼女たちの心に届く。

　俺や千華姉の神しん堂どうの能力は、ヒメ神たちには不完全な形でしか効力を発揮しないという共通点があるんじゃないだろうか？

「本当に、私にもわかりませんよ。ええ、峰打ちにしたことも含めてですわ。少なくとも、あのとき私は本気でかなみさんを殺そうと思ってましたから」

「…………」

　かなみが複雑そうな顔をして、ハルカにじっと視線を注いでいる。

　いつも俺に「殺す」と割と本気で言っているかなみだが、まさかハルカに殺されそうになるとは思っていなかったのだろう。かなみは一度はハルカに命を狙ねらわれ、その後も仲がいいとは言えないまでも、親しくなっていたのだ。あんなことになるとは、想像もしていなかったはずだ。

　俺は、ハルカのほうに一歩踏み出す。

「ハルカさん。今、『失墜の星』は……？」

「もうとっくに解けていますわ。千華さんの能力は、それほど長く効力を発揮しないようです。ご自分でもおっしゃってましたが、たいした能力ではないんですね。祐貴さんの『王の声』で『奴隷になれ』と命じられたら、その人は死ぬまでメス奴隷になってしまうのに」

「命じるかそんなもん！　だいたいなんで、女限定なんだ！」

「祐貴さんの周りには女性しかいないでしょう。前々から、祐貴さんは男性アレルギーかなにかではないかと、疑っていますわ」

「俺もね、桃もも女じよに来る前はね、そこそこ普通に暮らしてたんだよ。周りに男もいっぱいいたし」

「男に飽きたから、今は女ばかりはべらせていると」

「それも違う！　男をはべらせてたんじゃなくて、普通に！　学校の共学に通ってたってことだよ！」

「でしょうね。そんなこともわからないようなバカだと思われるのは心外ですわ」

「君、俺おれにケンカ売ってるの……？」

　なにを偉そうに胸を張ってるんだ、この人は。

　つーか、死ぬか生きるかの緊張感あふれる別れ方をした後の再会で、こんなバカみたいなテンションで会話できてしまうとは……。

「ケンカを売りに来たのは祐ゆう貴きさんたちでしょう。いえ、私を殺しに来たんでしたっけ」

「……違うよ」

　俺は、小さく首を振った。かなみもさっきから表情を硬くしたままだ。散々、撃ち合いをした後ではあるが、殺すとか殺さないとかそんなつもりはない。

「ハルカさん。もう『失墜の星ダウン・フオール』が解けてるなら……戦う理由なんてないだろ」

「ありますわ。私は、自分の本心を知ってしまったんですもの」

「ハルカさんの、本心……」

　憎しみを求める影カゲヒメであるハルカ。

　一度ハルカはかなみに敗れ、これからは憎悪を求めるのではなく、俺に愛されるように生きることを受け入れた。お嬢様なのにメイドになったりと、わけのわからんことをしていたが、それでも一度も憎悪を求めようとはしなかった。

　無人島からの船上で、千ち華か姉ねえに『失墜の星』を掛けられるまでは。

「結局、不自然なことでしたのよ。影ヒメの私が、祐貴さんに愛されようとするなんて。それでは、私は満たされない。それでは、私は影になってしまうだけ」

　そう、ハルカは既に知っている。

　影ヒメの末路が、今まさに俺たちがいる桃もも女じよの地下をさまよう影だということを。

　ものも言わない、黒い塊。俺たちを有無を言わさずに襲ってきた、あの影たち。ハルカも、あれらと同じようになってしまうと。

　ハルカがあんなものに変わってしまうなんて、考えたくもない。

　でも……！

「まだ、ハルカさんが影になるって決まったわけじゃない。約束しただろ、ハルカさんを影なんかにはさせないって。女神も俺は特別な王だって言ってたじゃないか。きっと、まだ方法は――」

「知りませんわ。そんなことはどうでもいいですわ。私はただ、今の自分の気持ちに従うだけです。祐貴さんの憎悪がほしい。あなたに『王の声オーバーロード』で憎しみの言葉を吐いてもらいたい。それだけなのですわ――」

　突然、刀をだらりと下げた右手で握ったまま、ハルカが跳んだ。

　俺おれではなく――かなみに向かって。

「…………！」

　それくらいは、こっちだって予想済み。俺はＭ４を背負い紐スリングで肩から下げたまま、腰からナイフを引き抜いてかなみの前に立ち、ハルカの剣を受け止める。

　キィン、と甲高い音が響き、受け止めた俺の腕に重い衝撃が伝わってくる。俺は顔をしかめながら身体からだをひねり、ハルカの剣の勢いを利用して攻撃を受け流す。

　俺とハルカは弾はじかれたように後ろに下がって距離を取る。もちろん、かなみは背中にかばったままだ。

「あらま、読まれていましたか」

「そりゃあね。ハルカさんはなにをやるかわからないってことは、わかってるから」

　ハルカを信じているからといって、警戒しないということではない。彼女を信じるということと、かなみを守るというのはまた別のこと。

　いつ、ハルカがかなみに襲いかかってくるか、一瞬たりとも警戒は怠っていない。

「なあ、ハルカさん。やっぱり止まれないのか……？」

「ごめんなさい。祐ゆう貴きさんが邪魔をするなら、動けないようにしてからかなみさんを料理することになります。前は、私が祐貴さんに動けないようにしてもらいたかったんですけどね。具体的に言えば、縄で縛――」

「だーっ、そこまで言わなくていい！」

　俺にどんな変態的なプレイをさせるつもりだったんだ。そこに関しては、ハルカがドＭからドＳに戻ったことを喜ぶべきなのか。

「そこまでって、まだ序の口ですのに。縛られて吊つるされた程度では、満足にはほど遠いですわよ？」

「わよ？　と言われても……。なんでこうも、みんな真面目まじめになれない病気なんだろうな……」

「祐貴君も付き合いがよすぎるんじゃないかしら……。あなたがいちいち突っ込むから、ハルカさんも調子に乗るのよ。あたしは、ついていけないわ」

　後ろから、かなみが完全に呆あきれてらっしゃる声が聞こえてくる。

　実際、何度もバトルを経験してきたけど、最初から最後までシリアスを通せたためしがない。多少は俺にも問題があるのかも……。

「そうですわね。あまり悪ふざけをしていても仕方ありません。どのみち、今はいじめられてもあまり嬉うれしくないですから。というわけで、やりましょう。祐貴さんが壊れるまで、かなみさんがバラバラになるまで。そして優しすぎる祐貴さんの心が、憎しみで満たされてくれれば、それでいいんです。なんて素敵なことでしょう」

　ハルカがにこにこと笑いながら、少しずつ近づいてくる。彼女が握った日本刀が、照明を受けて不気味に光っている。

　さっきのハルカの一撃は、峰打ちじゃなかった。殺気こそなかったけれど、充分な威力を持った攻撃だった。

　ハルカは、俺おれを殺すことなく、身動きができないように壊して。

　それからかなみを殺して、その光景を俺に見せつけようとしている。

　ただ、俺に憎まれるためだけに。

「さて、なんとかやってみるか。かなみ、下がってろ」

「……もしものときは、やるわよ」

「ああ」

　なにを、なんて聞き返す必要はない。

　ハルカの刃が俺に届きそうになったとき、かなみは能力を使うだろう。

　かなみの本気の電撃は、ハルカを殺してしまうかもしれない。ヒメビトに使った程度の電撃では、きっとハルカは止まらないだろう。気絶させる程度の電撃を都合よく放てるはずもない。

　それでも、かなみはやると言っているのだ。

　俺はそれを、やらせてはいけないのだ。

　ああもう、本当に厄介な状況だよ！

「いい目をしてますわね、祐ゆう貴きさん。そういう目をされると――うっかり殺してしまいそうになりますわ！」

「遠えん慮りよしとくよ！」

　ガキン、と再びハルカの刀と俺のナイフが交わる。

　火花が飛び散り、ナイフの刀身を滑ってきたハルカの剣を横に流す。危ない危ない、ハルカは俺の指だか手首だかを切り落とすつもりか。

　殺さずに仕留めるなら、狙ねらいどころとしては悪くない。

「なかなかやりますわね、祐貴さん！　腕を上げられたんじゃないですか！」

「特になにもしてないけどね！」

　また、ハルカの剣を受け止めながら答える。

　話しながらの真剣でのやり合いなんて、危険極まりない。おしゃべりに気を取られたら、一瞬でざっくりといきそうだ。

　俺はハルカの剣を何度も受け止めながら、じりじりと後ろに下がっていく。

「祐貴君！　あなた、なにしてるの!?」

　背後からかなみの鋭い声が飛んできた。

　俺に打ち込み続けてきているハルカの顔にも、わずかな戸惑いが見える。早くも、この二人は気づいたか。

　っと、またもや危ない。他のことに気を取られている余裕は今はまったくない。ハルカの剣をナイフでさばくのが、どれだけキツイか。一瞬でも油断したら、俺の身体からだのどこかが永遠に本体とおさらばすることになってしまう。

「つっ……！」

　肩を狙ねらってきたひときわ強烈なハルカの突きを、俺おれはかろうじてナイフで受け流す。それと同時にナイフの刀身にびしりと亀き裂れつが走り、真ん中のところでへし折れてしまう。

　俺はナイフを捨てながら、さっと後ろに距離を取る。ハルカも突きで崩れた姿勢を立て直しつつも、間合いを詰めてはこなかった。

　ハルカは、不思議そうな目をこちらに向けてくる。

「……？　いったい、なにをしていますの、祐ゆう貴きさん？　持っているそのライフルは飾りですか？　いえ、使わないのでしたらぶら下げているだけ邪魔なくらいでしょう」

「邪魔だけど、まだ捨てるわけにもいかないんだよ。この先、まだＧガールズとかヒメビトが待ってるだろうしな。あいつらの相手を飛び道具なしじゃ、ちょっとしんどいね」

「面白いことをおっしゃいますね」

　ハルカは微笑を浮かべて、日本刀を意味もなく一振りする。

「私には銃を使うまでもないということですか？　それはまた、自信をなくすお言葉ですわね。これでも一応、戦闘タイプのヒメ神ガミですのに」

「そうだな。さすがに、ナイフだけじゃちょっとしんどいかな」

　俺は念のために持っていた予備のナイフをポーチから取り出し、鞘さやから引き抜く。さっきへし折られたナイフより少しばかり短い。それを、鍔つばの部分に開いている穴を通してＭ４の銃口から差し込む。

　これで、古き良き無骨な武器、「銃剣」のできあがりというわけだ。

「……もう一度、同じ質問をしますわ。なにをしていますの？」

「ナイフじゃしんどいから、ちょっとパワーアップさせてもらっただけだよ」

　銃剣は銃身の長さを利用できる分、ナイフよりはずっと使いやすい。要するに槍やりのようなものだから。

「俺も斬きられるのは嫌だし、うっかり殺されたらたまらないからな。そりゃ、自分の身くらいは守らせてもらうよ」

「…………っ！」

　いきなり、ハルカが動いた。

　彼女のヒメ神の能力で風を巻き起こしながら、上段から刀を振り下ろしてくる。俺は突風に目を閉じそうになりながらも、なんとかＭ４の銃剣でハルカの剣を受け止めた。腕からつまさきまで抜けていくような衝撃が走り、膝ひざから崩れそうになる。

　続けて、横からの胴払いをＭ４のストックで弾はじく。

　ハルカは体勢を崩すことなく、今度は右肩からの袈け裟さ懸がけを狙ってくる――って、くらったら死ぬだろ！

　焦りつつ上体を反らして、ギリギリのところでハルカの剣先をかわす。しかし、かわしきれずに着ていた抗弾ベストが斬り裂かれてしまう。

「っと、あっぶねー！」

「…………まだ余裕ですわね」

　ばたばたと、俺おれはかっこ悪い足さばきでハルカから離れていく。

　余裕なんて、まったくない。声を出していないと、正直なところ恐ろしくてたまらないだけだ。

　俺は体勢を立て直して、破れたベストを脱ぎ捨てる。ハルカの剣が相手では抗弾ベストなど役に立たないし、もうこんなものは邪魔なだけだ。

「祐ゆう貴き君、あなたまさか……戦わないつもりなの？」

　かなみが俺の横に来て、不安げな瞳を向けてくる。

　俺は黙って頷うなずいた。さすがに、この状況を見れば誰にでも俺の意図はわかってしまうか。

「ずいぶんと甘く見られたものですわね。私に攻撃せず、ひたすら防御に徹してどうされるんです？　私があきらめるとでも思っているのですか？」

「まさか」

「ドＭだった頃の私は調教されるのが大好きでしたが、ドＳに戻ったからといって調教するつもりもありませんよ。隙すきあらば、普通に斬きりますわ」

「わかってるよ。ハルカさんの情けに期待してるわけじゃない」

「だったら！　だったら、なぜ攻撃してこないんですか！　私を傷つけたくないとでも言うんですか！」

「…………っ！」

　あの、どんなときでも冷静だったハルカが大声を出すなんて……。

　だけど、それでもやはり殺気は感じられない。

　この戦いが始まってからここまで、ハルカは一度たりとも殺気は発していない。

　そういう彼女だからこそ、俺もこう答えるのだ。

「ハルカさんと戦うつもりは最初からないよ。俺がハルカさんを憎むことも絶対にない」

「そんなことを断言されないほうがいいのでは。かなみさんが殺されても、同じことが言えるのですか？」

「かなみを傷つけさせることもない。俺は――ハルカさんと戦いに来たんじゃない。ここに帰ってきただけだ。ヒメ神ガミのみんなのそばにいるために」

　あえて、『王の声オーバーロード』を使わずに普通の言葉として言い切った。『王の声』は、嘘うそすら本当にしてしまう能力。ヒメ神には通じないとはいえ、ただの言葉よりは重みが出てしまう。

　今は、そんなものに頼らずに、ハルカに正直な気持ちを伝えたかった。

　伝わってほしいと、思う。

「私は、現実に影カゲヒメなのです。もし千ち華かさんに『失墜の星ダウン・フオール』を掛けられなくても、遅かれ早かれ同じことになっていたのではないでしょうか。憎しみを求めるのは、他の誰でもない私自身の心にある願望なのですから。もう私は止まれないのですよ」

　ハルカの顔には、なんの表情も浮かんでいなかった。

　その目からも感情は読み取れない。だけど、空虚な瞳の奥に――かすかな光が宿っているようにも感じられる。

　俺おれの妄想かもしれない。そう思いたいだけかもしれない。

　ハルカは、すべてから憎まれたいと願っているわけじゃないと思う。

　妄想でも願望でもなく、そう思える理由が俺にはある。

「でも君は、『かなみとの約束を忘れたわけじゃない』って言った」

「……なんのことですか」

　ハルカは、やはり表情を変えずに言った。

　彼女にしては芸のないとぼけ方だ。ほんの数日前のことを、ハルカが忘れているわけがない。

　彼女は確かにそう言った。ブルーウィンド号の船上で、かなみに斬きりかかる前に。

　憎しみを求めないという約束を、ハルカは忘れたわけではないのだ。

　そして。

「俺のことが好きだとも言ってくれた。その言葉を……俺は信じようと思っただけだよ」

「…………」

　初めて、ハルカの瞳が揺れた。

　そんな風に見えたのも、俺の思い込みだろうか。

　いや、思い込みであったとしても――

「俺もハルカさんのことが好きだ。だから、銃じゃなくてこの手を使う」

　銃を下ろして、俺はハルカに向けて右手を差し出す。

　こうするために、ここまで来たんだ。

　俺の言葉を伝え、彼女の心を受け止めるために。

「……よくやりますわね。かなみさんがそこにいるのに、他の女に告白するだなんて」

　ハルカは少しだけ困ったように笑って言った。

　かなみは腕組みして、小さく首を振った。

「あたしは、祐ゆう貴き君が他の女の子となにをしてももう怒らないし、殺したりもしないのよ」

「半殺しですか？」

「そんなところね」

「おーいっ！」

　そりゃ怒ってるじゃないか！　話が違うじゃん！

「冗談に決まってるでしょう。祐貴君も意外と冗談と本気の区別がつかないわよね」

「かなみが、本気なのか冗談なのかわかりにくいんだよ……」

　殺すとか冗談だと思ったら、本気で電撃を放ってきたりするし。

「本気と冗談ですか。そうですね、私の本気を――見せたほうがいいようですね！」

「…………っ！」

　ヒュンッ、と鋭い音とともにハルカの剣が俺の首筋へ――

　かなみが息を呑のんだのと同時に、首にギリギリ当たるか当たらないかのところで、ハルカの刃は止まっていた。

「逃げませんでしたわね」

「本気じゃないのはわかってたからさ」

　にやりと笑ったハルカに、俺おれも笑顔を向ける。

　実際のところ、かなりひやりとしたが、ハルカを信じると決めているのだ。あそこで逃げるわけにはいかなかった。

「あきらめてくれ、ハルカ。俺は君を憎むつもりはない。俺に憎まれるためになにかするなら、全部止めてみせる」

「そのとおりね。あたしだって、簡単には殺されてあげないわ」

　かなみの周囲に、小さな青い火花が散り始める。

　そうだ、かなみは守られるだけの女の子じゃない。

　彼女がその気になれば、はっきり言って俺よりずっと強い。ハルカを殺さないように勝つことは難しくても、不意をつかれたり逃げ場のない船上などでない限り、どうにでも切り抜けられるだろう。

「観念したほうがいいわよ、ハルカさん。だいたい、この女好きがあなたみたいな綺き麗れいな女の子を憎むわけがないでしょ」

「あなたはどうなんですの、かなみさん？」

　ハルカは俺の首筋に刃を押しつけたまま言った。

「あなたに船から叩たたき落おとされたこと？　なんとも思ってないとは言わないけどね。まあ……そうね、ハルカさんには生徒会の書記にでもなってもらおうかしら。祐ゆう貴き君は副会長としてはあまり役に立たないし、メンバーを一人増やしたいと思っていたところなのよ」

「ひどいことを言われてますわよ、祐貴さん」

「そうみたいだな」

　俺は苦笑いを浮かべる。

　かなみだって俺と同じだ。ハルカを憎んだりはしない。かなみは怖い女の子だけど、許すということを知っている。

　優しくすることを知っている。

「本当はあたしも、怒ってもいいかもしれない。でもね、ハルカさんと会って、気づいたことがあるのよ」

「なんでしょう？」

「ヒメ神ガミは嫉しつ妬としない、という話があったわね。祐貴君みたいな強い愛情を注げる人間は他にいない。だから、七人のヒメ神はそういう人間と出会って、愛されなければいけない。誰かがその人を独占してしまっては他のヒメ神たちは影カゲヒメになってしまう。嫉妬してはいけない。お互いの足を引っ張り合ってはいけない――そういうことだと思っていたわ」

「違うとおっしゃるのですか？」

「ええ、違うわ」

　かなみは、腕組みしたまま鋭い目をハルカに向けた。

「王とヒメ神ガミが強い絆きずなで結ばれているように――ヒメ神同士にも絆があるんじゃないかしら。七人のヒメ神。たった、七人しかいないヒメ神。互いのことを思い合ってもおかしくはないでしょ？　大切な仲間のことを思いやれば、嫉しつ妬となんかしないわ」

「……かなみさん、少し変わられましたね。前はもっと……そう、ご自分のことしか考えていないように見えましたわ」

「あたしたちは、神でもあり人でもあるんでしょう。神様のことは知らないわ。けど、人は変わっていくものよ。それだけのことを、あたしは経験してきたわ。まあ、船から海に落とされたりとかしたけど、海に飛び込んで助けてくれた人だっていたしね」

　かなみは、確かに変わったのかもしれない。

　前から妙に迫力のある女の子ではあったけど、どことなく包み込むような優しさがにじんできているような。かなみのヒメ神としての特性であるカリスマとも違う、彼女の人としての優しさが、深く大きくなっているのかもしれない……。

　ふと、もう一つ変化を見つけた。

　かなみが右手の薬指に着けているヒメ神の証あかしであるトパーズの指輪。この前入ってしまったヒビがさらに深くなっているように見える。

　指輪の宝石は、かなみの心に同調して変化しているのか……？

「羨うらやましいですわね。変われる、というのは……」

　ハルカは俺おれの首筋に押しつけていた刃を外した。日本刀をひょいっと動かして自分の肩に担ぐ。

「ハルカさんだって、きっと変われる。俺が変えてみせる。全部片付けて、またみんなとここで一緒にいよう。ヒメ神たちと、俺。それに貴き理りやみんながいれば、他に必要なものなんてないだろ」

　俺の手はさっきから差し出したままだ。

　ここで引っ込めることはできない。一度、手を引いてしまったら二度とハルカの手を取れない気がするから。

「祐ゆう貴きさんもかなみさんも、本当に……バカですわね」

「あっ！　あたしの決め台詞ぜりふをパクったわね！」

「決め台詞だったのかよ！」

　タメをつくってからの、バカ呼ばわり。

　まさか、ハルカに言われるとは思わなかった……。

「だけど、私もバカです……。だって、だって……」

　ハルカは、肩に担いでいた日本刀をだらりと下げた。その剣先が小さく震えている。

「私、どうすればいいのかわかりませんもの……自分の心がわかっているのに、どうして……」

「ハルカさん……」

　俺は踏み出して、強引にハルカの手を取ろうとする。

　わからないなら、俺おれがわからせてやらなければ。

　俺たちと一緒に来ればいい。ただそれだけのことだと――

「――祐ゆう貴き君！」

「！」

　かなみが発した鋭い警告に、俺は素早くＭ４を構える。ほとんど反射的な行動だった。

　もちろん、ライフルをハルカに向けたのではなく、構えたまま周囲を警戒したのだ。だが、なにも見当たらない。

　薄暗い空間に俺とかなみとハルカの三人がいるだけだ。

　違う――

「まさか」

　天井の照明がつくり出している俺たちの足下の影が――動いている。

　不自然に影が横にふくらみ、ゆらゆらと揺れている。

　俺は、前にも似たような現象を見たことがある。ここではないが、桃もも女じよの地下空間で、あいつらと出会った――

「影か！」

　俺は叫び、それと同時に足下の影が立ち上がった。

　人型の影は大きく膨張し、二メートルを超えている。影は平面ではなく風船のように丸くなっていて、手足の部分が異様に長い。

　俺の影だけでなく、かなみとハルカの影からも同じものが生まれている。

　合計三体の影が、俺たちの周りを取り囲みつつある。

　あの影たちがどれだけ厄介か、俺は充分に知っている。軍曹はあの影にぶん殴られて吹っ飛んでいたし、こちらが機き関かん銃じゆうの弾をばらまいても影に多少の穴が開くだけで、それもすぐにふさがってしまう。

　こっちの攻撃は当たらないのに向こうの攻撃は当たるという、最悪の相手なのだ。

　一いつ旦たん、逃げるしか他に手は――

「え……？」

　多少は効果がある閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんをポーチから取り出そうとして、俺は手を止めた。

　三体の影は、俺たちではなく――ハルカに向かっている。

　影たちの腕が伸び、ハルカに向けて鋭い一撃を放とうとしていた。

「ハルカさん！」

　俺は飛びかかるようにしてハルカの身体からだに抱きつき、地面に押し倒した。カランカランと音がして、ハルカが手放してしまった刀が地面を転がっていく。

　俺たちが倒れ込んだところで、さらに影たちは動いた。その巨体を宙に浮かせ、こちらに向かって飛びかかってくる。

　あれに物理的な重量があるのかは、知らない。

　だけど、これは――ヤバイ！

　なぜか固まったように動かないハルカの身体からだを強引に抱き上げて立ち上がろうとした、そのときに。

「あーもう、なんなのよ！」

　かなみのヤケクソ気味な叫びとともに、彼女の右手人差し指から凄すさまじい電撃がほとばしった。

　まさに俺おれたちに襲いかかろうとしていた三体の影が、電撃で吹き飛ばされる。

　影たちは壁際まで飛ばされ、そこでぴたりと静止した。奴やつらは見た目こそ真っ黒な影のようだが、実体は煙や霧に近いもののようだ。電撃が効いたのは意外だが、ダメージを与えたわけでもないのかもしれない。

　影はじりじりとこちらに近づいてくる。

「かなみ！　ハルカさんを連れて走れ！」

　俺は閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、ピンを引き抜く。

　かなみは素直に言われたとおりにして、ハルカの腕を強引に引っ張るようにして、近くの通路へと走って行った。

　影カゲヒメのなれの果て――というのなら、気になる存在ではあるが、今はこいつらの相手なんかしていられない。

　俺は奴らに向けて閃光手榴弾を投げ、すぐさま身を翻ひるがえした。

　背後で凄まじい光が炸さく裂れつし、それにかまわず走って、かなみたちに追いつく。

「まったく、なんでこんなところで出てくるんだろうな、あの影たちは！　だいたい、どうしてハルカさん狙ねらいなんだよ！」

「…………と言ってましたわ」

「え？」

　かなみに引っ張られて、されるがままのハルカがぼんやりとつぶやいた。

「おまえだけが愛されるのは許さない、と言ってました。怒っているんですわ、あの影たちは……」





　俺たちは、狭い地下通路をひたすらに走っていく。

　いくつも角を曲がり、カーブした道を進んできたせいで、もう自分がどの辺りにいるのかわからない。元来た道を戻れるかどうかも怪しいものだ。

　こんなところで迷ったらシャレにならないが、とにかく逃げるのが先決なのでやむをえない。

「しつっこいな！」

　俺は振り向きざまにＭ４をフルオートで撃つ。もう残弾を気にしている場合でもない。

　撃たれた影の一つにぱぱっと穴がいくつも開き、一瞬動きが止まるが、すぐに元気いっぱいでこちらを追いかけてくる。

「祐ゆう貴き君、爆弾とか持ってるんでしょ!?　吹き飛ばしちゃいなさい！」

「いやいや、無理だろ！」

　救出時に役立つかと思ってＣ４爆弾も持ってきているが、脱出経路もわからない地下でそんなもの使うわけにはいかない。もし爆発で通路が崩れたりして、生き埋めになったら笑えない。

「もうっ、あんな八つ当たりみたいなことしてくる奴やつらから逃げ回らなきゃいけないなんて！　別にハルカさんが悪いわけじゃないでしょうに！」

「……悪くもない祐貴さんによく八つ当たりしたりしてませんか、かなみさん」

「祐貴君はいいのよ！」

　よくねぇよ。

　と、前を走っている二人に突っ込みたいが、そんな暇はない。

　俺おれは弾倉を交換する。これで、予備はあと一本だけになってしまった。通じもしない相手に撃ちまくった上に弾切れになったら……。

「さっきの影たちは――」

「ん？」

　かなみが、ハルカのつぶやきに反応している。

「前に慧けいさんたちと出会った影とはまた違うようですわ。あのときの影たちは、私が影になってしまうことを望んでいなかったようにも思えます」

　あれが影カゲヒメたちのなれの果てだとしたら、元はヒメ神ガミだということで――

　それぞれに個性があるということなのか？

　なんにしても、あの影たちがハルカを集中的に狙ねらっていることは間違いない。

「影の考えていることなんてどうでもいいわよ。単に、ハルカさんが好みで襲いかかろうとしているだけかもしれないでしょ」

　それもすげぇ話だな……。影にも好みとか欲望とかあるのか。

「なるほど……だらしなく大きい巨乳より、私のようなスレンダータイプがお好みなのかもしれませんわね」

「だらしない巨乳って誰のことよ!?」

　ハルカも意外と余裕ありそうだな……。

　表情や口調こそぼんやりしているが、普段とさほど調子は変わらない。

　――って、まずい！　追いかけてきている影がいつの間にかさらに数体増えている。先頭の影はすぐにでもこちらに追いつきそうだ。

「ああ、もったいないなあ」

　閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんのピンを引き抜いて、数メートル先の床に叩たたきつけるようにして投げつけた。轟ごう音おんとともに光が弾はじける。

　光に背を向けて走りながら、俺は舌打ちする。非殺傷の武器は貴重だっていうのに、予定外の戦いで消費してしまうとは。

「あの、祐ゆう貴きさん、かなみさん」

「言っとくけど、自分を置いて先に行けとか言ったら気絶させて運ぶわ」

「あ……」

　かなみの容赦のない言葉に、ハルカが驚いている。どうやら図星だったらしい。

　俺おれもかなみと同意見なので、口を挟まずに背後の警戒に集中する。

　自己犠牲なんかは、俺もかなみも好きじゃない。断じて否定する。たぶん、ハルカだって同じはずだ。彼女はまだ、頭が混乱しているだけだろう。俺たちにいろいろ言われて、落ち着いていられるわけがない。

「祐貴君、ここに階段があるわ！　上に行ける！」

「よし、行け！」

　このまま走り回っても、ジリ貧だ。地上に出られるなら出たほうがいい。地上までは影たちも追いかけては来ないかもしれないし。

　階段の登り口に身を隠して、Ｍ４を連射する。どれだけ撃ってもまるで無駄。せめて、どこかに急所とか心臓みたいなものがあればいいのに。

　ダメだ、撃っててもしょうがない。銃口を下げて、かなみたちの後を追って階段を駆け上がっていく。おお、先を行くかなみのスカートがひらひら揺れて、パンツが見え――って、どんなときでも発情するのは人としてやめよう。

「あっ、ここにドアがあるわ！」

　俺が追いつくのと同時に、かなみが嬉うれしそうな声を上げた。確かに、階段を昇りきったところに頑丈そうな木製のドアがあった。

　かなみを押しのけて、俺はドアノブを掴つかみ――

「って、ああくそっ、鍵なんか掛けやがって！」

　普通掛かってる気もするが、今は俺たちの邪魔をするすべてがイラッときてしまう。

　俺は太もものホルスターからベレッタＭ92Ｆを引き抜き、ドアノブの辺りをぶち抜く。そして、思い切りドアを蹴け破やぶった。

「…………？」

　ドアの先は、地下と同じように薄暗く、なんだか雑然としていた。

　たいして広くはない十畳かそこらの空間に、大きな棚やダンボールが適当に積まれている。他の人間や危険物の気配はない。

「かなみ、ハルカ、入ってくれ。ドアの前にバリケードをつくる！」

　二人が室内に入ってきたのを確認して、俺は近くにあったでかい棚を引きずってドアの前に置いた。さらに、なにが入ってるのかやたらに重いダンボールをその棚の前に放ほうり出す。

「はぁ、はぁ……これでしばらくもつかな。これ以上追ってこなければありがたいんだけどなあ」

「お疲れさま。けど、これからどうするの？　もう弾もほとんどないんでしょ？」

「閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんも使い切っちゃったしなあ。Ｍ４の残弾は残り一本半ってところ。拳けん銃じゆうの弾はまだあるけど、あの影にはどうせ通じないよな」

　思わず、ぼやきも出るというものだ。

　ハルカとの激突がうやむやになったのはいいけど、あの影にしつこく追い回されていては、先に進めない。

　そもそも、ここはどこなのか。

　ヒメ神ガミたちがいるはずの宝石の宮パレスは、どっちに行けば着くんだろう。

「あの、祐ゆう貴きさん。あそこにもドアがありますわよ」

「え？」

　どうでもよさそうなハルカの言葉に、俺おれは部屋を見渡した。薄暗くて気づかなかったが、俺たちが入ってきたドアと同じようなドアが、反対側の壁のところにあった。

　俺は拳銃を構えて、そちらのドアのほうへ近づく。

　ドアを開けようと、ノブへ手を伸ばして――

「誰だっ!?」

「ぐおっ!?」

　いきなりドアが勢いよく開いて、俺の顔面にどかんとぶつかってきた。

「ぬおおおおお……」

「祐貴!?」

　鼻を押さえてうめいている俺の名前をひっくり返った声で呼んだのは――

「祐貴、なにしてんの、こんなとこで」

「なにって、そっちこそ……」

　竜りゆう崎ざき澪みおだった。

　桃もも女じよの二年生にして、水泳部の部長。元体育会連合のリーダーで、そして人間離れしたパワーを持ち、水を操るヒメ神。

　ショートカットの髪の隙すき間まから見える耳に、アクアマリンのピアスが光っている。

　なんでもいいが、澪はえらく薄着だ。上はタンクトップというには丈が短すぎて、お腹なかどころか胸の下半分までが見えてしまっている。こんなエロティックなタンクトップが市販されているのか、自分で丈を詰めたのか。下は青白の縞しま模も様ようのパンツである。

　要するに、澪はほぼ下着姿だった。

「澪さん、なんてかっこうしてるの！　それだからエロ女とか言われるのよ！」

「言ってるのは会長だけだよ。というか、会長とハルカさんもいたんだ。こんなところで三人でやってたの？」

「なにもやってないわよ！」

　再会した直後だというのに、かなみと澪はいつもの調子だ。

「なにもやってないわけじゃないだろ。澪、ここはどこなんだ？」

「宝石の宮だよ。地下室があったんだね、ここ」

「宝石の宮パレスの地下室……？」

　澪みおがこくりと頷うなずいて、説明を始める。

　なんでも、銃声だのなにか動かす物音だのが聞こえたので澪が調べてみると、キッチンの棚の後ろに隠し扉があって、そこから地下に降りる階段があったとか。

　こちらもざっと事情を説明する。澪たちの救出のために突入してきて、影に追い回された挙げ句にここに着いたという程度だが。あまり詳しく説明している時間もない。

「宝石の宮はドアも窓も全部頑丈なシャッターが下りてるけど、ここからなら出られそうだね。あー、よかった。もう何日もずっとこんなところに閉じ込められて、すっかり運動不足だったからね」

「待て待て、俺おれの話、聞いてなかったのか。あっちのドアの向こうはバカみたいに強い影の人たちがいるんだって」

「おー、強いのか。そりゃ、運動不足の解消にはちょうどいいや」

「…………」

　澪は、にこにこと嬉うれしそうに笑っている。よほど退屈していたらしい。

　まあ、無事でなによりだけど……。

「あっ、そうだ澪！　朱あか音ねと慧けいは――」

　その瞬間。

　ベキベキベキ、と凄すさまじい轟ごう音おんが響き、ドアの前に置いていた棚が砕け、積んでいたダンボール箱も崩れてしまった。当然、ドアもバラバラになってしまっている。



    

  
    
      



    

  
    
      　のそり、と砕けた棚とドアの向こうから影の塊が室内に入り込んできた。その影は、既に人型ですらなくなっていた。

　なぜか一体だけになっているが、さっきよりも影の塊の色は深く濃く、ドアと同じ程度のサイズで少し縮んでいるのに、禍まが々まがしい気配が強くなっている。

「くっ！」

　反射的にベレッタを構えた俺おれの前で、影の塊の一部が伸びて、槍やりのようにまっすぐ突いてくる。

「祐ゆう貴きっ！」

　澪みおが叫び、俺の首に腕を巻きつけるようにして床に引き倒した。影の槍はそのまま倒れた俺たちの上を通過して、壁に突き刺さって止まった。

「あ、危ねぇ……サンキュー、澪」

「どういたしまして。って、やばっ！」

　影の塊から、今度は柔らかいムチのようなものが伸びてきた。いろいろと芸を持ってる影だな！

　そのムチは俺たちを狙ねらうかと思いきや、スルーして――

「きゃっ……！」

　一人でぼんやりと立っていたハルカに、数本のムチが襲いかかり、彼女の手足や胴、首に巻きつき空中へと持ち上げる。

「うっ、ああっ……」

「ハルカさん！」

　俺は身体からだを起こし、苦しげにうめくハルカに――いや、ハルカに巻きついているムチに向けてベレッタを撃つ。

　弾丸がムチを射貫くと、ぱっと黒い霧のようになって散った。

　しかし、すぐに新たなムチが伸びてきて、またハルカの身体を拘束する。

「これじゃ、キリがない！」

「ああっ、くっ……！」

　ハルカの身体に巻きついたムチは、彼女を強く締め上げている。太ももの辺りを締めているムチがロングスカートの裾すそを持ち上げ、かなりあられもないかっこうだ。苦しそうな彼女の顔が若干気持ちよさそうに見えてしまうのは、散々ドＭっぷりを見せられてきたからだろうか――じゃなくて。

「ハルカさんを離せ、このクサレ影！」

　さらにベレッタを連射して、次々とムチを射貫いていく。一瞬でもムチが外れれば、少しはハルカが楽になる。といっても、根本的な解決にはなっていない。

「ゆ、祐貴さん……」

「大丈夫だ、ハルカさん。すぐに助けるから！」

「いえ、そうではなく……クサレなんて言葉を使ってはいけませんわ。神しん堂どうの王子様なのですから、もっと上品に」

「おーいっ、そういう問題じゃないだろ！」

　締め上げられながらなに言ってるんだ、この人は！

「ちっ……ハルカさんとくっついてるんじゃ、電撃が使えないじゃない！」

「あれは殴っても効きそうにないなあ……水で押し流したら、ハルカさんも流されちゃうか」

　どうやら、頼りのヒメ神ガミ二人の能力もこの場面では使えそうにない。

　影は、ムチでハルカを絡め取ったまま、ずるずると後ろに下がり始めている。地下へと戻っていくつもりなのか。

　冗談じゃない！

　ベレッタを構えて、さらにムチを撃ち抜き、ハルカの右腕を掴つかんでいたムチが外れ、俺おれは飛びついて彼女の腕を掴んだ。

「ハルカさん！」

「祐ゆう貴き……さん……」

　ハルカの腕を掴んだまま、片手でベレッタを撃ち、ほぼゼロ距離でムチを撃っていく。一気にすべてのムチを撃ち抜いて、落ちてきたハルカの身体からだを受け止める。

《おまえも……おまえも影カゲヒメだったっていうなら、ハルカさんの辛つらさはわかるだろ！　これ以上、ハルカさんを傷つけるな！》



    

  
    
      



    

  
    
      　ごく自然に。

　まるで当たり前のことのように、『王の声オーバーロード』の第二段階が発動していた。

　俺おれは、息を荒くしているハルカを澪みおに託し、影と向き合う。

《下がれ！　元いた場所に戻れ！　おまえたちの魂も、必ず俺が救ってやる。だから、今は戻って、待っていろ！》

　影は、『王の声』に押されるようにして下がっていく。

　だが、その動きは遅く、新たなムチも次々と作り出され、ひゅんひゅんと唸うなりを上げている。第二段階の『王の声』でも押し切れないのか。

　今すぐにでも、影はまたハルカに襲いかかってこようとしている。

　俺の『王の声』からの圧力が止まれば、すぐに攻撃を再開するだろう。

　第二段階の『王の声』は、尋常ではない集中力を必要とする。いつまでも、使い続けることはできない。

「おーっ、ユーキじゃねぇか！　ひっさしぶりぃ！」

「げっ」

　振り向いて――いや、振り向くまでもなくわかった。

　現在、俺の周りでこんなぞんざいな言葉遣いをする女の子は一人しかいない。正確に言うと、こういう言葉遣いになってしまうことがある女の子を一人知っている。

　室内に入ってきた朱あか音ね・マイヤーは、俺好みの白いワンピース姿で、肩からストラップでエレキギターを提げている。

　燃えるような赤毛と、おとなしそうな柔和な顔つき。優しい微笑が似合う少女なのだが、今は挑戦的な笑みが浮かんでいる。

　朱音は、じゃーんとギターをかき鳴らした。アンプに繋つながっていないのであまり音が出てないけど。

「ちょうどいいとこに来た！　また新曲ができたとこなんだよ、聴いてくれ！」

「あの、それどころじゃないんだけど……あれ見てくれ」

　俺は、まだ壊れたドアの辺りにいる影を指さした。

　しかし、朱音は一いち瞥べつしただけで興味なさそうに視線を逸そらした。

「あんなもん、どうでもいい。それより、あたしの歌だ！」

「前から思ってたけど、朱音って大物だよな！」

　あからさまに化け物にしか見えないあの影を目にして、「どうでもいい」と言い切れる人間がこの世にどれだけいるだろうか。

「大物に決まってんだろ！　あたしを誰だと思ってんだ！」

「ええ、『セラフ』なのはわかってますが……」

　なんとなく、敬語になってしまう俺。

　彼女の正体は、ここ一年ほどヒットチャートをにぎわしている伝説の歌姫、『セラフ』なのだ。メディアに顔を出さないミステリアスな歌手で、大物であることは確かだ。

「ははっ、まだまだあたしのことをわかってないね！　ま、ユーキにはそのうち教えるけどさ！　なんたって、あたしらは婚約者同士だもんな！」

「まだ、なんかあるんだよな……」

　俺おれと朱あか音ねが婚約者同士だというのは、大マジだ。

　こっちはまったく知らなかったが、俺と朱音が結婚することはどちらかが死なない限り、確定したことらしい。朱音にはいろいろ秘密があるようだけど、結婚までに全部教えてもらえるのかな……。

「あ、いやいや。今はそれどころじゃないんだって。あいつを――どうにかしないと」

　俺は、影のほうに向き直る。

　さっき、間違いなく『王の声オーバーロード』は一定の効果があった。

　もっと、もっと集中して――『王の声』で押しまくれば――

「ちっ、しょうがねぇ。影だかなんだか知らないけど、せっかくユーキと会えたっていうのに邪魔を……すんなぁ！」

「えっ？」

　朱音がぶんっ、と右手を一振りしたかと思うと。

　分厚い炎が砲弾のように飛び出し、影へとぶち当たった。

「――――――っ！」

　甲高い、声にもならない悲鳴のようなものを響かせながら、炎の直撃を受けて影がばらばらに散っていく。

　放たれた炎が影を焼き尽くし――一瞬後には、影は綺き麗れいさっぱり消えてしまい、床と地下への出入り口がわずかに焦げた跡だけが残った。

「きゃ、お恥ずかしいです」

「…………」

　焼き尽くした本人は、我に返ったらしく、通常モードになっている。戻ったときの台詞せりふももうおなじみになってきた。

「せっかくの再会だというのに、変なところをお見せして申し訳ないです。ごめんなさい、ユーキ様」

「い、いや。助かったよ、朱音」

　あの影は点ではなく面の攻撃に弱いようだ。炎の柱を作り出せる朱音は、あいつらとの相性がいいらしい。

「話は後よ。さっさと上に行きましょう。またあの影が戻ってくるかもしれないわ。どうせ、あのくらいじゃあいつは死なないでしょ。祐ゆう貴き君並みのしぶとさだわ」

「そりゃー、しつこそうだ……」

　表現はともかく、かなみが言っていることは正しい。

　いくら朱音がいるといっても、あんな怪物の相手を何度もやってられるか。



    

  
    
      



    

  
    
      　お互いの無事を喜び合うのは、安全なところに移動してからだ。





「祐ゆう貴きーっ！」

「ぬわっ!?」

　宝石の宮パレスのダイニングまで戻ってきたところで、いきなり澪みおが勢いよく抱きついてきた。

　うわああああ、この柔らかな感触は！　間違いなくタンクトップの下にはなにも着けてないよな、澪さん！

「おい待て、落ち着け、澪！」

　俺おれは澪を引きはがして、壁際まで下がる。

「ま、まだ安心するのは早い！　影から逃げ切ったわけじゃないんだぞ！」

　地上に戻って、キッチンの地下へ繋つながる扉を閉じて棚を元の場所に移動させた。あの“〝地下をさまよう影”〟たちはおそらく、地上までは追ってこないとは思うが……。

「とりあえず、澪は服を着ておいてくれ」

「えー、服？　わたしくらいになると、脱ぎかけより全裸のほうがエロいと思うけど」

「エロさの調整のためじゃねぇよ。人として服くらいは着ろよ」

　澪はぶつぶつ言いながら、床に放ほうり出されていたＴシャツとショートパンツを手に取った。脱ぎ散らかすのはよくないと思います。

　以前、ダイニングに置かれていた大きなテーブルがなくなっていて、代わりに小型のテーブルやソファが置かれている。朱あか音ねの説明によると、宝石の宮パレスにはそもそもリビングがなかったため、千ち華か姉ねえがヒメ神ガミたちのためにダイニングを模様替えしてくれたらしい。変なところでは気が回る人だ。

「そうだな、ハルカはそこのソファで休むといい。かなみも」

　ハルカはさっきの影にやられたダメージが残っているだろうし、かなみも相当走り回って疲れているだろう。

　二人とも、素直に頷うなずいてソファに座った。

「えーと、それで……慧けいはどうしてる？」

「ケイ様でしたら、そこにいますよ」

「うおっ!?」

　全然気づかなかったが、見慣れた浴衣姿の氷ひ室むろ慧がダイニングの隅っこに寝転がって、本を枕まくらに眠っていた。肩より少し長い銀色の髪はばさばさで、寝ているのに眼鏡めがねは掛けたままだ。

　なんであんなところで寝てるんだ。猫じゃあるまいし。そういや、ヨタハチは母さんがどこかに預けてきたけど、元気にしてるだろうか。

「私はギターを弾ひいたり、ミオ様は筋トレをしたりして時間を潰つぶせましたが、ケイ様はここにあった本をすぐに読み尽くしてしまったので……」

「退屈してたわけか。なんだ、これ？」

　慧の周りには、なにやらコピー用紙が数枚散乱している。なんだろう、なにかの機械の設計図？

「ああ、それはケイ様が暇潰しで描いていたミオ様サイボーグ化計画の設計図です。ミオ様の圧倒的なパワーをさらにドンとアップさせたいそうで」

「……そうっすか」

　やっぱり、ヒメ神の中で地味に一番恐ろしいのは慧じゃないか？　仮にも学校の先輩である澪みおを暇潰しで改造しようとか……。

「それで、ユーキ様。これからどうされるのですか？」

「シャッターが下りていて外には出られないんだよな？　地下から外に戻れるけど、それは危ないしなあ。爆弾があるから、もろそうなところを爆破してみるよ」

「かっこいいです！　爆破ですね！　爆発は男のロマンだって、リナ様が言ってました！」

「……それは間違いじゃないけど、間違いだと思っていてほしい」

　相変わらず、朱音は多方面に亘わたってうちの母からろくでもない知識を仕込まれているようだ。

「できれば慧に手伝ってもらいたいんだけどな。どうせ、この子のことだから宝石の宮もあちこち調べ回ってあるんだろうし」

　氷室慧は、知能に優れたタイプのヒメ神だ。見たこともない、巨大で凶悪な戦闘用ロボットを一人で造ってしまうほどである。爆破にはいろいろと計算も必要なので、役に立ってくれると思うのだが。

「祐ゆう貴き、その前にまずこっち！　わたし落ち着いたから、さっきの続きを！」

「全然落ち着いてないだろ！」

　またもや、澪みおが抱きついてきた。俺おれの背中にしっかりと腕を回し、豊満な胸を潰つぶれるくらい押しつけてくる。ていうか、俺の胸が潰れそう！　力が強すぎる！

「久しぶりに祐貴に会えたんだよ！　もう我慢できない！」

「…………っ！」

　抱きつかれたまま、澪に思い切り唇をふさがれてしまう。

　柔らかな唇が押しつけられ――うわっ、唇だけじゃなくて澪の舌が、舌が！　舌が俺の口に入ってくる！

「んっ、んんっ……待てって、澪！」

「えー、もっと……」

　澪がとろんとした目で、俺を見つめてくる。そういう目は反則です。

　俺は澪から一歩離れてから。

「ま、まだ全然落ち着ける状況じゃないだろ。せめて、ここを出てから――」

「あの、ユーキ様……」

　くいくいと、朱あか音ねが俺の制服の袖そでを引っ張っている。

　なにかと思って、朱音の顔に目を向けると。

「えーい」

「……っ」

　気が抜けそうな声とともに、朱音が背伸びして唇を重ねてきた。

　澪とはまた感触が違う唇が……。朱音の唇はとろりととろけそうなほど柔らかく、ほのかなあたたかさが伝わってくる。

「んん……ぷぁっ」

「……なにしてるんだよ、朱音」

　朱音は顔を赤くして、目を伏せてしまった。ごにょごにょと、口の中でなにやらつぶやいているようだ。

「朱音？」

「……その、ですから……私にキスしないのはダメ、なんです」

「そうだったな……」

　朱音は俺が他の誰かとキスするのはかまわないらしいが、自分にキスしてくれないのはダメ、だそうだ。

　真っ赤になって、もじもじしている朱音はえらく可愛かわいい。相変わらず、通常モードでは俺への最高の癒いやしになってくれる女の子だ。

「祐貴先輩、ボクもボクも」

「ああ、はいはい」

　俺おれの横に立っていた慧けいの小柄な身体からだを抱き寄せ、屈かがみ込こんで唇を重ねる。

　この小さな後輩が氷使いであることと関係あるのかないのか、慧の唇はちょっぴり冷たい。慧の薄い唇も、やっぱり澪みおや朱あか音ねと柔らかさが違っていて――

「って、おおい！　なにしてるんだ!?」

「ボクのファーストキスを奪っておいて、なにしてるもなにも」

　とても冷静な返答だった。

「でも、キスがどういうものかわかった。基本的に味はしない。しょっぱいのは、祐ゆう貴き先輩が汗をかいてたから。あと、悪い気分はしない」

「……あのな」

　ファーストキスを分析する女の子っていうのも、困りものだ……。

　いつの間にか起きてきて、どさくさまぎれにキスを要求してくるとは。いや、あっさりのせられた俺もどうかと思うが。

「……よかったわねえ、祐貴君。可愛かわいい後輩のファーストキスまでもらっちゃって」

「え、ええ。まあ……」

　かなみの嫌いや味みに、俺はびくつきながらじりじりと彼女から距離を取る。

　他の子とイチャつくのは許しても、嫌味くらいは言わせてもらうということらしい。怖いなー。

「そ、それより慧。目が覚めたのならちょうどいい。外のシャッターを爆破するから、手伝ってくれ」

「爆破？」

「そう。澪たちにも壊せなかったなら、相当頑丈だろうから、この際どかーんと」

　ドカーン、と。

　凄すさまじい爆音が響いたのはそのときだった。

「きゃああああっ！」

「おおっ!?」

　ヒメ神ガミたちが悲鳴を上げ、俺はとっさに警戒態勢を取った。

　建物そのものが大きく震え、爆音が耳から頭まで響き渡っている。

　音が響いたのは玄関のほうだった。凄まじい爆発だったが、この宝石の宮パレスは相当に頑丈に造られているらしく、天井や壁が崩れるようなことはなかった。

　それはいいのだけど……。

　ぱたぱたと、足音がこちらに近づいてくる。

　俺はＭ４ライフルを構え、バカになっている耳を澄ませて、足音が聞こえてくる方向を探る。

　ダイニングのドアが、がちゃりと開き――

「はぁーい、おまたせぇ」

「…………」

「なーんだ。ユウたち、もう来てたの。せっかく先回りして、ユウの美お味いしいところをかっさらおうと思ったのにぃ」

「母さん……！」

　姿を現したのは、見間違えようもない我が母だった。

　ミニミ軽機き関かん銃じゆうとＭ４ライフルを片手で一丁ずつ持ち、身体からだにミニミの弾帯を巻いている。あんた、アクション映画にでも出演してこいよ。

　母はあちこち薄汚れているが、ケガはしていないようだ。

「リ、リナ様。お久しぶりです！」

「あら、朱あか音ね様。ホントに久しぶりねぇ」

　母さんがにこやかに朱音に挨あい拶さつする。間違った日本教育の師と弟子の再会か……。

「いろいろ話したいことはあるけど、それはまた後か。これで作戦の第一段階は終了ねぇ。ヒメ神ガミは全員救出したんだし、ユウはこれで引き返してもいいわよぅ。一応、まだ貴き理りがいるけど、あの子だって私と神しん堂どうの子だからねえ。煮ても焼いても食えないわぁ」

「最後の意見には同意だけど、引き返すわけにはいかないよ。あれでも貴理は俺おれの妹なんだからな。あいつを助けに行かなかったら、どんな目に遭わされるかわからないし」

　俺は笑って、ヒメ神たち全員の顔を順番に眺める。

　かなみ、ハルカ、澪みお、朱音、慧けい。

　大切な、俺の楽園ハーレムの女の子たち。

　みんなを守るために、俺はここにいる。

「まだ、もう一人会わなきゃいけない人もいるからな」

　神堂千ち華か。

　俺の従姉いとこにして、ヒメ神の一人。

　反逆のヒメ神だろうとなんだろうと、あの人にも愛情を注がなくちゃいけない。

　自由になりたいと願っている千ち華か姉ねえを、俺は楽園に閉じ込めようとしているのかもしれない。

　だけど、それでも――俺は行く。

　ヒメ神たちと、俺たちの楽園のために。



    

  
    
      
４章　思い出にさようなら



　宝石の宮パレスの玄関には、派手に大穴が開いてしまっていた。

　玄関をふさいでいたはずのシャッターはどこかに吹き飛んでいて、跡形もない。澪みおにも破壊できなかったというから、相当に頑丈なシャッターだっただろうに、母はどれだけの爆薬を使ったのやら。

　まず最初に俺おれがＭ４アサルトカービンを構えて外に飛び出し、続けて母が出てきて互いをフォローしつつ、周りを警戒する。

　宝石の宮は周囲を木々に囲まれ、道が一本あるだけだ。木の陰や茂みなど、隠れる場所はいくらでもあるが、どこにも人の気配はなく、遠距離から撃たれることもなかった。

「……クリア」

「でしょうねぇ。私がだいたい蹴け散ちらしてきたもの」

　俺と母は、同時にライフルを下ろした。それから、宝石の宮の中に合図すると、こちらの様子をうかがっていたヒメ神ガミたちが外に出てくる。

「つーか、みんな本当についてくんの？」

「当たり前でしょ。ここまで付き合ったんだから、最後まで行くわよ。祐ゆう貴き君を倒すのはあたしなんだから、他の人にやられたら困るしね」

「会長は相変わらずブレないねえ。ツンデレだよね」

「……うるさいわね。澪さんだって一緒に行く気満々でしょ」

　とうとう、かなみさんがツンデレを否定しなくなりました。

　これも一種の成長と言っていいのだろうか……どうでもいいけど。

「わ、私も行きます。死が二人を分かつまでです」

「死んじゃダメだろ」

　朱あか音ねの天然も、相変わらずでなにより。まだ結婚してないっていうのに。

「ボクもこれ以上ここにいたら退屈で死ぬ」

「でも、慧けい。真面目まじめな話、危険も少なくないぞ」

「ボクがここにいるほうが危険。退屈のあまり、ここらの山を丸ごと吹き飛ばす爆弾とか造りかねない」

「死ぬって、罪もない一般人のみなさんが!?」

　やっぱり、この女子中学生は危ない！

　監禁されていた間に、思考の危険っぷりがエスカレートしてないか？

「まあ、慧だけ残しておくわけにもいかないか」

「うんうん」

　慧がこくこくと頷うなずく。

　このちびっこい後輩は、まだ俺と誓約エンゲイジを交わしていない。氷を操る能力を持っているが、戦闘に使えるレベルではない。置いていくのもそれはそれで心配だ。

　となると、あとは……。

「…………」

　ハルカはなにも言わず、他のヒメ神ガミたちから一人だけ少し離れたところに、ぼんやりと立っている。

　もう俺おれたちと戦うつもりはないようだし、ここに残るわけでもないようだ。

　ハルカなら足手まといになることはまずないだろう。一人にはしておけないし、一緒に来てもらうほうがいい。

「さてと、私は少し休ませてもらうわぁ。さすがに老体には優秀な後輩たちの相手はしんどかったー」

　その場にどさっと座り込んだ母の台詞せりふに、澪みおたちが首を傾かしげている。さっき、この残念な人が俺の母だということだけは説明しておいたが、かなり不思議がってたもんな。この人に育てられた俺だってまだ何者なのかわからんのだから、当然だろう。

「もうヒメビトとＧガールズもそんなに残ってないでしょ。千ち華かを捜さがすなり、逃げるなりご自由に」

「逃げねぇって。つーか、援軍が来てたらどうする？」

「ヒメ神がこんだけいて、なにか困ることがあるのぅ？」

「……ないな」

　殺さないように手加減してもらう必要はあるが、歩く大量破壊兵器みたいな女の子が五人もいるのだ。どうにでもなるだろう。

「ここから先は若いモンたちに任せるわぁ。はー、ユウ、後でマッサージしてねぇ」

「ああ、お疲れさん」

　ここまでやってくれただけで充分だ。

　マッサージくらい、いくらでもやってやろう。「いくらでもやります」なんて言ったら、本当に無限にやらされかねないので、口には出さないけど。

「そうね、ここからはあたしたちだけで行けそうね。でもその前にやることができたみたいよ」

　かなみがそう言って、どこかを指さした。

　その指先が示す方向に――

「撃つな。武器は持ってない」

　両手を挙げて歩いてくるのは――Ｇガールズの隊長である軍曹だった。

　軍曹は、我が妹にして神しん堂どう家けの当主である貴き理りのそばにあって護衛を務めている。「軍曹」というのは通称であって本職の軍人ではないが、凄すご腕うでの兵士である。射撃、格闘技、サバイバルなどあらゆる戦闘技術に精通し、指揮官としても優秀だ。

　なにより、貴理に対して絶対的な忠誠を誓っている。俺が貴理に生意気な口をきいただけで、頭を鉛弾でぶち抜こうとしてくるほどだ。脅しではなく、大マジで。

　その軍曹が、なぜここに……。あるいは、貴き理りと一緒に監禁されているのかもと思っていたけど。

　かなみが言うとおり、軍曹がたった一人でここに来た以上は、重大な用件があるのだろう。

　まさか、俺おれとサシの勝負をしに来たとか……？

「あらぁ、ゆかりちゃんじゃない。おっひさしぶりぃ」

「りっ、里り菜な姐ねえさん！　その呼び方はやめてください！」

　高まっていた緊張感が、一瞬で崩壊。

　軍曹は真っ赤な顔をして、ばたばたと意味もなく手を振っている。そういえば、軍曹は俺とあまり歳は変わらないらしいが、年相応の表情を浮かべるのはとても珍しい。地下の影に遭遇したときも怯おびえてガクガク震えていたっけ。あのときともまた違う、普段とのギャップが凄すごいなあ。

「で、ゆかりちゃん。なにしに来たんだ？」

「ゆかりちゃんって言うな！」

　軍曹は俺を怒鳴りつけ、太もものホルスターに手を伸ばそうとして、ぴたりと動きを止めた。武装を解いてきたのを忘れていたらしい。

「ゆかりちゃんは、ゆかりちゃんじゃない。それが本名でしょ。あんたこそ、なに言ってるのぅ？　軍曹なんてあだ名、センスないしぃ」

「里菜姐さん！　あなたから訓練を受けてた子供の頃とは違うんです！　私は神しん堂どう家けの護衛部隊の隊長なんですよ！」

　あー、なるほどなるほど。話が読めてきた。

　母さんはＧガールズの初代隊長。現隊長である軍曹と接点があっても、少しもおかしくない。今の話を聞く限りは、幼い頃の軍曹は母の教え子だったということか。

「あれ？　ってことは、ゆかりちゃんって俺の兄弟子みたいなもんなの？」

「やかましい！　今はそんなことはどうでもいい！　私は神堂祐ゆう貴きに用があるんだ！」

　ゆかりちゃん――軍曹は、かなり興奮してらっしゃる。あまりからかうと、素手で俺を殺しにきそうだ。

「まあ、母さんとの積もる話はまた今度じっくりしてもらうとして」

「冗談じゃない」

「軍曹、俺に用っていったいなんだ？」

「……千ち華か様のご命令だ。おまえを連れて来いと。私の部隊も、あのふざけたヒメビトどもも下がらせたから、安心してついてこい」

「そうか……」

　どうやら、前ぜん哨しよう戦せんは終わりということらしい。

　それと、今の言葉で一つ気づいたことがある。

「貴理は、ヒメビトたちに捕まってるのか？」

「七、八人のヒメビトどもが船でお嬢様をさらって、そのままここでもそいつらが監禁している。お嬢様をお守りするのが我々の仕事とはいえ、奴やつらを相手にするのは危険が大きすぎる」

「だろうな……」

　ヒメビトが七人も八人もいたら、Ｇガールズといえども分が悪い。貴き理りのそばにいるなら、あいつを人質に使うことだって可能だ。俺おれだって勝負は避ける。

「千ち華か様にお嬢様をさらわれた挙げ句、ヒメ神ガミ様たちにまで銃を向けた失態の責任は必ず取るが、もちろんその前にお嬢様だけはなんとしても助け出す」

「相変わらずお堅いわねぇ、ゆかりちゃんは。Ｇガールズは人間と戦うための部隊だしねぇ。ヒメビトとかヒメ神とかは専門外でしょうに。責任とか言ってないで、部下を死なせずにできることをやればいいのよぅ」

「お嬢様になにかあったら、私も死にます！　神しん堂どう祐ゆう貴きも道連れに！」

「ええっ、えらいとばっちり!?」

　かなり本気で言っていそうなのが恐ろしいぞ、軍曹！　俺だって貴理になにかあったら困るけどさ！

「あのね、そういう話はもういいから。千華先輩のところに連れて行ってくれるんでしょ？　あの人、どこにいるの？」

　真面目まじめなかなみさんが話を元に戻してくれる。まあ、ここにいる中で一番の常識人なのかもな。

「ホールです。新入生歓迎パーティをやった、あのホールで皆さんをお待ちしています」

「あそこか……」

　さっき、千ち華か姉ねえは林の入り口にいたけど、わざわざ移動したのか。罠わなでも仕掛けているのか、それとも……。

「わかった。よし、行こう。母さんは……残るんだよな？」

「ま、後で適当に行くわよぅ。それまで、あんたらで頑張ってー」

　母さんの言葉に、心なしか軍曹がほっとしたような表情を見せた。どうやら本気で母さんが苦手らしい。俺の兄弟子なら、軍曹も相当に母さんにいじめられただろうしな……。

「あのー、ユーキ様。ちょっといいですか」

「ん？　どうした、朱あか音ね」

　朱音が、ちょっと困った顔をして、俺を上目遣いで見てくる。そのお目々は破壊力高すぎです、朱音さん。

「ハルカ様がいらっしゃいません」

「え!?」

　この場にいる全員の顔を、確認する。かなみに澪みお、朱音に慧けい、それに軍曹と我が母。

　確かに――ハルカの姿がどこにもない。

　さっきは一人だけ離れたところに立っていたのに。

　周りを見ても、ハルカの姿はどこにもない。まさか、宝石の宮パレスに戻っていったとかじゃないよな？

「…………っ」

「慧けい？　おい、どこへ」

　突然、慧が浴衣の裾すそを翻ひるがえしながら走り出した。俺おれの声に振り向きもせず、林の中を走って行く。

　まさか、ハルカを捜さがしに――いや、そうか。

　ハルカは先に千ち華か姉ねえのところへ向かったのかもしれない。なんとなくだが、そんな気がしてならない。

　もうハルカには俺たちと戦うつもりはないだろうが、それでも今回のこの騒動に自分で決着をつけようとしているなら。

　向かう先は、千華姉のところしかない。

「つーか……」

　慧の足、遅っ！

　まだめっちゃ近くにいるし。だけど、必死に走っているのは後ろ姿からもわかる。

　ここ最近、慧はハルカと一緒にいることが多かった。慧はあまり顔に出ないけど、ハルカになついているんだな。

「んじゃ、行くか。軍曹は一緒に来るんだろ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「私はおまえの案内役だ。行くに決まってるだろう。お嬢様も、おそらくホールにいるのだからな」

「了解。それじゃ――」

　俺おれはもう一度、ヒメ神ガミたちの顔を見る。迷いがありそうな子は一人もいない。

　みんなに頷うなずいてから、俺はＭ４を構えて走り出す。

　振り向いて確かめる必要はない。

　ヒメ神たちはみんな、離れることなくついてきてくれるだろうから。





　ホールは、グラウンドや体育館、プールなど主に部活の設備が集まっているエリアにある。

　宝石の宮パレスから走ること二十分ほど。俺とヒメ神たちは、ホールの前に到着した。軍曹が言ったとおり、攻撃を受けることもなく、全員無事だ。

　元から体力のある軍曹とかなみは、ほぼ全力疾走だったにもかかわらず、まるで疲れた様子もない。さらに体力がある澪みおは、百メートルほど走ってへばった慧けいを背負って遅れることもなくついてきた。さすが、パワータイプのヒメ神。

「はー、疲れました。けっこう遠かったですね」

　意外に健脚な朱あか音ねが、微笑ほほえみながら言った。ワンピースのスカートの裾すそを掴つかんでぱたぱたと扇あおいでいる。お行儀の悪いことだが、天然さんな朱音のことだからほとんど無意識にやっているんだろう。放ほうっておけない子だ。

「はいはい、それじゃ中に入るわよ」

「いたたっ！」

　かなみが俺の横を通り抜けつつ、頬ほおをぎゅっとつねってきた。

　察するに、朱音の揺れるスカートから伸びている太ももに見とれていることがお気に召さなかったらしい。

「ま、待てって、かなみ。俺が先に入るよ」

「私が先に決まってるだろう。バカか？　死ぬか？」

　武装をしていなくても充分に迫力をお持ちの軍曹が、俺を押しのけて建物入り口のガラス戸を開けて中に入っていく。

　軍曹はまったくの無警戒で玄関を抜けて、通路を歩いていく。俺たちも、彼女の後を離れずについていく。

　やはり、罠わなも待ち伏せもなにもない。

　ただ――

「なにか、聞こえてきますね。金属がぶつかり合っているような音です」

「朱音は耳がいいんだな」

　俺にも聞こえるが、どんな音かまではよくわからない。音楽をやっているからなのか、朱あか音ねは聴覚が鋭いようだ。

　何事もなく、ホール入り口の分厚い扉の前に着いた。扉の向こうからは、はっきりと金属音が聞こえてくる。

「開けるぞ」

　軍曹はそう言うと、無造作に扉を押し開いた。

　ホールに客席などはなく、桃もも女じよの中等部と高等部の全員を収容してあまりあるほど広い。バスケットのゴールや床に引かれているラインがないだけで、体育館のようなものだ。

　その広々としたホールで、二つの人影が踊っている。

　風かざ間まハルカと、メイドのシズカ。

　二人の少女が跳ぶようにして動き回りながら、刃を交えている。

　ハルカは大型のサバイバルナイフを逆手に握っており、シズカのほうは薙なぎ刀なたのようなものを振るっている。

「ハルカさん！」

　俺おれは思わず、彼女の名前を呼んだ。

　キィン、と二人の刃が交錯し、ハルカがふわりと跳んで後ろに下がった。

　そして、こちらを見てにっこりと微笑ほほえむ。

「祐ゆう貴きさんたち、意外にお早かったですわね」

「そりゃもう、全力で走ってきたからさ」

　俺は、ホールの中へと進んでいく。

　ハルカとシズカは、距離を取って離れたまま動かない。

　その二人の間から見えるその先――ホールのステージ上には、見慣れた人の姿があった。

「いらっしゃい、ユウちゃん、みんな。歓迎するよ」

　桃女の夏服を着た千ち華か姉ねえが、ステージの床に足を投げ出して行儀悪く座っている。その後ろには、なにやら巨大なボードのようなものがある。ボードは、横が十メートル、高さは二メートルくらいあるだろうか。おそらく、絵が描かれているのだろうが、布がかぶせられているので中身は見えない。

「でも、歓迎する前にこの二人がやりたいことがあるみたいだから、そっちを先に済ませてもらっちゃおう。それでいいかな、ユウちゃん？」

「千華姉……」

　いいも悪いもない。

　目の前でハルカが真剣で斬きり合っているところを見せられて、黙っていられるわけがないだろう。

「済まされてたまるか。ハルカさん、もう戦う必要なんてないだろ。こっちに戻ってきてくれ。シズカの相手は俺がやる」

「ウチはお姉さんと違って、祐貴様の伽とぎはやりませんよ」

「相手って、そういう意味じゃねぇ！」

　薙なぎ刀なたを構えたまま無表情で立っているシズカに、ツッコミを入れておく。

　こいつの姉のマツリにだって伽とぎなんてさせたことはありません。というか、マツリみたいな騒がしいのを相手にそんな気になれません。

「祐ゆう貴きさんなら、私を止めようとすると思いましたが……」

　ハルカは、シズカを見据えながら口を開いた。

「私はどうすればいいのかわからなくなりました。ですが、この人には借りがあったことを思い出しまして。残念ながら、私は祐貴さん以外に言葉責めされても感じませんのよ」

「借りって……」

　俺おれとハルカは、無人島で仮面を着けていたシズカから、影カゲヒメが最終的に桃もも女じよの地下をさまよう影になると教えられた。

　それが事実であったとしても、あのときのシズカはハルカを動揺させるために――傷つけるために言葉に毒を含ませていた。

　ハルカも借りを返したくなるのはわかるけれど……。

「あ、あの、ミオ様。言葉責めってなんですか？」

「んー、たとえば祐貴に『このメス豚が！』とか『とんでもない淫いん乱らんだな。恥ずかしいところを見られて喜んでやがるぜ！』とか言われたら、朱あか音ねさんはどう思う？」

　俺の背後で、朱音と澪みおがとんでもない話を……。

「あー……えっと……ちょっと興奮しますね」

「えええええぇっ!?」

　俺は思わず振り返って、朱音の顔を見つめる。

　このおとなしそうな子までハルカと同類なのか！　つーか外国育ちの朱音に「メス豚」とか「淫乱」とかいう日本語が通じてるのも怖いよ！

　だいたい、これ以上、朱音にいらんことを吹き込まれちゃたまらん。

「澪、おまえなんつーことを……」

「あ、今のはごめん。わたしも朱音さんの答えは想定外だったよ……」

「だろうな……」

「わ、私なにか変なことを言いましたか？　ごめんなさい」

「いや、謝らなくていいよ……性癖は人それぞれだしな……」

　顔を赤くして、あたふたしている朱音にはフォローを入れておく。

　やはり、このおとなしいお嬢さん、相当にいろんな秘密を抱えていそうだ……。

「私とキャラがかぶってしまいますわね……いえ、仲間が増えると考えるべきでしょうか」

「どっちでもいい！　いいからハルカさん、こっちに来いって！」

「その台詞せりふは、夜にベッドの中で言ってください」

「言えるかっ！」

　そりゃまた強気な誘い方じゃないか。

「残念ですね。ですが、ご心配は不要ですわ。確かに、このヒメビトさんはなかなか鍛えてらっしゃるようですけど……」

「お褒ほめにあずかり光栄です。ウチも姉と同じく、幼い頃から神しん堂どう家けにお世話になっていまして。どうせなら戦えるメイドというレアな存在になって、特別手当などを稼いでやろうと必死に戦闘技術を磨いてきましたから」

「金が目的だったのかよ!?」

　それじゃあ、姉貴のマツリとまるっきり同じだ。マツリと似ているのは外見だけだと思っていたのに、意外に共通点が多いのか……？

「ヒメビトになっても、人としての欲望を忘れるわけではありません。そういう祐ゆう貴き様は、女が目的で生きてらっしゃるでしょう。欲望なんて、シンプルなものですよ」

「女って、おまえね……」

　シズカめ、なんて人聞きの悪い。ハタから見れば、女の子と遊んでばっかりに思えるだろうけどさ。

「話の続きをしてもいいでしょうか？　このヒメビトさんは強いですが、私はもっと強いですから。安らかにぶち殺してさしあげますわ」

「面白いですね、ハルカ様。ケリをつけましょう」

　シズカが、ぶんっと軽く薙なぎ刀なたを振った。

　かと思うと、シズカは突然左手をハルカに向かって伸ばし――メイド服の袖そでから小型の拳けん銃じゆうが飛び出してきた。その拳銃を握り、ろくに狙点も定めずにいきなり二発撃った。

「ハルカさんっ！」

　慌てる俺おれとは対照的に、ハルカは冷静そのものだった。

　ハルカは滑るような不思議な動きで横に移動し、二発の弾丸をかわす。まるで、撃ってくるのを読んでいたような素早さだった。

「なにか仕掛けてくると思っていましたわ！　あなたほどの使い手なら、私のほうが強いとわかっているはず！」

　だから――普通に薙刀を使わず、奇策を打ってくるとわかっていたわけか。

　ハルカは今度は前に踏み出して、ナイフを振るう。横から薙なぐような軌跡を描いた刃を、シズカはかろうじて薙刀の柄つかで弾はじいた。

　しかし、ヒメビトの力で攻撃を弾かれてもハルカは体勢を崩すことなく、笑みすら浮かべている。

　ふわり、と一瞬ハルカの長い黒髪が浮き上がり、空気の流れが変わる。

「くっ……！」

　轟ごう音おんを上げながら突風がシズカに向かって吹きつける。ハルカのヒメ神ガミとしての能力の一つ、風を操る力に攻撃能力はない。しかし、戦闘中に相手の不意を突くには、突風程度でも充分なのだ。

　相手がほんの一瞬だけ風で目を閉じるか、突然の風にただ驚くだけでもいい。ハルカにとっては、そのわずかな隙すきに相手を仕留めるなんて――たやすい。

　逆手で握ったナイフでシズカの首筋を狙ねらって――

「ハルカさんっ……！」

　また、俺おれは叫んでしまう。相手がいくらヒメビトでも殺すのは――

「ふふっ」

　シズカの柔らかそうな首が斬きり裂かれそうになる寸前、ハルカは薄く笑いながらナイフを引いて順手で握り直し、薙なぎ刀なたの柄つかを真ん中の辺りですぱっと切断した。続けざまにハルカはシズカに足を引っかけ、襟も袖そでも取らずに足だけで大おお内うち刈がりを仕掛けて、シズカを床へと押し倒す。

　そして――

「はい、おしまいですわ」

「……お見事です、ハルカ様」

　ハルカがシズカの身体からだに馬乗りになり、ナイフの先端を首に当てた。シズカはその刃を片手で掴つかんで止めようとしたが、間に合わない。刃の先端は、既に軽く首に刺さってしまっていた。

　シズカの首と、刃を掴んだ手から血が流れてきている。

「ヒメビトのパワーなら体勢をひっくり返すなど簡単でしょうが、さすがにこの姿勢なら私が首筋を貫くほうが早いですわよ」

「でしょうね。いくら甘くなったあなたでも、ここでウチを刺すのをためらったりしないでしょうし」

　これで、勝負あったか。

　ヒメビトが強力な回復能力を持っているとはいえ、首を刺されれば回復する前に絶命するだろう。シズカだって、それくらいわかっているはずだ。

「ふふ、逆らわなければ刺しませんわよ。あのおもしろおかしいマツリさんの妹さんですものね。殺すには惜しいですわ」

「まさか、あの姉のおかげで自分が命拾いするとは夢にも思いませんでした。あの姉も役に立ったりするのですね。まさか、あの姉が……」

　シズカは、姉になにか含むところでもあるのだろうか……。いやまあ、マツリのおかげでいらない苦労と苦悩を背負ってきただろうけど。

「……というわけで、祐ゆう貴きさん。私のやるべきことは終わりましたわ」

「まだ……なにも終わりじゃないよ、ハルカさん」

　俺はハルカのそばに歩み寄り、彼女の肩に手を置いた。

　すうっと息を吸い込み、死んだ魚のような目でハルカを見ているシズカに視線を向ける。

《シズカ、おまえはそこでおとなしくしていろ》

「あっ……」

　シズカの身体から力が抜け、刃を掴んでいた手が離れる。

　彼女は通称がわかっているヒメビトだ。『王の声オーバーロード』で従わせることはたやすい。船の上では不意を突かれて口をふさがれてしまったが、もうあんなミスはしない。

「ハルカさん、もう離れても大丈夫だ」

「はい」

　ハルカは頷うなずいて、シズカから離れて立ち上がる。

「祐ゆう貴きさん、私の好きにさせてくれてありがとうございました」

「二人の動きが速すぎたんだよ。『王の声オーバーロード』で止める暇もなかった」

　シズカに勝ったのは、間違いなくハルカだけの力だ。これで、借りは返せただろう。

「あらま、なんだか円満解決しちゃったような雰囲気だね」

　千ち華か姉ねえがステージの上に座ったまま、不満げにぱたぱたと足を動かしている。

「申し訳ありません、千華様。最後まであなたをお守りするつもりだったのですが」

「あー、いいよ、いいよ。おシズ、よくやってくれたよ。本当はヒメビトのおシズには、あたしは敵だったのにね」

「まったくです。ですが、千華様はウチの主人です。お金をいただいているのですから、あなたのために働くしかありませんでしたからね」

「あたしが札束で言うことをきかせてるみたいに……」

　千華姉が珍しく苦笑している。

　シズカも相当に本心がわかりにくいタイプだが、これはこれで悪くない主従関係を築いているらしかった。

「ま、しゃーないか。ユウちゃん、なかなか頑張ったねえ。お姉さんとしては、かなみんが海に落ちたときに助けに飛び込んだだけで充分びっくりしてたんだけど。あの時点で、あたしの負けは決まってたのかなー」

「負けが決まるの早いなあ」

　そんなところで決まっていたなら、今日の死闘って無駄じゃないですか？

「ところで、ハルハルはそっちサイドに戻ってるけど、それでいいの？　ユウちゃんの気持ちがどうあれ、ハルハルが影カゲヒメで、憎しみを求める生き物だってことは変わってないんだよ？」

「わかっていますわ、そんなこと」

　ハルカは真剣な顔でそう言って、持っていたナイフを床に投げつけた。刺さったナイフの刃がしなって、小刻みに揺れている。

「私は影ヒメです。今でも、祐貴さんに憎まれたくてたまりません。いじめられるだけでも悪くはないのですが、やはりそれだけでは足りませんわ」

　ハルカのドＭモード復活の予兆が……。

「祐貴さんは、私を影にはしないと約束してくれました。ですが、実を言いますとその約束を心からは信じていません」

「ハルカさん……？」

「いくら『王の声』があっても、それが進化するとしても、愛情を得られなかったヒメ神ガミが影カゲヒメになるというルールを変えられるとは思えないんです。地下にいるあの影たちだって、影ヒメとしての運命に逆らうくらいはしたでしょう。それでも、あの方たちは結局影になってしまわれました。私だけが、その運命から逃れられるとは思いませんわ」

「だから、それは『王の声オーバーロード』みたいな力を使える奴やつがいなかったからだろ！　ルールなんてどうでもいい。そこは俺おれも千ち華か姉ねえと同じ意見だよ。運命に従う必要なんて……ない」

「いいぞー、ユウちゃん」

　あそこで、ぱちぱち拍手してるお姉さんのことは、ひとまず置いておくとして。

　ハルカは表情を緩め、少し笑った。

「私も、なにもかもあきらめるわけではありませんわ。祐ゆう貴きさんは時々、信じられないことをなさいますからね。かなみさんをあっさりなびかせて、完全に自分の女にしてしまったくらいですからね。もしかすると、影ヒメさえ救ってしまうかもしれません」

「ちょっと待って！　なんでそこであたしが引き合いに出されるのよ!?」

　今度はかなみが、だいぶエキサイトしておられる。

　ハルカもひょうひょうとした顔で、冗談を織り交ぜてくるからな……。

「あっさりなびいたのはハルカさんでしょ！　一度なびいたのなら、祐貴君を信じなさいよ。そりゃ、女好きだし調子もいい人だから信じろと言っても難しいかもしれないけど」

「……さりげなく、俺もバカにされてる」

　かなみも、真面目まじめな話の中に毒舌を入れてくるよなあ……。

「さっきも言ったわよね。祐貴君とヒメ神ガミだけじゃなくて、ヒメ神同士も絆きずなが――まあ要するに、あたしたちは無関係じゃない。どうあっても、切っても切れない関係なのよ。だったら、切れない繋つながりがあるのなら、それを少しでもいいものにしたいじゃない。あたしたちだって、ハルカさんを影ヒメから元に戻す手伝いくらいするわよ」

「そんなことができるとお思いですか？」

「できなくたってやるわよ。そうでしょ？」

　かなみが振り返り、他のヒメ神たちに目を向けた。

「そらそうだよ。わたしだって、影ヒメになりかけてたからね。他人事じゃないよ。スレンダーなハルカさんがいるから、わたしの巨乳も目立つってものだし」

「わ、私なんかは役に立たないでしょうけど……精一杯ご奉仕します！　……あれ、なんか違う？」

「ボクも無駄にヒメ神を調べてるわけじゃない。祐貴先輩の脳をいじって、人工的に『王の声』をパワーアップさせる方法も検討してる」

「あたしも、ハルハルのために神しん堂どうの権限も使ってなんとかしてみよう」

「……って、千華姉も手伝うの!?」

　朱あか音ねと慧けいのアレな台詞せりふとか、澪みおの言葉が一番マシに聞こえるとか、ツッコミどころはいっぱいあるけど、なんで千華姉まで同意してるんだよ。なんでこの話に交ざってきてるんだよ。

「あはは、いえいえ、あたしのことは気にせず話を続けて続けて」

　ノリだけで行動する人って厄介だよな……。

「千ち華かさんのことはともかく、あなたはこれまでみたいに祐ゆう貴き君に調教をおねだりしていればいいの。あたしたちが、なんとかするから。たとえば、あたしが祐貴君にストレスをかけて、祐貴君がたまったストレスをハルカさんで解消――いじめれば、あなたはそれを快感に変えられるんだから負の連鎖も断ち切れるわ」

「なんて嫌な連鎖だろう……」

　俺おれはいじめでストレス発散するタイプじゃないのに。いじめて喜ばれても、若干引くし。

「そうですわね、その連鎖は悪くなさそうですわ」

「ええっ、同意するの!?」

　俺のツッコミを、ハルカは涼しい顔で受け流した。いったいなんの話をしているんだろう、俺たちは。

「私は祐貴さんから思い出をもらいますわ」

「え？　思い出……？」

「影カゲヒメであることも、いつか影になってしまうことも、私にとっては否定できないことです。ですから……私は自分にできることをして、それなりに幸せになりましょう。かなみさんも、一度殺しそうにはなりましたが、今は私のお友達です。祐貴さんとヒメ神ガミの皆さんと、この学校で楽しくやっていきますわ。影になるとしても、その日まで私だけでなく皆さんが笑っていられるように」

　そう言って、ハルカは満面の笑みを浮かべた。

　影ヒメの歪ゆがんだ笑顔からはかけ離れた、空へ突き抜けるようなまぶしい笑顔だった。

　かなみが「殺されかけたのって一度だけだったかしら……？」と、細かいところにツッコミを入れているのは気にしないことにして。

　ハルカは、自分の心に整理をつけたようだ。

　もちろん、ハルカが自分が影になることを受け入れてしまっているのは、俺には認められない。影ヒメのままでいてほしくない。

　俺とヒメ神たちは、ハルカを影ヒメにしないために行動する。

　ハルカは自分の影を受け入れて、それでも憎しみを求めずに楽しさを求める。

　彼女は前に言ったじゃないか。「愛されることを望まないわけじゃない」と。

　ハルカを憎むなんて、ありえない。俺にできることは、ヒメ神たちに愛情を注ぐことだけ。これは何度も確認してきたことだ。

「それでいいよ、ハルカさん。ただ、ハルカさんが今の幸せだけを求めるとしても、俺は約束は必ず果たす。絶対に影にはさせない。君の未来も幸せなものじゃなくちゃ、ダメなんだ。俺も、みんなと楽しくやっていきたい。今も、これからも」

「はい……」

　ハルカは、まぶしい笑みを浮かべたまま頷うなずいた。

「あ」

「なんですの？」

「いや……」

　俺おれは微笑して首を振った。

　一瞬だけ、ハルカの黒髪に着けられたサファイヤの髪留めが淡く光ったように見えた。

　それはとても小さな光で、錯覚だったかもしれない。だが、どことなく誓約エンゲイジのときの光に似ているように見えた。

　誓約が発動する気配はない。

　やはり、俺の見間違いだったのかもしれないけど――それでも、俺にはそれは希望の光のようにも思えた。

　ハルカはきっと大丈夫。

　俺は、必ず彼女を救ってみせる。

　そして――もう一人。

「うーん、いっちゃんぶち壊しやすそうだったハルハルでも上う手まくいかないとはね。あたしの計算も裏目っちゃってるなあ」

　千ち華か姉ねえは唸うなりながら、ぽりぽりと頭を指でかいている。

「ユウちゃんを色仕掛けで落とそうにも、色気じゃそこのエロボディの二人にはかなわないしね」

「誰がエロボディよ！」

「そうだ！　わたしはボディだけじゃなくてハートもエロい！」

　千華姉に指さされたかなみと澪みおが、二通りの否定をしている。

　実際、この二人に色気で勝てる女の子はそうはいないだろう。千華姉もスタイルは悪くないんだけどな。

「おいこら、なにを和なごんでいるんだ！　まだ終わってない！　千華様、負けを認めるならお嬢様を解放してください！」

　軍曹の手には、ハルカのナイフが握られていた。その切っ先が千華姉に向けられている。

　そうだ、まだ終わりじゃない。貴き理りも一緒に、みんなでここを出ないと。

「おっと、忘れてたよ。貴理っちは、ここの地下にいるからさ。はい」

　そう言って千華姉は、なにかを軍曹に向かって投げた。軍曹が受け取ったそれは、鍵のようだった。

「え、いいのですか……？」

　軍曹が困惑しつつ、受け取った鍵と千華姉の顔を交互に見る。

「これ以上、貴理っちを閉じ込めとく理由はないね。そいつが、貴理っちがいるお部屋の鍵だよ。貴理っちの周りにはヒメビトが六人ほどいるけど、その鍵を持っている人は攻撃しないように言いつけてあるから大丈夫。安心して、助けに行くといいよ」

「……行きます」

「待ってくれ、軍曹」

　すぐに駆け出そうとした軍曹を呼び止め、俺おれは拳けん銃じゆうを差し出す。

「念のために渡しておく。これで、俺の妹を守ってやってくれ」

　軍曹は黙って頷うなずいて、拳銃を受け取り、身を翻ひるがえして走り出した。

　俺も貴き理りのことは気になるが、軍曹に任せておけば問題ないだろう。

「さて、これであたしの手札もだいたい使い切っちゃったかな。他のヒメ神ガミたちは素直すぎて、『失墜の星ダウン・フオール』を使ってもあまり変わらんだろうね」

　たぶん、そのとおりだろう。

　澪みおは欲望のままに生きてるし、朱あか音ねは素直な天然。慧けいは表情が顔に出ないだけで、考えていることはけっこうシンプルだ。例外がいるとしたら……。

「かなみんを素直にさせちゃったら、逆効果だしね。ユウちゃん好き好きーになっちゃうだけだろうし」

「だ、誰が好き、好き……とか、そんなのありえないんだからね！」

　おお、かなみがわかりやすいツンデレと化した。

　ちょっぴり、かなみには『失墜の星』をかけてもらって素直になっているところを見てみたくはあるけど。

　前に軽く『失墜の星』をかけられたときのかなみは、えらくエロくなってたし……。

「祐ゆう貴き君がなにを考えてるかなんて、あたしにはお見通しよ」

「いたっ、いたたっ、すみません！」

　かなみが睨にらみながら、俺の足を踏みつけてくる。かなみさんの物理的な攻撃は地味に痛いです。

「いやまあ、失敗した腹いせにかなみんをエロエロ好き好きにしちゃうのも面白いか」

「面白くありません！　いいからさっさと終わりにしてください、千ち華か先輩！」

　面白そうなのは同感ではあるが、俺が言ったら怒鳴られるだけでは終わらないので、黙っておく。

「ふむ、それでユウちゃんはどうするつもりなのかな？　ハルハルを狂わせて、エロかなみんを海に叩たたき落おとして、ユウちゃんたちを迎え撃ったあたしをどう処理する？　どっかに閉じ込めちゃう？」

「そんなわけないだろ。千ち華か姉ねえだってヒメ神の一人だ。かなみとハルカさんが言ったみたいに、ヒメ神はみんな揃そろっていてもらわなきゃいけない。俺の楽園ハーレムには、千華姉がいないとダメなんだよ」

「…………」

　千華姉は、俺の言葉に目を一瞬見開いて、首を傾かしげた。

　どう反応していいか戸惑っているようにも見える。

　これだけのことをしておいて、千華姉を許すのは甘いかもしれない。一つ間違えたら、かなみたちヒメ神も俺も死んでいたかもしれないのだ。

　でも、だからといって俺おれに千ち華か姉ねえを傷つけることができるか？

　いつも自由でいたい千華姉を閉じ込めることができるか？

「千華姉。こっちへ来てくれ。そんなところに一人でいないでさ」

「ユウちゃん……」

　千華姉はゆっくりと立ち上がり、布が掛けられている巨大なボードに手を置いた。

　ボードの表面を撫なでながら、千華姉は口を開いた。

「ごめん。それは無理」

　千華姉は、にやりと笑ったかと思うと――ボードから手を離し、大きく両腕を広げた。

　不意に、衝撃が来た。

「――――！」

　身体からだ全体が、下に向かって強烈に引っ張られる感覚。

　いや、床に引きずり込まれるような――というべきか。

　俺は立っていられず、その場に膝ひざをついてしまう。すぐに膝だけでは身体を支えられず、床に両手をついた。

　手足だけでなく、内臓までもが下へ下へと引っ張られているかのようだ。

「ち、千華姉……」

　力を振り絞って顔を上げると、ステージの上では千華姉が笑っていた。

　重力操作――かなみの電撃やハルカの風と同じく、千華姉のヒメ神ガミとしての「天罰」の力だ。

「な、なんのつもりだよ、千華姉……」

　千華姉の重力操作は強力ではあるが、この場で俺一人の動きを封じ込めたところで……。

「ゆ、祐ゆう貴き君……！」

「え？」

　ふと横に目を向けると、かなみも俺と同じような体勢で座り込み、苦しげにこちらを見ていた。

　かなみだけではない。澪みおも朱あか音ねも、ハルカも苦く悶もんの表情を浮かべて座り込んでいた。慧けいは筋力に欠けるからか、ほとんど倒れてしまっている。

　俺だけじゃなくて、この辺り一帯に千華姉の力が及んでる……？

「千華姉、あんたこんな能力が……！」

「手札はほとんど使い切ったけど、まだ全部だとは言ってないよ。でも、なかなかのもんでしょ？」

　千華姉は、この上なく嬉うれしそうだ。

　まさか、これだけの広い範囲を押さえ込むほどの力を持っていたなんて……。

　こいつは、誓約エンゲイジを交わしているかなみたちと比べても、劣らないほどの強力な能力だ。

「ユウちゃん、不思議そうだね。でもさ、忘れてない？　ヒメ神の力は使えば使うほど強くなるんだよ。別に、誓約なんて交わさなくてもね」

「千ち華か姉ねえ、そんなに力を……？」

　確かにヒメ神ガミの能力にはそういう特徴はあったが、ここまで強化できるものなのか。

「あたしは桃もも女じよに戻るまで、世界を駆け巡ってたんだよ。いくら護衛がいたって、危険なことはいくらでもあった。能力を使わなきゃ、切り抜けられないことがね」

　そういえば、千華姉が描いた絵には、外国の過酷なジャングルや砂漠、それにお世辞にも治安がいいとは言えない街なんかも描かれていたな……。

「せっかく、ヒメビトが周りにいっぱいいるんだしね。あの子らの『ヒメ神ぶっ倒したい病』の解消のために遊んでやったりもしてたんだよ。つっても、ヒメビトちゃんたち強いから、ヤバくなったらおシズに助けてもらってたけどね」

　そう言って、千華姉はちらりと倒れたままのシズカに視線を送った。

　よく見ると、寝転んだままのシズカには重力がかかっていないようだ。彼女のいる辺りだけ、能力が及ばないように調整している？　そんなこともできるのか……。

　そうだった、ヒメビトはヒメ神の能力を磨くための、ヒメ神を成長させるための存在だと女神が言ってたっけ……。

「くっ、うおおおぉっ……ゆ、祐ゆう貴き……！」

「お、おい。無理するな、澪みお」

　澪が強引に立ち上がろうとしている。単純な身体能力なら澪は、人間をはるかに超えている。もしかすると、彼女なら――

「って、うわああああっ！」

「澪っ！」

　立ち上がりかけた澪が、いきなり崩れ落ちる。澪のところだけ負荷が強化されたのか。

「ダメダメ、澪ちん。今はそこに座っていてもらわないと。いくら誓約エンゲイジを交わしたヒメ神でも、鍛え上げたあたしにはかなわないって。訓練なんてガラじゃないけど、フリーダムに生きるには、ある程度強くないとね」

　どこが、ある程度なんだ。この重力操作はもはや、必殺技と呼んだっていいくらいじゃないか。

　かなみやハルカも動けないようだ。ヒメ神たちの能力は、手を使わないと発動できないものがほとんどだ。今のように、指一本動かせない状況では攻撃手段がない。

　ただ、こちらは身動きできなくなるだけで、たいしたダメージはない。おそらく、俺おれたちをいつまでも縛りつけていられるわけでもないだろう。しかし――

「うーん、おシズに無む理り矢や理り持たされたこれが役に立つとはねー」

　そう言いながら、千華姉がちらりとスカートをめくり上げた。真っ白な太ももにはホルスターが巻かれていて――そして、千華姉はそこから小型のリボルバーを抜いた。

　まずい。いきなり、最悪の事態になっている。

　複数の相手の動きを同時に押さえ込めるのなら、あとは難しいことはなにもない。今の世の中、指先を動かすだけで人を殺せる道具がいくらでもあるのだ。

　それを考えれば、千ち華か姉ねえの能力は攻撃的ではなくても、最強と言えるかもしれない。

「うーんと、こんな感じで構えるんだったかな」

　千華姉は危なっかしい手つきでリボルバーのグリップを握り、こちらに向けてきた。

　小型の拳けん銃じゆうでも威力は充分。距離もほんの数メートル。千華姉は銃は素人のようだが、この条件なら当てるのはさほど難しくない。そもそも、当たらないのならもっと接近すればいいだけの話だ。こちらは動けないのだから。

「とりあえず、能力が解けた後も動けないようにしちゃおっかなー」

　千華姉は弾んだ声で言って、リボルバーの銃口を俺おれに向けた。

　待て、そんなに上う手まく急所を外して当てられるのか？

「まずはユウちゃんから。動かないでね。動いたら……ヤバイよ」

「千華……姉っ」

　俺は向けられた銃口ではなく、千華姉の目を正面から見据える。

　千華姉は目を逸そらさず、かっこつけて片手で拳銃を構え、引き金に指を掛けた。

「ばぁーん！」

「…………!?」

　いきなりの声に驚く俺に、千華姉は笑ってウィンクなどしてきた。

　それから、笑いながら無造作に拳銃を放ほうり捨てた。

「なぁーんてね。おシズには悪いけど、あたしはこんなの使いたくないんだよ。手が痛くなるしね。これでも絵描きの端くれとして、手は大事にしないと」

　千華姉はそう言って前髪をさらりと払うと。

「こっちが、あたしの本当の武器だよ」

「…………！」

　見つめたままの千華姉の瞳に生じた変化に、俺は息を呑のんだ。

　吸い込まれるように、千華姉の目から視線を外せなくなってしまう。

　俺の全身に、戸惑いと衝撃が走り――

　周りはなにも見えなくなった。

　千華姉の目が、赤く輝き始めている。

「失墜の星ダウン・フオール……」

　目を離そうと思ったときには、もう遅かった。

　いや、離したくても重力で縛りつけられている身にはどうにもならない。

　逃げることも、目を覆うこともできず、魅み入いられたように赤い光から視線を逸らせない。

「さあ、ユウちゃん」

　千華姉の目の妖あやしい光はどんどん強くなり――

「君の本当の想おもいを解き放ちなさい」

　ハルカのときとは違う。

　俺は『失墜の星』がどんなものか、どんなに恐ろしいか知っているのに。

　こんなときだというのに、俺おれは。

　千ち華か姉ねえの瞳が綺き麗れいだ、なんて思ってしまっていた……。





　頭の中が、ひどく濁ってしまっている。

　意識が乱れて、なにも考えられない。

「とりあえず、こっちはもういいや。あんまりやってると疲れるしね」

　頭にかすかに響いた千華姉の言葉と同時に、重力操作が解けた。身体からだがふわりと軽くなっている。

「はぁっ……」

　俺は大きく息を吐いた。

　身体は動くのに。動くはずなのに――

　なぜか指一本動かせず、身体どころか心すら自由にならない。なにも考えられない。

　千華姉の瞳の赤い光が――目に焼きついて離れない。

　ブルーウィンド号で、『失墜の星ダウン・フオール』をくらったときのハルカのように、俺の目も赤く光っているのだろう。

　周りでヒメ神ガミたちが騒いでいるのが聞こえてくるが、言葉として認識できない。

　ああ、そうか。ヒメ神たちも重力から解放されたんだよな。それならよかった。

　そう思えたのはほんの一瞬だけで、すぐにかき消えてしまう。頭の中は濁ったままで、意識が遠くなっていく。

　だが、その中で一点だけくっきりと、なにかが浮かび上がってくる。

　これが、俺の魂の奥底に隠された感情――

「ユウちゃん、君の本当の気持ちを聞かせて。心の底ではお姉ちゃんをどう思っているのかな。君たちにひどいことをしたあたしと一緒にいたいと、本気で思っているの？」

「……千華姉、俺は」

　ハルカも、こんな目に遭っていたのか。

　どんなに素直な人間だって、すべてをさらけ出しているわけじゃない。

　自分の心の奥底に押し込めているものを無む理り矢や理り引っ張り出されることが、こんなに苦しいなんて。

　麻酔なしで、心臓を身体の外に取り出されてしまったような感覚――

　重力操作よりも、はるかに恐ろしい。たいした能力じゃないなんて、デタラメもいいところじゃないか……。

「俺は、千華姉が……好きだ」

「え？　なに？」

　赤く染まっている視界の向こうで、千華姉がさっきよりもはっきりと戸惑いの顔を見せている。

「子供の頃から、千ち華か姉ねえは俺おれの大事なお姉さんだったよ……。十年も会わずにいて、忘れそうになっていたけど、思い出した。母さんがさ、俺らがガキの頃の映像を持ってたんだ。俺と、貴き理りと、千華姉の三人で遊んでた頃の映像で……」

　自分の意志に逆らって、止まらずに言葉が出てくる。

　こんなことを喋しやべりたいわけじゃない。だって、これは――

「たった一歳年上なだけなのに、偉そうで、わがまま言って、何度も泣かされて。だけど俺は千華姉が好きだった。あんたは俺のたった一人の姉さんだった。好きとか憧あこがれとか、子供だった俺のどうしようもなく幼い気持ちだけど、ガキだって真剣に生きてるんだよ。あの頃の俺の気持ちは本物だったよ。今でも、変わってないと……思う。千華姉にえらい目に遭わされて、死にそうになっても、それでも許して俺のところに来てほしいと思うくらいに――」

「……この展開は予想してなかったな」

　千華姉がどことなく他人事みたいに言ってる。あんたが言わせたことだろ。

　俺だって――言いたくないよ、こんなこと！

　自分の黒歴史をざくざくと掘り返されて、博物館のガラスケースに並べられてる気分だ。

　しかも、周りを確認したくないけど、他のヒメ神ガミたちもいるんだぞ。

　子供の頃、従姉いとこのお姉さんに憧れてましたとか、恥ずかしすぎる！

「正直、自分でもユウちゃんはなついてくれてるなーとか、なつきすぎてて貴理っちに嫌われてるなーとか思ってたけど。まさか、今でも引きずってるなんて」

「す、すみません！」

　なにを謝っているんだろう、俺は。

　謝りたいというのが、俺の素直な気持ちなのか？

「千華姉が、好きだった人がヒメ神の一人でよかったって、心から思ってるんだよ！　だから千華姉、さっさとあんたもこっちに来い！　俺の楽園ハーレムには千華姉が必要なんだよ！」

「ユウちゃん……」

　喜んでいるのか呆あきれているのか。

　複雑な感情が入り交じった顔をして、千華姉はまた頭をぽりぽりとかいている。

「『失墜の星ダウン・フオール』が掛かる前と同じようなこと言ってるなあ。過去のカミングアウトはともかく、ユウちゃんの言ってたことはホントだったってことかー」

「当たり前だろ。嘘うそなんかで千華姉の……ヒメ神の心を動かせるわけがない」

　相手が人ならば、『王の声オーバーロード』を使えば嘘だろうと真実になる。

　しかし、ヒメ神の心を動かすには。

　女の子の気持ちを揺さぶるには、真実の気持ちを告げる以外にない。

　少なくとも、俺にはそうすることしかできない。

「参ったな。あたしゃ、どうすればいいんだろ。わからなくなってきたぞ」

「わからないなら、わかるまででもいい。俺のそばにいてくれ。わかったときには、もう俺おれのそばを離れられなくなってるから」

　あああ、俺はいったいなにを言ってるんだ。

　どんどん自分の妄想がダダ漏れになっていく感じだ。

　いつになったら『失墜の星ダウン・フオール』は解けるんだ。このまま、ダラダラと頭の中が漏れていくよりは……。

「千ち華か姉ねえ！」

　俺は力を振り絞って立ち上がり、駆け出して、ステージ上の千華姉のところへ向かう。

　千華姉が来ないなら、こっちから行くまでだ。とにかく、あの人を押さえ込もう。

　本当のことなんて、『失墜の星』なんかなくても伝えられる。

　そんな力で告白させられるなんて冗談じゃ――

「…………っ！」

　パン、パン、と。

　二度、乾いた音が響き渡った。

　ついさっき聞いたのとまったく同じ音だな……などと考えていると。

「千華……様っ！」

　うめくような声が聞こえ、そちらに目を向けると、床に転がっていたはずのシズカが上半身だけ起こし、こちらに銃口を向けていた。

　今度は右の袖そでから飛び出した小型拳けん銃じゆうで撃ったらしい。銃を握っているシズカの手は、細かく震えている。

　確かに『王の声オーバーロード』で動かないように命じたはずなのに。

　以前、軍曹も俺の『王の声』の命令に多少なりとも逆らっていたが、シズカはあのときの軍曹以上の強きよう靱じんな意志で俺の能力をはねつけたようだ。さすがはヒメビト、ヒメ神ガミに及ばないまでも普通からはかけ離れている。

「やるなあ、シズカ……」

　俺の『王の声』の影響下にありながら、二発の銃弾を見事に命中させるなんて。

「祐ゆう貴き君！」「ユーキ様！」「祐貴！」「祐貴さん」「兄様！」「祐貴先輩……」と、ヒメ神たちがそれぞれの呼び方で俺の名前を叫んでいる。

　待て待て、そんなに必死に叫ばれると、俺がまるで死にかけてるみたいじゃないか……。

　背中が熱くて、だんだん痛みがはっきりしてきたけど、まさか致命傷ってわけじゃないだろう。

　今日までいろんな危険な目に遭っても、無事に生き延びてきたんだ。

　たった二発の弾丸が背中に当たったくらいで、どうってことは……。

「ん……？」

　あれ、おかしいぞ。

　さっき、ヒメ神たちが俺を呼んでたときに、ここにいなかったはずの奴やつの声が混じっていたような。

「っと……」

　俺おれはステージの縁に掛けていた手を離し、後ろに数歩よろめいてから、どさりと座り込む。

　なぜか、力が入らない。早く千ち華か姉ねえを取り押さえなきゃいけないのに……。

「兄様！　兄様、しっかりしてください！」

　かろうじて首を回して後ろを向くと、ホール入り口のほうから桃もも女じよの制服姿の貴き理りと、拳けん銃じゆうを握った軍曹が走ってくる。

　ああ、貴理も無事だったか。元気そうでなによりだ……。

「軍曹、あの女を！」

「はい、お嬢様！」

　軍曹が貴理から離れ、座り込んだまま銃口を俺に向けているシズカのもとへ向かう。

　走りながら、拳銃を構え、シズカに向けて――

《軍曹、よせ！　撃つんじゃない！》

「…………っ!?」

　今まさに軍曹が銃の引き金を絞りかけたところで、彼女の動きが停止する。シズカまでほんの数メートルの距離を置いて、軍曹は腕を震わせながら、まだ拳銃をシズカに向けようとする。

《軍曹、やめろ。シズカの銃を取り上げて、拘束しろ。それだけでいい》

「くっ……まったく、おまえは甘すぎる……」

　軍曹は銃を落とし、腰のポーチからプラスチックの手錠を取り出す。『王の声オーバーロード』の効果でまともに動けないシズカから両手の拳銃を取り上げ、後ろ手に手錠を掛けて拘束する。

「兄様……」

「よう、貴理。元気そうだな」

　ふらふらと、貴理が俺の近くへ来て、屈かがみ込こんだ。

　不安そうなまなざしで、俺の顔をじっと見つめている。

「兄様は、あまり元気そうではないですね……」

「ついさっきまで元気いっぱいだったんだけどな。ちょっと油断しちまったよ」

　まさか、シズカがまだ攻撃してくるとは思ってなかった。母にも、敵を完全に無効化するまで油断するなと教えられていたのに。シズカのことも、あまり敵と認識してなかったのがアダになったかな……。

「兄様、もう医者は呼ばせました。すぐにここに来ますよ。治してもらうついでに、ナノマシン的ななにかで銃の傷くらいすぐに回復するようにしてもらいましょう」

「人の身体からだを……勝手にいじんな」

　ヒメビトじゃあるまいし、そんな超人的能力はいらん。

　つーか、ヤバイ。意識がもうろうとしてきた……。

　このまま眠っちゃったらまずい。なにがまずいって……本当に改造人間にされかねない。妹は、言ったことは割とマジで実行しちゃう子だから。

「ユウちゃん……」

「あ」

「千ち華か姉ねえ様……」

　いつの間にか千華姉がステージから降りてきていて、貴き理りと同じように俺おれのそばに屈かがみ込こんだ。

「おシズが悪いんじゃない。あの子はあたしのために撃ったんだよ。おシズはヒメビトなのに、心からあたしに仕えてくれて……あたしを自由にするために……」

「妹のほうとはえらい違いだな……」

　マツリの「お金のためにお仕えしてます！」も、単純で嫌いではないんだが。

「いや、そんなことはどうでもいい。千華姉、シズカがあんたのために『王の声オーバーロード』もはねつけたみたいに、俺だってどんなことがあっても、千華姉の……あれ……？」

　なんだか、口が上う手まく動いてくれない。

　赤く染まっていた視界が元に戻ってきているけど、今度はぼやけ始めている。

「ユウちゃん、ユウちゃん！　あたしのアレってなに!?　エロい話!?」

「違うわ！」

　千華姉、いきなり切羽詰まった声を出したと思ったら、どんな誤解だ！　あれ、は単なる独り言だっつーの。

　驚きすぎて、めちゃくちゃ華麗に舌が回ったわ！

「ああっ、そうだよ！　今はそれどころじゃないよ！」

「まったくだ……」

　千華姉が俺の前髪に触れながら、まるで迷子の子供みたいな不安げな目を向けてくる。

　なんで千華姉が、そんな目をするんだ……。

「ユウちゃんが死んじゃったら、なんの意味もない。いなければよかったなんて、嘘うそ。ううん、あたしのそばにいなくてもいい。ユウちゃんには、自由になってほしかった！」

「千華姉……？」

「こんな、ヒメ神ガミとか七人も女の子を押しつけられて――ユウちゃんの人生が潰つぶされちゃうかもしれない。過去のヒメ神たちのほとんどは幸せになれなかった。地下をさまよう影になって、ずっとあそこにいる。ユウちゃんが関かかわった女の子たちもそうなるかもしれない。ユウちゃんはその事実を受け入れられないかもしれない。だって、ユウちゃんは優しいから。優しすぎるから」

　千華姉の目からすうっと、一筋の涙がこぼれた。

「そう思ったら、とても放ほうっておけなかった。ヒメ神とか王とか神しん堂どう家けとか、そんなもの全部全部ぶっ潰れちゃえばいいのに！」

「…………」

「あたしは、ユウちゃんをとっつかまえて、ヒメ神たちから引き離して、神堂家の手が届かない安全なところでリリースするつもりだったんだよ……」

「リリースって……」

　人を野生動物みたいに。

「そこでユウちゃんが幸せになってくれれば、あたしはそれでよかった。勝手な思い込みだってわかってる。けど、それがあたしの、たった一つの本当の願いだったんだよ」

　まあ、俺おれも変だとは思ってた。

　もしかしたらと、思っていた。

　Ｇガールズやヒメビトたちを相手に、ここまでほとんど無傷で来られるなんて、いくらなんでもありえない。

　俺に少々の傷を負わせるのはやむを得ないと思っていたんだろうが、本気で俺をどうこうする気はなかったんじゃないか。

　千ち華か姉ねえがこんな騒ぎを起こしたのは、俺のためだったんじゃないだろうか。

　千華姉自身が言っているように、自分が自由になるためでもあったんだろう。

　だけど、ただ自分のためだけにやったことじゃない。

　千華姉は――十年経たっても、やっぱり俺にとっては姉さんで。

　セーフハウスで見た昔の映像のまま、自分の思い込みで周りを振り回したりと、困った人ではある。成長して、やらかすことのスケールが大きくなってしまっているけれど。

　それでも、神しん堂どう千華は――俺の千華姉なんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがとう、千ち華か姉ねえ。でも、俺おれは俺の意志で、ヒメ神ガミたちとやっていくよ。もちろん千華姉も一緒にいてほしい……」

「ユウちゃん……」

　千華姉が困った顔をして、俺の頭を優しく撫なでてくれる。

　子供の頃のように。

　貴き理りもここにいるから、本当に小さい頃に戻ったみたいだ……。

「もうそんなことはいいんです！　それより、医者はまだなんですか！」

「落ち着け、貴理……焦ったって来ないものは来ないんだからな……」

　本格的にヤバくなってきた。

　傷の痛みがだんだん遠ざかっていく。意識が薄れ始めているのか……。

「貴理が急せかしたら、たとえ神様だって全力ダッシュで来てもらいます！」

「わがままな奴やつだなあ……」

　そういえば、そういうところは貴理と千華姉って同じだな。

　神しん堂どう家けの血、恐るべし……。

　なんか、その神堂家の血が、床にだらだらと流れている。

　座っているのも辛つらくなってきた……。

「…………」

　不意に身体からだの力が抜け、糸が切れたマリオネットのように、倒れ込んでしまう。

　貴理と千華姉、ヒメ神たちの悲鳴が聞こえた。

　みんなのほうを見て笑ってやりたかったけど、身体を起こすどころか、首を動かすこともできない。

　たいした傷ではないはずだが、ちょいと出血が多すぎるかな……。

「方法は、ある。あきらめる、というのは人がすることだ。ヒメ神と王には似合わない」

「…………？」

　ふと、貴理の声がした。

　いや、違う――

　貴理の声だけど、貴理じゃない。ついこの前、聞いたばかりの口調だ。

「女神……？」

「そうだ、神堂祐ゆう貴き。久しぶり……というほどではないな」

　貴理が――貴理の身体を使っている女神が、俺を抱きかかえて微笑ほほえみを向けてくる。

　この前、無人島でようやく現れたと思ったら、ずいぶん早く再登場してきたな……。

「神堂祐貴、せっかく『王の声オーバーロード』が進化したのに、その……まだえっちなことには使ってないらしいな」

「最初に言うのが、それか……？」

　こっちはぐったりしてるんだから、いらんツッコミをさせるなよ……。

「どうやら、雑談をしている余裕はなさそうだな。君と話すのはけっこう楽しいんだが、のんきに話してると君は無言になってしまいそうだ」

　縁起でもないことを言うな、そこの神様。

「時間がない。今から医者が来ても、どうにもできないだろう。鳴なる神かみかなみ、君の出番だ」

「え？　あたし……？」

「そうだ、ぼんやりしてないでこっちに来い」

　足音が聞こえて、今度はかなみが俺おれのそばに座った。少し視線を動かせばかなみの顔が見えそうだが、なぜかそちらを見る気になれない。

　彼女が怒っているのか悲しんでいるのか、それを確認するのが怖いのかもしれない。

「私には今、大した力はない。自分の身体からだが使えれば、なんとかなるんだがな。動かせないものはどうしようもない。だから、鳴神かなみ。君がやれ」

「えっ、だからあたしになにを……本当に貴き理りさん、じゃないの？」

「私のことはいい。話は簡単だ」

　女神は戸惑っているかなみの手を掴つかんで、ぐっと引き寄せた。

　なんとか首を動かすと、かなみの右手――その薬指に着けられているトパーズの指輪が淡く光り、宝石に入っていたヒビがさらに深くなっている。もう、今にも砕けてしまいそうだ。

「最初に選ばれ、もっとも愛されたヒメ神ガミが君だ。本来ならもっともっと時間がかかるのだが、さすがに『王の声オーバーロード』で愛情を注がれると違うな。鳴神かなみ、君はほとんど女神になりかかっている」

「あたしが、女神に……？」

「そう、君もそのうち自己紹介をするときに『私は女神です』とか、痛いことを言うようになるさだめ」

「言わなきゃいいでしょ、そんなの！」

　あ、今はかなみがどんな顔してるか想像がつく。

「そ、それより、あたしはどうすればいいの？」

「その答えを私は持っていない。決めるのは私ではない。君は今、どうしたい？」

「どうって……そんなの決まってるでしょ！　祐ゆう貴き君に死なれちゃ困るのよ！」

　困る、という言い方がかなみらしくて、なんだか笑ってしまう。笑うだけでも生命力がこぼれていくのが恐ろしいが。

「鳴神かなみ、君がそう願うなら、そのとおりになる。まだ女神になりきっていないから、すべてが叶かなうとはいかないだろうが、それでもこの傷くらいなら充分に効果はあるだろう」

「願うって……さっきから願ってるわよ！　さっきから、ずっとずっと――！」

「では、まだ足りないんだな。女神になりきれないのは、君と神しん堂どう祐貴、二人の心にトゲのように刺さっている過去があるからだろうが、それを解決している時間はない」

「トゲって、それは……」

　かなみにも、なんのことを言われているかわかったようだ。

　中学時代の、事件。

　かなみと俺おれ、名前も忘れてしまった――俺が好きだった女の子。彼女たちと俺の間で起きた事件の全容は、未いまだすべて見えたわけじゃない。

　かなみはかなりの事実を覚えているようだが、俺のほうが思い出していないせいで、かなみにとっても引っかかりを残してしまっているのかもしれない。

　過去のことを解決している暇はない。確かに、そのとおりだ。

　過去というか、今にも走馬灯が見えそうな――

「ああっ、祐ゆう貴き君がヤバイわ！　なんだか遠い目をしてる！」

「いいから、さっさとやれ、鳴なる神かみかなみ。本当に逝いってしまうぞ。君の願いを、君の気持ちを、君の心が思うままに神しん堂どう祐貴に伝えてやれ。足りない部分は、君の心が補ってくれる。君の――穢れなき心がな」

「……あたしの思うままに」

　かなみが、ぐっと俺の顔を両手で掴つかんできた。

　ほんの少しだけ首が動き、かなみの顔が視界に入ってくる。

　視界は完全にぼやけているのに、不思議とかなみの表情だけははっきりと見えた。

　優しさと悲しみが入り交じった、どこか儚はかなく見える顔。

「祐貴君、あなたは絶対に死なせないわ」

「……君が殺すから？」

「減らず口を叩たたけるなら、まだ余裕ありそうね。あなたのそういうところも、嫌いじゃないわ」

「そりゃどうも……」

　好き、とはっきり言わなくても「嫌いじゃない」なんて、かなみの言葉としては素直すぎるくらいだ。ほとんど告白されたようなもんだ。

「いやあ、いいこと聞いちゃったなあ……」

「ちょっと、なにを満足したような顔してんのよ。まだまだでしょ。これからでしょ」

「…………」

　そうだな、かなみともっといろんなことがしたかったなあ。

　せっかく二人で暮らしてたのに、結局あんまり進展もなかったし。もったいないことしちゃったかも。こうなるってわかっていれば……。

「あたしは、まだ満足してないわよ。こんなところで勝手にいなくなったら、絶対に許さないわ。死んでもあたしに恨まれていいの？」

「すげー脅し文句だな……」

　安らかに逝かせようなんて意図は、微み塵じんもないようだ。

　どんなときも、ちょっとばかり素直になっていても、かなみはかなみだな……。

　鳴神かなみは、烈はげしい女の子だ。

　怒るときも烈しいが、優しくするときでさえ烈しく熱い。

　その烈はげしい感情をまっすぐ向けてくるかなみが、俺おれはたまらなく好きなんだ。

「過去のことなんて、どうでもいい……。俺には、かなみが……かなみは、俺が初めて好きになった、ヒメ神ガミだから……」

　俺は最後の力を振り絞って手を上げて、かなみの頬ほおに触れる。

　そこはあたたかく、ふわりと吸いつくように柔らかかった。

「祐ゆう貴き君……」

　かなみは限界が近づいて震えている俺の手にそっと手を重ねてきた。

　そして、ゆっくりと目を閉じて、屈かがみ込こんでくる。

「バカ……絶対にどこにも行かせないわよ。あなたは、ずっとそばにいなさい」

「…………」

　かなみの優しく厳しい言葉とともに――唇が触れ合う。

　重なった唇から、優しくあたたかい光のようなものがあふれてきて――

　意識が、どんどん遠くなっていく。

　唇から伝わってくるぬくもりに包まれながら、俺もそっとまぶたを閉じた。





「ほら、さっさと起きなさい。いつまで寝てるの」

「いたっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぺちっと頭をはたかれて、俺おれは目を開いた。

　うっすらとぼやけていた視界が鮮明になっていく。

「……あれ？」

　俺はなにか柔らかなものに頭を置いていて、周りを取り囲むように座っているのは――

「祐ゆう貴き！」「ユーキ様！」「祐貴先輩……」「祐貴さん」と、またもやヒメ神ガミたちがそれぞれの呼び方で俺の名前を連呼していた。

「祐貴君、もうとっくに傷はふさがってるのよ。なにを甘えてるのよ」

　俺の頬ほおを軽くぺちぺちと叩たたいているのは、かなみだ。

　また、かなみが俺に膝ひざ枕まくらをしてくれているのか。まさか、一日に二度もかなみに甘えられるなんてなあ……。

「なにびっくりしてるの。まだ起きられないの？」

「あ、いや。たぶん大丈夫」

　太ももの柔らかい感触が惜しかったが、俺は身体からだを起こした。

　まだちょっと、弾をくらった背中に引きつるような痛みはあるものの、気分は悪くない。だいぶ血をなくしたはずなのに……。

「えーと、どうなったんだっけ？」

「あなた、覚えてないの？」

　かなみが俺の前に回り込んできて、ぎろりと睨にらんでくる。

「そういや、かなみがなにか……あれ、なんだっけ？」

「お……覚えてないならいいわ！　無理に思い出さなくていいわよ！」

　なぜか怒られてしまった。

　かなみの理不尽な怒りを受けるのは、いつものことではあるけど。

「せっかく、会長もわたしたちの仲間入りできたのに」

「一番大事なところを覚えてないというのは、よくありませんね……」

「必要ならボクが記憶をよみがえらせるマシンを造るのに……」

　澪みおと朱あか音ねと慧けいが、なんだかわからない会話を交わしている。ハルカは穏やかな微笑を浮かべて、俺を見つめてきている。

　ヒメ神たちがこれだけのんびりしているなら、差し迫った危険はないということか。

「もう問題なさそうだな。完全に治ったわけではなさそうだが、死ぬことはあるまい」

「ん？　まだ女神がいたのか」

「私が出てきたところは覚えてるんだな。というか、『まだいる』とはご挨あい拶さつだな」

　貴き理りの顔を使って、女神に睨まれてしまう。

「私もせっかく出てきたんだ。せめて、君がどうなったかくらいは確認したいだろう」

「なるほど」

　女神様は、俺のことをずいぶん気に掛けてくれているらしい。

　他の男の愛情を受けて女神になったんだろうに、俺なんか気にしていていいのだろうか。そういえば、彼女を女神にした男と俺おれは似てるんだっけ。

「まあいい、とりあえずもう問題なさそうだな。私はそろそろ戻るが……そうだな、ついでだから一つ教えておいてやろう。大きな試練をクリアした君への、ご褒美だ」

「ご褒美？」

「七人目のことだ」

「…………！」

　七人目のヒメ神ガミ――

　未いまだに姿を現していない、貴き理りでさえ知らないという謎なぞすぎる存在。

「七人目は、君が選べ」

「は？」

「だから、君が選べと言ったんだ。ヒメ神は素質を持つ少女に私が祝福を与えて、そうなるのだが、今回だけは特別だ。君が選んだ者に、ヒメ神としての能力と運命を与える。私と君の『王の声オーバーロード』があれば可能なはずだ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。それは誰でもいいってことなのか？」

「もちろん。そこにいる軍曹でも、君の騒がしいメイドでも、この身体からだの本来の持ち主でもな」

「…………」

　あまりに急なことで、まったく理解が追いつかない。

　寝起きの頭には、ちょっと酷なくらいの濃すぎる情報だ。

「あとは、そうだな。君が好きだった、本当に好きだった女の子でもな」

「それは……」

　俺が中学時代に好意を寄せていた女の子。

　俺が『王の声』で傷つけてしまった女の子。

　あの子も――ヒメ神になれるだって？

「ま、すぐには決められないだろう。まだ、今はやることがあるだろうしな。それじゃあ、私は戻る」

「おっ、おい！」

　言いたいだけ言って、さよならかよ！

「里り菜なもご苦労だったな。引き続き頼む」

「はいはい」

　驚いて、女神が笑顔を向けた先を見ると、そこには薄汚れた格好でホールの隅にどかっと座り込んでいる母の姿があった。

　母さんと女神は前からの知り合いなのか？

　いや、母さんが細々と裏方仕事をやっていたのは、もしかして女神が――

「気にするな、神しん堂どう祐ゆう貴き。まずは、あの子のところに行ってやれ」

「…………」

　女神が指し示したのは、ステージの上。

　さっきと同じように、布が掛けられたままの巨大なボードの前にあぐらをかいて座っている千ち華か姉ねえだった。

　なにも言わず、無表情でこちらを見ている。

　そうだったな、まずは千華姉か……。

　俺おれは立ち上がり、少し歩いてからステージに飛び乗った。

「もうすっかりいいみたいだね、ユウちゃん」

「便利なもんだなあ。一ヶか月げつくらいはベッドに寝たきりになりそうなケガだったのに」

「ユウちゃんがみんなを好きなように、みんなもユウちゃんが好きだからだね」

「なんだそりゃ」

　俺が好かれてるとしても、ケガが治っちゃったこととは関係ないだろうに。

　首を傾かしげながら俺は前に進んで、ボードのすぐ前に立った。

「千華姉、これ見ていい？」

「……どうぞ」

　ほんの一瞬だけためらってから、千華姉は頷うなずいた。

　それから立ち上がって、ボードの端まで移動して掛けられているカバーを掴つかんだ。

「よいしょっ」

　千華姉は勢いよくカバーを引っ張り、一気に外した。

　カバーの下から現れたのは――

「……凄すごいな」

　ヒメ神ガミたちと、俺の絵だった。

　無人島の波打ち際で遊んでいるかなみ、澪みお、ハルカ、慧けい、朱あか音ね。それに貴き理りや軍曹、マツリやシズカ、Ｇガールズやメイドたちの姿もある。

「ユウちゃんが来るまで暇だったからね。思い出しながら描いてたんだよ。なかなか悪くないデキだと思わない？」

「ああ、千華姉はやっぱり上う手まいな。大したもんだよ」

　まるで生きてるみたいに、ヒメ神たちも俺も楽しそうに笑っている。

　あの島での時間が、見事に再現されている。そういや、千華姉は泳ぎもせずにひたすらスケッチばかりしてたっけ。

「でも、千華姉が描かれてないな」

「そりゃそうだよ。だって、あたしはこの中に交ざる資格なんてないんだから」

「いや、あるよ」

「そんなにあっさり!?」

　あっさり言いたくもなる。

　千華姉は、バカみたいな思い込みに囚とらわれてしまっているのだ。

　自分の居場所なんてどこにだってつくれる。俺がこの桃もも女じよに来て、すぐになじんでしまったように。

　この絵に描かれている楽園ハーレムをつくってしまったように。

　俺おれが大好きなお姉さん。

　こんなにも綺き麗れいで、優しくて、命が宿っているような絵を描けるこの人の居場所は、ここにある。

　俺の、すぐそばに。

「千ち華か姉ねえ、もしも資格が必要だなんて思っているのなら、この絵に千華姉も描いてくれ」

「ユウちゃん……」

「それだけでいいよ。俺はそれだけで充分だよ」

　俺は笑って、千華姉に手を差し出した。

　もしもこの手を拒否するなら、強引に握ってやる。

　千華姉の自由を奪うことになっても、俺にはこの人が必要なのだから。

「……ダメだな。やっぱ、お姉ちゃんの負けだ。ユウちゃん、大きくなったね」

「立派になった、と言ってくれ」

　千華姉も笑って、俺の手を取ってくれる。

　いつも絵を描いているせいで、少しだけ汚れている手。

　だけど、その汚れがいい。この汚れがあるからこそ、ここにある絵のような綺麗なものを生み出せるのだから。

「あ……」

　千華姉が小さな驚きの声を出す。

　彼女が胸に着けているエメラルドのブローチが輝いていた。

　この光は、今までに何度も見てきた。

　誓約エンゲイジが発動している光。

　俺とヒメ神ガミがお互いの好意を認め合った、その証あかし――

　誓約が交わされるときが、俺と千華姉の幼い頃からの関係が変わる瞬間。

　そして、この夏のバカバカしいほどの大騒ぎが終わる瞬間でもあった――



    

  
    
      
エピローグ



　熱い風が、女の子たちのスカートをひらひらと揺らしている。

　校舎へと続く並木道を、彼女たちはさわやかに朝の挨あい拶さつを交わしながら歩いて行く。

　桃とう花か泉せん女子学院では、今日から二学期が始まる。

　山の中にあって、一年を通して気温が低めのこの学校でも、まだまだ残暑が厳しい。白を基調とした桃もも女じよの夏服が目に涼しげなのがありがたい。

「今日もいいお天気でよかったですね、兄様」

　隣を歩いている貴き理りがにっこりと笑って言った。

「二学期最初の日がこんなに晴れていると、気分がいいですね。夏休みが終わってしまったのは少し残念ですけど」

「夏休みって、おまえはほとんど毎日働いてただろ」

　神しん堂どう家け当主であらせられる妹は、ほとんど家にはおらず、日本にいない日もかなり多かったはず。

「それはそれ、これはこれですよ。貴理も一応学生ですから、夏休みとなればそれなりに思うところはあります」

「夏休みねぇ……」

　俺おれも、去年までは友達がいないとか家族すらいないとか、多少の問題はありつつも、それなりに普通に夏休みを楽しんできたもんだが。

「今年の夏はなあ……いろいろと……」

「はっはっは。入院で台無しにならなかっただけよかったじゃないっすか。ウチは今年はたっぷり稼げて、だいぶ野望に近づけたいい夏でしたし！」

「おまえには、よかっただろうな……」

　桃女の制服姿のマツリがけらけらと笑っている。

　すべてが片付いた後、マツリもすぐに桃女に戻ってきた。愛想の悪い三毛猫を抱いていたことや、その猫を俺に押しつけてきたことはともかく、マツリが戻ってきて俺がなんとなく安心したのは事実だ。意外と俺はこのメイドを気に入っているんだよな。

　マツリは、母から特別手当とやらを受け取ったらしい。一度だけ連絡員として姿を見せただけにしては、かなりの額だったようだ。俺の部屋で掃除する手を止めて、ポケットから札束を取り出して嬉うれしそうに数えているところを何度か見た。銀行に預金すりゃいいのに。ていうか、俺が約束した特別手当は払ってないけどいいんだろうか。

「まあ、貴理には納得できない部分が多々ありますが」

「ん？　なにが？」

「せっかく面白いイベントが起きていたのに、ほとんど囚とらわれのお姫様状態でしたからね。貴理は自分が関かかわっていないところで人がえらい目に遭うのが好きではないのです」

「いい性格してるな、妹よ……」

　実は、千ち華か姉ねえの反乱も貴き理りが黒幕でした――なんてオチじゃなくてよかったが。

「あの女もいたというのに、逃げられてしまいましたし……」

「おまえ、マジで母さん捕獲するつもりだったんだな……」

　母さんは、女神と同じく、いつの間にか姿を消していた。

　女神が去って意識を取り戻した貴理は、軍曹から事情説明を受けて即座に追っ手を出したものの、母は見つからなかったらしい。

　まあ母は女神と繋つながりもあるようだし、どうせすぐに再登場してくるだろう。

「ですが、いい話も聞けましたね。貴理も知らなかった七人目が……」

「あー、ホントにいい天気だ。今日は始業式だけだから、なにをして遊ぼうかなー」

「……兄様」

　妹が睨にらみながら、俺おれの制服の袖そでをきゅっと掴つかんでくる。

「七人目は誰でもいいんですよね。マツリや軍曹はともかく、貴理でも……」

「い、いや。それはどうだろう。おまえは妹なわけだし」

「ええ、そこをなんとかクリアしてやろうと策を巡らせてましたが、ヒメ神ガミになってしまえば問題はオールクリアですよね。ヒメ神は愛されなければいけないんですから。いえ、妹として愛されているだけじゃなくて、やはり兄様には単なるシスコンではなくて一人の女の子として貴理を見てもらわないと」

「……相変わらず自信満々だな、おまえは」

　妹として愛されてるとか俺がシスコンだとか、既に決定事項かよ。

　でも、七人目か――

　あの自称女神が言うからには、事実なんだろうなあ。

　ある意味、すげー面倒な設定にされてしまったような。

　元からヒメ神だった女の子たちではなく、俺が好きな普通の女の子をヒメ神にしてしまえるなんて。

　俺は、自分で選ばなきゃいけない。

　もしかすると、そのためには失った記憶と向き合わなきゃいけないのだろうか。

　中学時代、俺が好きだった女の子のことを思い出せるのかな。もう顔も名前もはっきりしないというのに――

「おっはよう、祐ゆう貴き！　妹さんとイチャついてないで、わたしをもてあそぼうよ！　ていうか、わたしがもてあそんじゃおうかな！」

「ぐわっ！」

　いきなり後ろから抱きつかれ、だいぶおなじみになってきた二つの柔らかい感触が背中に伝わってくる。

　振り向いて確認するまでもなく、こんな凶悪なふくらみを持っているのは桃もも女じよでは澪みお以外にいない。

「あはは、祐ゆう貴きは可愛かわいいよね。未いまだにわたしのおっぱい押しつけられただけでこんなに驚いてくれるんだから」

「思春期の少年は繊細なんだよ……」

　俺おれは澪みおを背中から引きはがし、一歩後ろに下がる。

　朝っぱらからあまり興奮させられては、一日もたない。

「では、澪さんにもてあそばれた後は、私の番ですわね。調教はスケジュールどおりにやっていただかないと」

「普段からメニュー組んで調教してるみたいに言わないでくれるかな、ハルカさん」

　寮のほうから歩いてきたハルカは、桃もも女じよの夏服姿だ。彼女は二学期から生徒会の書記に就任する予定だ。調教をねだられる機会が増えそうで、頭が痛い。

「調教してもらわないとボクが困る……。毎日、祐貴先輩にどういじめてもらおうか妄想してるハルカを見せられても、リアクションできないから」

「……おはよう、慧けい」

　慧がいつもの無表情でハルカの後ろから現れた。

　実は今、慧とハルカは寮の同じ部屋で暮らしている。

　先日の事件の後、ハルカは慧の面倒を見るためにメイドを辞めて、寮に戻ったのだ。この二人は仲良くやっているようで、影カゲヒメについて一緒に研究しているらしい。

「調教用マシンの開発とか依頼されても困るし……」

「いえいえ、私は器具には頼りませんよ。あくまで、祐貴さんにその手でいじめてもらうのが快感なのです。むさぼりたいのです」

「…………」

　さわやかな朝になんの話をしているんだ。妹とマツリも、完全に引いてるし。

「おー、ユウちゃん。今日も朝からモッテモテだね」

「あんた、そんなとこでなにしてるんだ!?」

　声がしたほうを見ると、千ち華か姉ねえが道沿いに植えられている木の太い枝に座って、こちらを見下ろしていた。手にスケッチブックと鉛筆を持っている。

　隣にはメイド服のシズカの姿もある。

「今朝は、俯ふ瞰かんから登校する乙女たちをスケッチしてたんだよ。たまには、変わった構図で描くのも面白いよね」

　千華姉が偉そうに胸を張り、胸元に着けているブローチがきらりと光った。そのブローチには誓約エンゲイジの証あかしである幾何学模様が刻まれている。

　あの事件の後も、千華姉は今までとあまり変わらない。ヒメ神ガミたちもみんな、事件のことは引きずっていないようだし、そこは俺としてもありがたい。ヒメ神たちにギスギスされると、俺がいわれのない被害を受けそうだしな。

「まあ、夢中になって落ちないようにしろよ……」

「ウチがついていますから、ご心配なく」

　シズカがすました顔で一礼する。

　千ち華か姉ねえは今、神しん堂どう家けの屋敷で生活していて、シズカももちろん一緒だ。千華姉が従えていた他のヒメビトたちは、また母がどこかに連れて行ったらしい。千華姉が調べたところによると「この世の天国を味わわされて、骨抜きにされている」だとか。なんか怖い。

　シズカは屋敷で俺おれと顔を合わせればなんでもないような顔で、丁寧におじきをしてきた。俺を後ろから撃ったことをまるきり気にしていないのは、こちらも気を遣わなくていいのでありがたいが、やはりシズカも姉のマツリと同じくかなり図太いようだ。

「あー、そうだ、ユウちゃん。あの絵、やっと完成したよ。後で見に来る？」

「けっこう時間かかったんだな。うん、学校終わったら見に行くよ」

　例のヒメ神ガミたちと俺たちを描いた絵に、千華姉が自分を描き足していたのだ。事件から何日も経たっているのだが、満足いかなくてずっと描き続けていたようだ。

「あの絵、できたんですね。では、どこかの大きな美術館に飾りますか。兄様の楽園ハーレムを大勢の人に見てもらいましょう」

「待て、貴き理り！　なんの嫌がらせだ、それは！」

　俺が可愛かわいい女の子に囲まれている絵なんて、公開されてたまるか。ひんしゅく買うだけだろ。

「貴理の嫌がらせに理由なんてありませんよ？」

「可愛く首を傾かしげて言うな！」

　うちの妹は見た目だけなら、本当に可愛い。これで実の妹じゃなくて、性格がマシなら迷うことなく七人目に選ぶのになあ。

「まったく……いいから、さっさと行こう。こんなとこでバタバタしてて、遅刻でもしたらバカみたいだ」

　ヒメ神たちと妹と、メイドを引き連れて校舎へと向かう。

　登校中の他の生徒たちの視線が、完全にこちらに集まっている。ずっと地味に生きてきたのに、今じゃ女の子を引き連れて登校して、周囲の視線まで独り占めとか、思えば遠くに来たもんだ。

「ユーキ様」

「ん？」

　ふと、聞こえた声に後ろを振り向いた。そこには――

「おはようございます、ユーキ様。今日もご機嫌うるわしゅう」

「……………………」

　赤毛の女の子が、道に正座して三つ指をつき、深々と頭を下げていた。

　これはいったい……。

「朱あか音ね、どうしちゃったんだ……？」

「え？　大和やまと撫子なでしこはこうして旦だん那な様をお迎えするものだと……」

「…………」

「リナ様から昨日メールが来まして、教わりました」

「また奴やつか！」

　というか、いつの間に朱あか音ねは母さんとメールを始めたんだよ。俺おれでさえ、母さんのメールアドレスなんて知らないのに。

「あの女……やっぱりなんとかして、捕まえないと。朱音様の教育のためにも」

　珍しいことに、今回ばかりは貴き理りの意見に賛成だ。これでいつでも母は、朱音にいらん知識を吹き込めるわけだもんな……。

「朱音、そういうのはいいから。挨あい拶さつするなら普通にしてくれ」

「普通ですか」

　朱音は頷うなずくと、立ち上がって俺のそばまでやってきた。

　俺に寄り添うようにして肩に手を置くと、背伸びをして俺の頬ほおにちゅっとキスをした。

「……恥ずかしいです。ユーキ様、どうして人前でこんなことをさせるんですか」

「いやいや、俺が悪いみたいに！」

　朱音のお国では夫婦はそういう挨拶をするってことか！　そんなの知らなかったよ！

　そもそも、婚約者同士ってだけで、まだ結婚してないし。

「そうよね……ええ、祐ゆう貴き君はちっとも悪くないわ。だから、あたしは少しも怒ってないわよ」

「げっ」

　遂ついに真打ち登場。

　生徒会長であらせられる鳴なる神かみかなみが、道のど真ん中で腕組みをして立っていた。彼女の全身からは殺意のオーラが放たれている。

「ただし、生徒会長として朝から風紀を乱すようなことは見逃せないわ。そうね、とりあえず……殺しましょう」

「とりあえず!?」

　浮気は許すと言った、あの日の言葉はいったいどこに！

　かなみさん、怒ると完全に我を忘れるからなあ……。

「大丈夫よ、ギリギリ生きていればまた回復させてあげるから。あたしに任せなさい」

「そ、それは頼もしい」

　かなみが限りなく女神に近づいたのはいいけど、新しい拷問を開発されるのは困るよなあ……。後で治してもらえるといっても、瀕ひん死しにされてはたまらない。

「まったく、あなたは。みんな、悪いけど祐貴君は借りるわよ。これから生徒会の仕事があるのよ。ハルカさんはまだ任命の申請が終わってないから、今日はいいわ」

「わかっていますわ。ごゆっくり」

「ゆ、ゆっくりすることなんてなにもないわよ」

　かなみは、意味ありげなハルカの笑みからぷいっと顔を背けて歩き出す。

「じゃあな、みんな。また後で」

　俺おれは頷うなずいて、みんなに手を振ってから、かなみの横に並ぶ。

　すっかり忘れそうになってたけど、俺は生徒会副会長なんだよな。新学期が始まって、これからそっちの仕事もやらないと。

「祐ゆう貴き君、二学期は忙しいのよ。学校行事も体育祭だの文化祭だのいっぱいあるし、あなたにもたっぷり働いてもらうわ。だから、いつでも命令を聞けるように……」

　かなみは、恥ずかしそうにちらりと上目遣いで俺を見て。

「あたしのそばから離れないようにね」

　そう言うと、かなみは頬ほおを赤くして、俺の返事も待たずにすたすたと早足で歩いて行ってしまう。

　うーん、いつまで経たっても素直になりきれないなあ、かなみは。そういうところが可愛かわいいんだけど。

　さてさて、生徒会の仕事は、これからだいぶ忙しくなりそうだ。

　まだハルカと慧けいの誓約エンゲイジも済ませていないし、七人目を選ばなきゃいけない。

　だいたい、誓約や七人目の選択の先になにが待っているのか。

　ヒメビトもまだまだいるらしいし、彼女たちが現れたら、また命がけのバトルが待っているかもしれない。

　この先も、俺の人生にはイベントが山盛りなんだろうな。

　でもまあ、大丈夫だろ。

　六人のヒメ神ガミに、性格は悪いが頼りになる妹と、その部下たち。

　もう使うことをためらうこともなくなった『王の声オーバーロード』もある。

　どんなトラブルも、乗り越えていけるだろう。これだけいろんな目に遭ったんだから、今まで以上のトラブルが起こるなんて、あまり考えたくはないけれど。

「祐貴君、なにしてるの！　早く来なさい！」

「ああ、今行くよ！」

　かなみの声に、俺は走り出す。

　乗り越えなきゃならないものが待っているなら、そこまで走り続けていこう。

　もう、初めてここに来たときとは違う。自分の意志で進んでいくのだ。

　ヒメ神たちは、みんな大切な女の子だ。

　迷うことなく、みんなを守ろう。ずっと、好きでいよう。

　だって、今いるここが俺の――楽らく園えんなのだから。





おわり



    

  
    
      


あとがき



　どうも、こんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　あとがきのネタもいよいよ無くなったので、今回はこの巻の具体的な内容にも軽く触れてみようかと。五回目でネタが無くなるのもどうかと思いますけど。



　今回は開き直って、祐ゆう貴き君に派手に戦ってもらいました。死にそうになるのが祐貴君のさだめとはいえ、毎度大変です。

　とはいえ、かなみさんと同棲とか、相変わらずいい目にもあってますけどね。

　いいですよね、同棲生活。ページ数が許せば、ここをねちっこく、これでもかというくらい書き続けたかったです（笑）。ツンデレのかなみとの同棲はちょっぴり命懸けではありますが、今回のかなみはデレ多めですしね。個人的にはツンデレの真価はツンのほうにあると思っていますけど、こういうのもアリじゃないかと。

　まあ、ツンデレとかドＳとかフリーダムとか、いろいろいますが、祐貴君はよく頑張りました。どんな属性もオッケーなのは、主人公として大事なことですね、ええ。



　ところでいきなりですが、『神なる姫のイノセンス』は、この５巻をもちまして一応の区切りとなります。

　まだまだ、祐貴君とヒメ神ガミたちのドタバタは続いていくことでしょうけど、とりあえずここで幕を引くということで。

　桃もも女じよのみんなのその後については、読者の皆様に想像していただければ嬉うれしいです。



　それでは最後になりましたが、謝辞のほうを。

　イラストの鶴つる崎さき貴たか大ひろ様、いつも素晴らしい絵をありがとうございました。ヒロインたちはみんな、可愛かわいくてエロかったです。

　現担当様と前担当様のお二人のおかげで、ここまで書くことができました。あと、いつも〆切遅れてすみませんでした……。

　この本の制作に関かかわっていただいたすべての皆様、支えてくださった周囲の皆様。

　そして、なにより読者の皆様に最大限の感謝を。

　本当にありがとうございました。

　また、どこかでお会いできれば幸せです。



二〇一一年九月　鏡遊
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　イラスト

　鶴崎貴大（つるさき・たかひろ）

　　ゲーム会社で原画、彩色を担当しつつイラストなども描かせていただいてます。最近の趣味はいろんなモノを積むことです。積みゲー、積みカメラ、積みサバゲー装備・・・

　　あれ、涙が・・・

　　ＨＰ「Ｐｒｉｖａｔｅ　Ｇａｒｄｅｎ」

　　http://privategarden.jp/
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